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11..  ははじじめめにに  

本書では、ES/1 NEO MFシリーズ Performance Navigatorの出力する標準グラフについて解説します。 

なお、Performance Navigatorの詳細な使用方法に関しては、別紙マニュアルを参照してください。 

 

＜参照マニュアル＞ 

ES/1 NEO MF-eASSIST使用者の手引き 

 

標準グラフ以外に必要なグラフが生じた場合は、Extension Graph機能を使用してお客様が必要とされるグラフを

任意に定義していただくことが可能です。 



ES/1 NEO MF Series 
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22..  PPeerrffoorrmmaannccee  NNaavviiggaattoorr 出出力力結結果果解解説説  

2.1. グラフ内容の構成について 

 

ここでは、資源別に Performance Navigatorが出力するグラフの内容について説明します。 

各グラフの説明は以下の構成から成り立っています。 

 

【所属カテゴリー名】 

Performance Navigatorの該当グラフが所属しているカテゴリー名 

 

【出力ファイル名】 

Performance Navigatorの該当グラフによって出力されるファイル名 

Performance Navigator では 4 種類の時系列カテゴリ（詳細/時間/月次/年次）があり、それぞれの時系列に応じた

種別がグラフファイル名に付加されます。本書では以下のように表記します。 

 

例．プロセッサ使用率グラフの場合 

    PROC_時系列種別.xls  

（時系列→INTER：詳細、HOUR：時間、MONTH：月次、YEAR：年次など） 

 

【出力形式】 

Performance Navigatorの該当グラフによって出力可能なファイルの種類（Excelグラフ／GIFファイル） 

 

【対象メーカ】 

Performance Navigatorの該当グラフが対象とするメーカの種類（IBM／富士通／日立／NEC） 

 

【グラフタイトル】 

Performance Navigatorの該当グラフを使用して Excelグラフを出力した場合のグラフタイトル 

 

【グラフ概要】 

Performance Navigatorの該当グラフを使用して出力されるグラフの内容に関する説明文 

 

 

【用語説明】 

出力結果の中で使用されている重要な用語に関する説明 

 

【チェックポイント】 

出力結果の中で着目すべきポイント 
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2.2. グラフの時系列カテゴリについて 

Performance Navigator が出力するグラフは大別して以下の 2種類に分類できます。 

 

時系列グラフ：X軸に時間軸（詳細/時間/月次/年次）をとって、資源使用状況の変動状況を確認します。 

相関グラフ ：X軸にシステム負荷をとることにより、業務量の増加と資源使用状況の相関関係を確認します。

システムの過負荷判定に使用します。 

 

このうち時系列グラフの場合には、以下の 4種類の時系列から選択することができます。 

3章のグラフ解説では、時系列グラフのサンプルに詳細、月次グラフを使用しています。 

 

【プロセッサ】 プロセッサ使用率（詳細）  

【プロセッサ】 プロセッサ使用率
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報告書作成時に指定した日時範囲に含まれるす

べてのインターバルを左から順に並べています。 

 特定の日時範囲の変動状況を把握できます。 

【プロセッサ】 プロセッサ使用率（時間）  

【プロセッサ】 プロセッサ使用率
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 報告書作成時に指定された日時範囲内のデータ

を同一時間帯毎にまとめたグラフです。 

 時間帯による特性を把握できます。 
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【プロセッサ】 プロセッサ使用率（月次）  

【プロセッサ】 プロセッサ使用率
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報告書作成時に指定された範囲内のデータを日

付単位に並べたグラフです。 

 月間の変動状況など、複数日の変動状況、傾向を

把握できます。 

 

【プロセッサ】 プロセッサ使用率（年次）  

【プロセッサ】 プロセッサ使用率
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 報告書作成時に指定された日時範囲内のデータ

を月単位に並べたグラフです。 

 １ヶ月を単位として、長期間の傾向を把握できま

す。 
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33..  ググララフフ解解説説  

3.1. システム負荷 

3.1.1. 【システム負荷】 システム負荷～MPL 

 

所属カテゴリー名 ：システム負荷 

出力ファイル名 ：LOAD_MPL_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【システム負荷】 システム負荷～MPL 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、MPL（プログラム多重度）を負荷指標とし、その変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・MPL（プログラム多重度） 

同時にスワップ・インしていた空間の数を表します。MPLはシステム負荷指標として使用されます。 

 

【チェックポイント】 

・MPL が急激に増加している場合、プロセッサや主記憶の使用率に影響を及ぼしている可能性がありますので、プロ

セッサや主記憶の使用状況も合わせて確認してください。 
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3.1.2. 【システム負荷】～MPL の推移 －等高線－ 

 

所属カテゴリー名 ：システム負荷 

出力ファイル名 ：LOAD_MPL_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：システム負荷～ＭＰＬの推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、MPL（プログラム多重度）の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対象

期間における日付を表し、どの時間帯でMPLが高くなる傾向があるのかを月単位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・MPLが高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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3.1.3. 【システム負荷】 システム負荷～入出力回数 

 

所属カテゴリー名 ：システム負荷 

出力ファイル名 ：LOAD_IO_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【システム負荷】 システム負荷～入出力回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、入出力回数を負荷指標とし、その変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・入出力回数 

ディスク・ボリュームをアクセスした秒あたりの入出力回数を表します。入出力回数はシステム負荷指標として使用され

ます。 

 

【チェックポイント】 

・入出力回数が急激に増加している場合、プロセッサや主記憶の使用率に影響を及ぼしている可能性がありますので、

プロセッサや主記憶の使用状況も合わせて確認してください。 



ES/1 NEO MF Series 

－8－ 

 

3.1.4. 【システム負荷】～入出力回数の推移 －等高線－ 

 

所属カテゴリー名 ：システム負荷 

出力ファイル名 ：LOAD_IO_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：システム負荷～入出力回数の推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、入出力回数の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対象期間における

日付を表し、どの時間帯で入出力回数が高くなる傾向があるのかを月単位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・入出力回数が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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3.1.5. 【システム負荷】 システム負荷～入出力回数 －日比較－ 

所属カテゴリー名 ：システム負荷 

出力ファイル名 ：LOAD_IO_INTER_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【システム負荷】 システム負荷～入出力回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、時間毎の入出力回数を複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のシステム負荷の傾向分析にご利用ください。 
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3.1.6. 【システム負荷】 システム負荷～入出力回数 －日比較(累計)－ 

所属カテゴリー名 ：システム負荷 

出力ファイル名 ：LOAD_IO_INTER_COMPARE_ACCUM.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【システム負荷】 システム負荷～入出力回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、時間毎の入出力回数を累計し複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のシステム負荷の傾向分析にご利用ください。 
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3.1.7. システム負荷～ＭＰＬと入出力回数[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：システム負荷 

出力ファイル名 ：LOAD_MPL_IO_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【システム負荷】ＭＰＬと入出力回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、MPL（プログラム多重度）と入出力回数を負荷指標とし、その変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・MPL（プログラム多重度） 

同時にスワップ・インしていた空間の数を表します。MPLはシステム負荷指標として使用されます。 

・入出力回数 

ディスク・ボリュームをアクセスした秒あたりの入出力回数を表します。入出力回数はシステム負荷指標として使用され

ます。 

【チェックポイント】 

・MPL が急激に増加している場合、プロセッサや主記憶の使用率に影響を及ぼしている可能性がありますので、プロ

セッサや主記憶の使用状況も合わせて確認してください。 

・入出力回数が急激に増加している場合、プロセッサや主記憶の使用率に影響を及ぼしている可能性がありますので、

プロセッサや主記憶の使用状況も合わせて確認してください。 
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3.2. プロセッサ 

3.2.1. MPL vs プロセッサ使用率 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_MPL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：MPL vs プロセッサ使用 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、MPL（プログラム多重度）を負荷指標とし、MPL が増加した際のプロセッサ使用率の変動状況を示しま

す。通常、プロセッサ使用率はシステム全体のプロセッサ使用率と、業務プログラムで使用した TCB 使用率とに分け

られます。このプロセッサ使用率と TCB使用率の差がシステム・オーバヘッドです。 

 

【用語説明】 

・MPL（プログラム多重度） 

同時にスワップ・インしていた空間の数を表します。MPLはシステム負荷指標として使用されます。 
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日立システム、NEC システムでは出力されません。 

 

・TCB使用率※ 

パフォーマンス・グループに属するプログラムが TCB モードと SRB モードでプロセッサを使用した割合いを表しま

す。 

 

 

 

【チェックポイント】 

・MPL が増加するにつれてプロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。通常、MPL の増加に伴い

CPU使用率、TCB使用率は増加しますが、システムの限界を超えてMPLが増加するとシステム・オーバヘッドが増

加しTCB使用率が減少します。このように、MPLが増加することによりTCB使用率が減少することをシステム・スラッ

シングと呼びます。システム・オーバヘッドの主な原因は、主記憶の過負荷によるページングやスワッピング、入出力

動作の割込み処理です。 
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3.2.2. 入出力回数 vs プロセッサ使用率 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_IO.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：ＩＢＭ／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：入出力回数 vs プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、入出力回数を負荷指標とし、入出力回数が増加した際のプロセッサ使用率の変動状況を示します。通

常、プロセッサ使用率はシステム全体のプロセッサ使用率と、業務プログラムで使用した TCB 使用率とに分けられま

す。このプロセッサ使用率と TCB使用率の差がシステム・オーバヘッドです。 

 

【用語説明】 

・入出力回数 

ディスク・ボリュームをアクセスした秒あたりの入出力回数を表します。入出力回数はシステム負荷指標として使用され

ます。 
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日立システム、NEC システムでは出力されません。 

 

・TCB使用率※ 

パフォーマンス・グループに属するプログラムが TCB モードと SRB モードでプロセッサを使用した割合いを表しま

す。 

  

 

 

 

【チェックポイント】 

・入出力回数が増加するにつれてプロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。通常、入出力回数の

増加に伴いCPU使用率、TCB使用率は増加しますが、システムの限界を超えて入出力回数が増加するとシステム・

オーバヘッドが増加し TCB 使用率が減少します。このように、入出力回数が増加することにより TCB 使用率が減少

することをシステム・スラッシングと呼びます。システム・オーバヘッドの主な原因は、主記憶の過負荷によるページン

グやスワッピング、入出力動作の割込み処理です。 
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3.2.3. 【プロセッサ】 プロセッサ使用率 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、区画に割当てられた CPU 能力を 100%として区画のプロセッサ使用率の変動状況を示します。通常、

プロセッサ使用率はシステム全体のプロセッサ使用率と、業務プログラムで使用した TCB 使用率とに分けられます。こ

のプロセッサ使用率と TCB使用率の差がシステム・オーバヘッドです。 
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日立システム、NEC システムでは出力されません。 

IBM システムのみ表示されます。 

 

【用語説明】 

・TCB使用率 

 パフォーマンス・グループに属するプログラムが TCB モードと SRB モードでプロセッサを使用した割合いを表します。 

 

 

 

・LIMIT 

 区画に割当てられた CPU能力を表します。 

 

 

 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・IBM システムの場合、LIMIT が表示されます。この場合、CPU 使用率が LIMIT を超えていないか確認してくださ

い。また、キャッピング指定が NO で指定されており、CPU 使用率が LIMIT を超えている場合には、その区画の

CPU能力をどのくらい与えたら良いのかの判断を容易に確認していただけます。 
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・このグラフのプロセッサ使用率は、PR/SM で共有モードを使用している場合に論理区画が重み値で使

用を許された論理限界値を 100 とし、論理プロセッサがどのくらい使用されたかを示しています。そ

の為、キャッピング指定がＮＯで指定されている場合、プロセッサ使用率が 100％を超える事があり

ます。 

・ゴールモードの場合、TSO/TSS%、JES%、STC%の値はゼロになります。 

 

＜IBMシステム専用グラフ＞ 

3.2.4. 【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率グラフ(論理区画) 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率グラフ(論理区画) 

【グラフ概要】 

このグラフは、区画に割当てられた CPU能力を 100%としてプロセッサ使用率の変動状況とその内訳を示します。 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・どの業務グループが CPUを多く使用しているかを確認してください。 

・割当てられた CPU能力以上にプロセッサを使用していないか確認してください。 
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3.2.5. 【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率グラフ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率グラフ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU 能力を 100%として、区画のプロセッサ使用率を積み上げ、プロセッサ使用率の変動

状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・どの区画が CPUを多く使用しているかを確認してください。 
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プロセッサタイプには、CP、ICF、IFL、IFA（zAAP）、IIP（zIIP）があります。 

 

3.2.6. 【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率グラフ(TYPE=プロセッサタイプ種別) 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_プロセッサタイプ種別_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率グラフ（TYPE=プロセッサタイプ種別） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU 能力を 100%として、区画のプロセッサ使用率を積み上げ、プロセッサ使用率の変動

状況を示します。搭載されているプロセッサタイプ毎にグラフを作成します。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・どの区画が CPUを多く使用しているかを確認してください。 
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＜富士通システム専用グラフ＞ 

3.2.7. 【プロセッサ】 AVM ゲスト OS プロセッサ使用状況(VM 名) 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_VM名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 AVMゲスト OSプロセッサ使用状況(VM名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、ゲスト OSのプロセッサ使用率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・割当てられた CPU能力以上にプロセッサを使用していないか確認してください。 
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このグラフのプロセッサ使用率は、AVM でロジカルまたは上限指定自動スケジューリングのゲスト OS

が使用を許された論理限界値を 100 とし、プロセッサ能力がどのくらい使用されたかを示しています。

その為、自動スケジューリングモードの場合、プロセッサ使用率が 100％を超える事があります。 

 

 

3.2.8. 【プロセッサ】 AVM ゲスト OS プロセッサ使用状況 2(VM 名) 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM2_VM名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 AVMゲスト OSプロセッサ使用状況 2(VM名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ゲスト OSに割当てられた CPU能力を 100%としてプロセッサ使用率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・割当てられた CPU能力以上にプロセッサを使用していないか確認してください。 
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3.2.9. 【プロセッサ】 AVM プロセッサ使用状況(ゲスト OS) 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 AVMプロセッサ使用状況(ゲスト OS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、各ゲスト OSのプロセッサ使用率を積み上げ、プロセッサ使用率

の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・どのゲスト OSが CPUを多く使用しているかを確認してください。 
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＜日立システム専用グラフ＞ 

3.2.10. PRMF 論理分割プロセッサグラフ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル  ：PRMF論理分割プロセッサグラフ[時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU 能力を 100%として、区画のプロセッサ使用率を積み上げ、プロセッサ使用率の変動

状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・どの区画が CPUを多く使用しているかを確認してください。 
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3.2.11. PRMF 論理区画プロセッサグラフ(区画名) 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_区画名_MON.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル  ：PRMF論理区画プロセッサグラフ(区画名)[時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、区画に割当てられた CPU能力を 100%としてプロセッサ使用率とその内訳を示します。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・どの業務グループが CPUを多く使用しているかを確認してください。 
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3.2.12. プロセッサ使用率の推移 －移動平均－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_CONTOUR_SMA_YEAR.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 プロセッサ使用率の推移 －移動平均－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、月毎の平均プロセッサ使用率と 12 ヶ月の移動平均値を示します。 

 

【用語説明】 

・（単純）移動平均 

直近の n 個のデータの重み付けのない単純な平均を示します。 

 

【チェックポイント】 

月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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このグラフの分類は月次グラフです。 

 

3.2.13. プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 
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【プロセッサ】プロセッサ使用率の推移
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所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、プロセッサ使用率の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対象期間にお

ける日付を表し、どの時間帯でプロセッサ使用率が高くなる傾向があるのかを月単位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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3.2.14. プロセッサ使用率の推移 －箱ひげ図－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_BOXPLOT _時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：プロセッサ使用率の推移(箱ひげ図) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、プロセッサ使用率の推移を箱ひげ図の形態で表示しています。 
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【チェックポイント】 

・月毎(月次グラフの場合は日毎)のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 

・箱ひげ図のグラフの見方は以下の通りです。 

箱の上端、箱の下端、箱の中央の線と、箱から伸びているひげの部分は、以下の数値を示しています。箱ひげ図を

見ることにより、データのばらつきがわかりやすくなります。 

  ひげの上端…  最大値 

  箱の上端…   75パーセンタイル値 

  箱の中央の線… 中央値(50パーセンタイル値) 

  箱の下端…   25パーセンタイル値 

  ひげの下端…  最小値 
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このグラフの分類は月次グラフです。 

 

3.2.15. 論理分割プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 
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【プロセッサ】論理分割プロセッサ使用率の推移
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所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：論理分割プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用率の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対

象期間における日付を表し、どの時間帯でプロセッサ使用率が高くなる傾向があるのかを月単位に把握することができ

ます。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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このグラフの分類は月次グラフです。 

 

3.2.16. 論理区画プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 
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0-10 10-20 20-30 30-40 40-50 50-60 60-70 70-80 80-90 90-100

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_CONTOUR_LPAR名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：論理区画プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のCPU能力を100%として区画のプロセッサ使用率の推移を等高線の形態で表示しています。

X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対象期間における日付を表し、どの時間帯でプロセッサ使用率が高くなる傾向があるのか

を月単位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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・このグラフの分類は月次グラフです。 

・プロセッサタイプには、CP、IFL、IIP(zIIP)があります。 

 

3.2.17. 論理分割プロセッサ使用率の推移(TYPE=プロセッサタイプ種別) －等高線－ 
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【プロセッサ】論理分割プロセッサ使用率の推移(TYPE=CP)
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所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_プロセッサタイプ種別_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：論理分割プロセッサ使用率の推移(TYPE=プロセッサタイプ種別) －等高線－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用率の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対

象期間における日付を表し、どの時間帯でプロセッサ使用率が高くなる傾向があるのかを月単位に把握することができ

ます。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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3.2.18. 論理分割プロセッサ使用率の推移(TYPE=CP) －箱ひげ図－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_CP_BOXPLOT _時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：論理分割プロセッサ使用率の推移(箱ひげ図) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用率の推移を箱ひげ図の形態で表示しています。 
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【チェックポイント】 

・月毎(月次グラフの場合は日毎)のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 

・箱ひげ図のグラフの見方は以下の通りです。 

箱の上端、箱の下端、箱の中央の線と、箱から伸びているひげの部分は、以下の数値を示しています。箱ひげ図を

見ることにより、データのばらつきがわかりやすくなります。 

  ひげの上端…  最大値 

  箱の上端…   75パーセンタイル値 

  箱の中央の線… 中央値(50パーセンタイル値) 

  箱の下端…   25パーセンタイル値 

  ひげの下端…  最小値 
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・このグラフの分類は月次グラフです。 

・プロセッサタイプには、CP、IFL、IIP(zIIP)があります。 

 

3.2.19. 論理区画プロセッサ使用率の推移(TYPE=プロセッサタイプ種別) －等高線－ 
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【プロセッサ】論理区画プロセッサ使用率の推移(TYPE=CP)(IIM0)
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所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_プロセッサタイプ種別_CONTOUR_LPAR名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：論理区画プロセッサ使用率の推移(TYPE=プロセッサタイプ種別) －等高線－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のCPU能力を100%として区画のプロセッサ使用率の推移を等高線の形態で表示しています。

X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対象期間における日付を表し、どの時間帯でプロセッサ使用率が高くなる傾向があるのか

を月単位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 

 

 



ES/1 NEO MF Series 

－36－ 

このグラフの分類は月次グラフです。 

 

3.2.20. AVM プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 
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【プロセッサ】 AVMプロセッサ使用率の推移
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所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：AVMプロセッサ使用率の推移 －等高線－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用率の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対

象期間における日付を表し、どの時間帯でプロセッサ使用率が高くなる傾向があるのかを月単位に把握することができ

ます。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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3.2.21. AVM プロセッサ使用率の推移 －箱ひげ図－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_BOXPLOT _時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：AVMプロセッサ使用率の推移(箱ひげ図) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用率の推移を箱ひげ図の形態で表示しています。 
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【チェックポイント】 

・月毎(月次グラフの場合は日毎)のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 

・箱ひげ図のグラフの見方は以下の通りです。 

箱の上端、箱の下端、箱の中央の線と、箱から伸びているひげの部分は、以下の数値を示しています。箱ひげ図を

見ることにより、データのばらつきがわかりやすくなります。 

  ひげの上端…  最大値 

  箱の上端…   75パーセンタイル値 

  箱の中央の線… 中央値(50パーセンタイル値) 

  箱の下端…   25パーセンタイル値 

  ひげの下端…  最小値 
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このグラフの分類は月次グラフです。 

 

3.2.22. AVM ゲスト OS プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 
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【プロセッサ】 AVMゲストOSプロセッサ使用率の推移(IIM0)
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所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_CONTOUR_ゲスト OS名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：AVMゲスト OSプロセッサ使用率の推移 －等高線－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU 能力を 100%として、ゲスト OS のプロセッサ使用率の推移を等高線の形態で表示し

ています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対象期間における日付を表し、どの時間帯でプロセッサ使用率が高くなる傾向

があるのかを月単位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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このグラフの分類は月次グラフです。 

 

3.2.23. PRMF 論理分割プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 
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【プロセッサ】 PRMF論理分割プロセッサ使用率の推移
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所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル  ：PRMF論理分割プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用率の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対

象期間における日付を表し、どの時間帯でプロセッサ使用率が高くなる傾向があるのかを月単位に把握することができ

ます。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 

 



Performance Navigator 出力結果解説書 

－41－ 

 

3.2.24. PRMF 論理分割プロセッサ使用率の推移 －箱ひげ図－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_BOXPLOT _時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル  ：PRMF論理分割プロセッサ使用率の推移(箱ひげ図) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用率の推移を箱ひげ図の形態で表示しています。 
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【チェックポイント】 

・月毎(月次グラフの場合は日毎)のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 

・箱ひげ図のグラフの見方は以下の通りです。 

箱の上端、箱の下端、箱の中央の線と、箱から伸びているひげの部分は、以下の数値を示しています。箱ひげ図を

見ることにより、データのばらつきがわかりやすくなります。 

  ひげの上端…  最大値 

  箱の上端…   75パーセンタイル値 

  箱の中央の線… 中央値(50パーセンタイル値) 

  箱の下端…   25パーセンタイル値 

  ひげの下端…  最小値 
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このグラフの分類は月次グラフです。 

 

3.2.25. PRMF 論理区画プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 
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【プロセッサ】 PRMF論理区画プロセッサ使用率の推移((IM0)
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所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_CONTOUR_論理区画名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル  ：PRMF論理区画プロセッサ使用率の推移 －等高線－ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のCPU能力を100%として区画のプロセッサ使用率の推移を等高線の形態で表示しています。

X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対象期間における日付を表し、どの時間帯でプロセッサ使用率が高くなる傾向があるのか

を月単位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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3.2.26. プロセッサ使用率 －日比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_INTER_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、時間毎の平均プロセッサ使用率を複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.27. プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_INTER_COMPARE_ACCUM.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、時間毎の平均プロセッサ使用率を累計し複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.28. プロセッサ使用率 －月比較－ 

 

所属カテゴリー名  ：プロセッサ 

出力ファイル名  ：PROC_MONTH_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式  ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ  ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル ：【プロセッサ】プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、日毎の平均プロセッサ使用率を複数月で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.29. プロセッサ使用率 －年比較－ 

所属カテゴリー名  ：プロセッサ 

出力ファイル名  ：PROC_YEAR_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式  ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ  ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル ：【プロセッサ】プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、月毎の平均プロセッサ使用率を複数年で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・年毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.30. 論理分割プロセッサ使用率 －日比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_INTER_COMPARE.xls／.xlsxx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における時間毎の平均プロセッサ使用率を複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.31. 論理分割プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ 

所属カテゴリー名  ：プロセッサ 

出力ファイル名  ：PRSM_INTER_COMPARE_ACCUM.xls／.xlsx 

出力形式  ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ  ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における時間毎の平均プロセッサ使用率を累計し複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.32. 論理分割プロセッサ使用率 －月比較－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_MONTH_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における日毎の平均プロセッサ使用率を複数月で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.33. 論理分割プロセッサ使用率 －年比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_YEAR_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における月毎の平均プロセッサ使用率を複数年で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・年毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.34. 論理区画プロセッサ使用率 －日比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_INTER_COMPARE_区画名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率(区画名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、区画の時間毎の平均プロセッサ使用率を複数日で比較していま

す。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.35. 論理区画プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_INTER_COMPARE_ACCUM_区画名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率(区画名) 

  

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のCPU能力を 100%として、区画の時間毎の平均プロセッサ使用率を累計し複数日で比較し

ています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.36. 論理区画プロセッサ使用率 －月比較－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_MONTH_COMPARE_区画名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率(区画名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、区画の日毎の平均プロセッサ使用率を複数月で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.37. 論理区画プロセッサ使用率 －年比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_YEAR_COMPARE_区画名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率(区画名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、区画の月毎の平均プロセッサ使用率を複数年で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・年毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.38. 論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP)－日比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_INTER_COMPARE_CP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における時間毎の平均プロセッサ使用率を複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.39. 論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP)－日比較(累計)－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_INTER_COMPARE_ACCUM_CP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における時間毎の平均プロセッサ使用率を累計し複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.40. 論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP) －月比較－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_MONTH_COMPARE_CP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における日毎の平均プロセッサ使用率を複数月で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.41. 論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP)－年比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRSM_YEAR_COMPARE_CP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における月毎の平均プロセッサ使用率を複数年で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・年毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.42. 論理区画プロセッサ使用率(TYPE=CP) －日比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_INTER_COMPARE_区画名_CP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率(区画名)(TYPE=CP) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、区画の時間毎の平均プロセッサ使用率を複数日で比較していま

す。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.43. 論理区画プロセッサ使用率(TYPE=CP) －日比較(累計)－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_INTER_COMPARE_ACCUM_区画名_CP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率(区画名)(TYPE=CP) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のCPU能力を 100%として、区画の時間毎の平均プロセッサ使用率を累計し複数日で比較し

ています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 



ES/1 NEO MF Series 
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3.2.44. 論理区画プロセッサ使用率(TYPE=CP) －月比較－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_MONTH_COMPARE_区画名_CP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率(TYPE=CP) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、区画の日毎の平均プロセッサ使用率を複数月で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.45. 論理区画プロセッサ使用率(TYPE=CP) －年比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_YEAR_COMPARE_区画名_CP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理区画プロセッサ使用率(区画名)(TYPE=CP) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、区画の月毎の平均プロセッサ使用率を複数年で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・年毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.46. AVM プロセッサ使用率 －日比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_INTER_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 AVMプロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における時間毎の平均プロセッサ使用率を複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.47. AVM プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_INTER_COMPARE_ACCUM.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 AVMプロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における時間毎の平均プロセッサ使用率を累計し複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.48. AVM プロセッサ使用率 －月比較－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_MONTH_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル ：【プロセッサ】AVMプロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における日毎の平均プロセッサ使用率を複数月で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.49. AVM プロセッサ使用率 －年比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_YEAR_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 AVMプロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における月毎の平均プロセッサ使用率を複数年で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・年毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.50. AVM ゲスト OS プロセッサ使用率 －日比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_INTER_COMPARE_VM名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 AVMゲスト OSプロセッサ使用率(VM名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU 能力を 100%として、ゲスト OS の時間毎の平均プロセッサ使用率を複数日で比較して

います。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.51. AVM ゲスト OS プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_INTER_COMPARE_ACCUM_VM名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 AVMゲスト OSプロセッサ使用率(VM名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU 能力を 100%として、ゲスト OS の時間毎の平均プロセッサ使用率を累計し複数日で比

較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 



ES/1 NEO MF Series 
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3.2.52. AVM ゲスト OS プロセッサ使用率 －月比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_MONTH_COMPARE_ゲスト OS名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 AVMゲスト OSプロセッサ使用率(ゲスト OS名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、ゲスト OSの日毎の平均プロセッサ使用率を複数月で比較していま

す。 

 

【チェックポイント】 

・月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.53. AVM ゲスト OS プロセッサ使用率 －年比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_YEAR_COMPARE_VM名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 AVMゲスト OSプロセッサ使用率(VM名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のCPU 能力を100%として、ゲストOS の月毎の平均プロセッサ使用率を複数年で比較していま

す。 

 

【チェックポイント】 

・年毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.54. PRMF 論理分割プロセッサ使用率 －日比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_INTER_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における時間毎の平均プロセッサ使用率を複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.55. PRMF 論理分割プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_INTER_COMPARE_ACCUM.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における時間毎の平均プロセッサ使用率を累計し複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.56. PRMF 論理分割プロセッサ使用率 －月比較－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_MONTH_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における日毎の平均プロセッサ使用率を複数月で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.57. PRMF 論理分割プロセッサ使用率 －年比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_YEAR_COMPARE.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体における月毎の平均プロセッサ使用率を複数年で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・年毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.58. PRMF 論理区画プロセッサ使用率 －日比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_INTER_COMPARE_区画名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 PRMF論理区画プロセッサ使用率(区画名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のCPU能力を100%として、区画の時間毎の平均プロセッサ使用率を複数日で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.59. PRMF 論理区画プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_INTER_COMPARE_ACCUM_区画名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 PRMF論理区画プロセッサ使用率(区画名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU 能力を 100%として、区画の時間毎の平均プロセッサ使用率を累計し複数日で比較して

います。 

 

【チェックポイント】 

・日毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.60. PRMF 論理区画プロセッサ使用率 －月比較－ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_MONTH_COMPARE_区画名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 PRMF論理区画プロセッサ使用率(区画名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、区画の日毎の平均プロセッサ使用率を複数月で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

月毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.61. PRMF 論理区画プロセッサ使用率 －年比較－ 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_YEAR_COMPARE_区画名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 PRMF論理区画プロセッサ使用率(区画名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU能力を 100%として、区画の月毎の平均プロセッサ使用率を複数年で比較しています。 

 

【チェックポイント】 

・年毎のプロセッサ使用状況の傾向分析にご利用ください。 
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3.2.62. プロセッサ使用量 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_MIPS_MIPS値_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 プロセッサ使用量(MIPS値) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、プロセッサ使用量の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・MIPS（Million Instructions Per Second） 

プロセッサの性能指標。1秒間に何百万個の命令が実行できるかを表します。 

 

【チェックポイント】 

プロセッサ使用量がどのように変動するかを確認してください。 
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3.2.63. 論理分割プロセッサ使用量 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_MIPS_MIPS値_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用量(MIPS値) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用量の変動状況を区画の内訳と共に示します。 

 

【用語説明】 

・MIPS（Million Instructions Per Second） 

プロセッサの性能指標。1秒間に何百万個の命令が実行できるかを表します。 

 

【チェックポイント】 

プロセッサ使用量がどのように変動するかを確認してください。 
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3.2.64. 論理分割プロセッサ使用量(TYPE=CP) 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_CP_MIPS_MIPS値_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用量(MIPS値) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用量の変動状況を区画の内訳と共に示します。 

 

【用語説明】 

・MIPS（Million Instructions Per Second） 

プロセッサの性能指標。1秒間に何百万個の命令が実行できるかを表します。 

 

【チェックポイント】 

プロセッサ使用量がどのように変動するかを確認してください。 
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3.2.65. PRMF 論理分割プロセッサ使用量 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PRMF_MIPS_MIPS値_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 PRMF論理分割プロセッサ使用量(MIPS値) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用量の変動状況を区画の内訳と共に示します。 

 

【用語説明】 

・MIPS（Million Instructions Per Second） 

プロセッサの性能指標。1秒間に何百万個の命令が実行できるかを表します。 

 

【チェックポイント】 

プロセッサ使用量がどのように変動するかを確認してください。 
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3.2.66. AVM プロセッサ使用量 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：AVM_MIPS_MIPS値_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル ：【プロセッサ】 AVMプロセッサ使用量(MIPS値) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体のプロセッサ使用量の変動状況を区画の内訳と共に示します。 

 

【用語説明】 

・MIPS（Million Instructions Per Second） 

プロセッサの性能指標。1秒間に何百万個の命令が実行できるかを表します。 

 

【チェックポイント】 

プロセッサ使用量がどのように変動するかを確認してください。 
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3.2.67. プロセッサ使用率プロセッサ使用率[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：PROC_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、区画に割当てられた CPU 能力を 100%として区画のプロセッサ使用率の変動状況を示します。通常、

プロセッサ使用率はシステム全体のプロセッサ使用率と、業務プログラムで使用した TCB 使用率とに分けられます。こ

のプロセッサ使用率と TCB使用率の差がシステム・オーバヘッドです。 
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プロセッサタイプには、CP、IIP（zIIP）があります。 

 

3.2.68. 論理分割プロセッサ使用率グラフ(TYPE=プロセッサタイプ種別)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：LPAR_プロセッサタイプ種別_時系列種別_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【プロセッサ】 論理分割プロセッサ使用率グラフ（TYPE=プロセッサタイプ種別） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体全体の CPU 能力を 100%として、区画のプロセッサ使用率を積み上げ、プロセッサ使用率の変動

状況を示します。搭載されているプロセッサタイプ毎にグラフを作成します。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 

・どの区画が CPUを多く使用しているかを確認してください。 
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3.2.69. SRM プロセッサ使用率グラフ 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：SRM_プロセッサ使用率_INTER.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、区画に割当てられた CPU能力を 100%として区画のプロセッサ使用率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 
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3.2.70. プロセッサ使用率[PWS ミニグラフ]  

 

 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：imageXXX.gif 

出力形式 ：GIF ファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、「Performance Web Service ミニグラフ一覧」で閲覧する為の専用グラフです。プロセッサ使用率をミニ

グラフで表現した GIF形式のファイルになります。 
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3.2.71. 論理分割プロセッサ使用率[PWS ミニグラフ] 

 

 

 

所属カテゴリー名 ：プロセッサ 

出力ファイル名 ：imageXXX.gif 

出力形式 ：GIF ファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通（XSPは除く）／日立 

 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、「Performance Web Service ミニグラフ一覧」で閲覧する為の専用グラフです。論理分割プロセッサ使

用率をミニグラフで表現した GIF形式のファイルになります。 

3.3. 主記憶 

3.3.1. MPL vs 主記憶使用率 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 
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出力ファイル名 ：CS_MPL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：MPL vs 主記憶使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、MPL（プログラム多重度）を負荷指標とし、主記憶使用率とページイン回数の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・MPL（プログラム多重度） 

同時にスワップ・インしていた空間の数を表します。MPLはシステム負荷指標として使用されます。 
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【チェックポイント】 

・MPL（プログラム多重度）が増加するにつれて、主記憶使用率、ページイン回数がどのように変動するかを確認してく

ださい。 

通常、システム負荷の増加に伴い、主記憶使用率は増加しますが、システムの限界を超えてシステム負荷が増加する

とページングが多発します。ページングの多発は業務の実行効率を悪化させる要因になります。その為、主記憶の稼

働状況とともに、同時にページング回数も確認してください。主記憶使用率が高い時でも、ページングが増加してい

ない場合、主記憶に問題はないと判定できます。 
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3.3.2. 入出力回数 vs 主記憶使用率 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：CS_IO.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：入出力回数 vs 主記憶使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、入出力回数を負荷指標とし、主記憶使用率とページイン回数 の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・入出力回数 

ディスク・ボリュームをアクセスした秒あたりの入出力回数を表します。入出力回数はシステム負荷指標として使用され

ます。 
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【チェックポイント】 

・入出力回数が増加するにつれて、主記憶使用率、ページイン回数がどのように変動するかを確認してください。 

通常、システム負荷の増加に伴い、主記憶使用率は増加しますが、システムの限界を超えてシステム負荷が増加する

とページングが多発します。ページングの多発は業務の実行効率を悪化させる要因になります。その為、主記憶の稼

働状況とともに、同時にページング回数も確認してください。主記憶使用率が高い時でも、ページングが増加してい

ない場合、主記憶に問題はないと判定できます。 
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3.3.3. MPL vs 主記憶使用率(64bit) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：CS_MPL_64.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：MPL vs 主記憶使用率(64bit) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、MPL（プログラム多重度）を負荷指標とし、主記憶使用率と UIC の変動状況を示します。このグラフの

UIC値の最大は、65535です。 

z/OS V1R7以前の、UIC値が 4桁のデータであっても最大値は 65535 となります。 

 

【用語説明】 

・MPL（プログラム多重度） 

同時にスワップ・インしていた空間の数を表します。MPLはシステム負荷指標として使用されます。 

・UIC 

使用中の主記憶フレームの最大非参照時間。UICは主記憶の過負荷状態を示す指標になります。 
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【チェックポイント】 

・MPL（プログラム多重度）が増加するにつれて、主記憶使用率、UIC がどのように変動するかを確認してください。

UICは主記憶の過負荷状態を示す指標となる値です。通常、システム負荷の増加に伴い、主記憶使用率は増加しま

すが、システムの限界を超えてシステム負荷が増加すると UIC の値が下がり、ページングが多発します。ページング

の多発は業務の実行効率を悪化させる要因になります。その為、主記憶の稼働状況とともに、同時にページング回

数も確認してください。主記憶使用率が高い時でも、UIC が高い値で推移している場合、主記憶に問題はないと判

定できます。 

 

・主記憶の能力を超えてシステム負荷を増大させると、システムは過負荷状態となり、UICの値が下がり、ページングが

多発します。ページングの多発は、システムオーバヘッドの増加や、業務の実行効率の低下を引き起こします。ペー

ジングの多発を防ぐ為には、優先度の低いドメインのプログラム多重度の調整を行ない、システム負荷が限界を超え

ないようにする必要があります。 
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3.3.4. 入出力回数 vs 主記憶使用率(64bit) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：CS_IO_64.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：入出力回数 vs 主記憶使用率(64bit) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、入出力回数を負荷指標とし、主記憶使用率とUICの変動状況を示します。このグラフの UIC値の最大

は、65535です。 

z/OS V1R7以前の、UIC値が 4桁のデータであっても最大値は 65535 となります。 

 

【用語説明】 

・UIC 

使用中の主記憶フレームの最大非参照時間。UICは主記憶の過負荷状態を示す指標になります。 
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【チェックポイント】 

・入出力回数が増加するにつれて、主記憶使用率、UIC がどのように変動するかを確認してください。UIC は主記憶

の過負荷状態を示す指標となる値です。通常、システム負荷の増加に伴い、主記憶使用率は増加しますが、システ

ムの限界を超えてシステム負荷が増加すると UIC の値が下がり、ページングが多発します。ページングの多発は業

務の実行効率を悪化させる要因になります。その為、主記憶の稼働状況とともに、同時にページング回数も確認して

ください。主記憶使用率が高い時でも、UICが高い値で推移している場合、主記憶に問題はないと判定できます。 

 

・主記憶の能力を超えてシステム負荷を増大させると、システムは過負荷状態となり、UICの値が下がり、ページングが

多発します。ページングの多発は、システムオーバヘッドの増加や、業務の実行効率の低下を引き起こします。ペー

ジングの多発を防ぐ為には、優先度の低いドメインのプログラム多重度の調整を行ない、システム負荷が限界を超え

ないようにする必要があります。 
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3.3.5. 【主記憶】主記憶使用率(64bit) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：CS_USE_64_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM  

グラフタイトル  ：【主記憶】 主記憶使用率 (64bit) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、各主記憶フレームが使用した使用率を積み重ね、主記憶の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・主記憶使用率の変動状況を確認してください。 

・主記憶使用率が 100%付近で推移している場合、同時に UICやページングの状況も確認してください。 
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3.3.6. 【主記憶】 主記憶使用率 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：CS_USE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：【主記憶】 主記憶使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、各主記憶フレームが使用した使用率を積み重ね、主記憶の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・主記憶使用率の変動状況を確認してください。 

・主記憶使用率が 100%付近で推移している場合、同時に UICやページングの状況も確認してください。 
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3.3.7. 【主記憶】 主記憶使用率 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：CS_USE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：NEC 

グラフタイトル  ：【主記憶】 主記憶使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、各主記憶フレームが使用した使用率を積み重ね、主記憶の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・主記憶使用率の変動状況を確認してください。 

・主記憶使用率が 100%付近で推移している場合、同時にページングの状況も確認してください。 
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3.3.8. 主記憶使用率の推移[月次]  －等高線－ 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：CS_USE_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：主記憶使用率の推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、主記憶使用率の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対象期間にお

ける日付を表し、どの時間帯で主記憶使用率が高くなる傾向があるのかを月単位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・主記憶使用率が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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3.3.9. 【主記憶】 ページイン回数 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：PAGEIN_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【主記憶】 ページイン回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ページイン回数の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・ページイン回数 

外部記憶から主記憶へのページ転送回数を表します。 

 

【チェックポイント】 

・ページイン回数がどのように変動するかを確認してください。ページングの多発は業務の実行効率を悪化させる要因

になります。その為、同時に主記憶の稼働状況も確認してください 
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3.3.10. ページイン回数の推移 －等高線－ 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：PAGEIN_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：ページイン回数の推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ページイン回数の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に対象期間にお

ける日付を表し、どの時間帯でページイン回数が多くなる傾向があるのかを月単位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・ページイン回数が多くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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3.3.11. 【主記憶】 SWAP 要因解析 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：SWAP_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：【主記憶】SWAP要因解析 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、各スワップ要因を積み重ねスワップ発生回数の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

[IBM、富士通] 

・OUT-WAIT   端末出力待ちによるスワップ 

・IN-WAIT   端末入力待ちによるスワップ 

・LONG-WAIT   長期待機によるスワップ 

・SLOT-SHORT   補助記憶装置の不足によるスワップ 

・STOR-SHORT   実ページ可能記憶域の不足によるスワップ 

・DET-WAIT   待機の検出によるスワップ 

・REQ-WAIT   スワップの要求によるスワップ 
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・ENQ-EXC   交換の待ち行列化によるスワップ 

・EXCHAGE   推奨値の交換によるスワップ 

・UNILATERAL   一方向スワップ 

・NON SWAP   非スワップへの移行の為のスワップ 

[日立] 

・FRAME-SHORT 実記憶不足によるスワップ 

・FIXED-SHORT  実記憶上のほとんどのページ固定によるスワップ 

・JOB   ジョブをスワップインできるだけの余裕を実記憶に作るためのスワップ 

・EXCHANGE   サービス制御およびスループット制御によるスワップ 

・LOGICAL   デマンドスワッピング機能によるロジカルスワップ 

・PHYSICAL   ロジカルスワップ後のフィジカルスワップ 

・LONG-WAIT   長期待機によるスワップ 

・LONG-WAIT-L   長期待機後のロジカルスワップ 

・LONG-WAIT-P   長期待機後のフィジカルスワップ 

・DET-WAIT   待機の検出によるスワップ 

・DET-WAIT-L   待機検出後のロジカルスワップ 

・DET-WAIT-P   待機検出後のフィジカルスワップ 

・REQUEST   スワップの要求によるスワップ 

・UNILATERAL   一方向スワップ 

 

【留意点】 

・IBMシステムの z/OS V1R13 以降、このグラフは作成されないか、ゼロで報告されます。 

 

【チェックポイント】 

・以下のスワップ要因は、業務の実行効率に影響を及ぼすスワップです。以下のスワップが発生していないか確認して

ください。 

・SLOT-SHORT 

・STOR-SHORT 

・FRAME-SHORT 

・FIXED-SHORT 
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3.3.12. 【主記憶】 仮想記憶利用状況(SQA) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_SQA_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：【主記憶】 仮想記憶利用状況(SQA) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（SQA）の変動状況を示します。 
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【チェックポイント】 

SQA領域が不足すると、不足した分をCSA領域で補います。この為、SQA領域の使用率が 100%に達成していない

か確認してください。SQA領域の使用率が 100%の場合、同時に CSA領域の使用率が上がっていないかどうか確認

してください。 

 

フラグメンテーション率は、次式で求められます。 

 

・フラグメンテーション率 

割り当てられた領域の大きさ（ページ単位）と、実際に使用した領域の大きさ（バイト単位）との割合い。 
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3.3.13. 【主記憶】 仮想記憶利用状況(FSQA) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_FSQA_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通（XSP） 

グラフタイトル  ：【主記憶】 仮想記憶利用状況(FSQA) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（FSQA）の変動状況を示します。 
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【チェックポイント】 

FSQA領域が不足すると、不足した分をPSQA領域で補います。この為、FSQA領域の使用率が 100%に達成してい

ないか確認してください。FSQA領域の使用率が 100%の場合、同時にPSQA領域の使用率が上がっていないかどう

か確認してください。 

 

フラグメンテーション率は、次式で求められます。 

 

・フラグメンテーション率 

割り当てられた領域の大きさ（ページ単位）と、実際に使用した領域の大きさ（バイト単位）との割合い。 
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3.3.14. 【主記憶】 仮想記憶利用状況(CSA) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_CSA_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：【主記憶】 仮想記憶利用状況(CSA) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（CSA）の変動状況を示します。 
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【チェックポイント】 

SQA領域が不足すると、不足した分をCSA領域で補います。この為、SQA領域の使用率が 100%に達成していない

か確認してください。SQA領域の使用率が 100%の場合、同時に CSA領域の使用率が上がっていないかどうか確認

してください。 

 

フラグメンテーション率は、次式で求められます。 

 

・フラグメンテーション率 

割り当てられた領域の大きさ（ページ単位）と、実際に使用した領域の大きさ（バイト単位）との割合い。 
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3.3.15. 【主記憶】 仮想記憶利用状況(PSQA) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_ PSQA _時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通（XSP） 

グラフタイトル  ：【主記憶】 仮想記憶利用状況(PSQA) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（PSQA）の変動状況を示します。 
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【チェックポイント】 

FSQA領域が不足すると、不足した分をPSQA領域で補います。この為、FSQA領域の使用率が 100%に達成してい

ないか確認してください。FSQA領域の使用率が 100%の場合、同時にPSQA領域の使用率が上がっていないかどう

か確認してください。 

 

フラグメンテーション率は、次式で求められます。 

 

・フラグメンテーション率 

割り当てられた領域の大きさ（ページ単位）と、実際に使用した領域の大きさ（バイト単位）との割合い。 
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3.3.16. 【主記憶】 仮想記憶利用状況(ESQA) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_CSA_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：【主記憶】 仮想記憶利用状況(CSA) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（CSA）の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

ESQA 領域が不足すると、不足した分を ECSA 領域で補います。この為、ESQA 領域の使用率が 100%に達成して

いないか確認してください。ESQA 領域の使用率が 100%の場合、同時に ECSA 領域の使用率が上がっていないか

どうか確認してください。 
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3.3.17. 【主記憶】 仮想記憶利用状況(EFSQA) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_ EFSQA _時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通（XSP） 

グラフタイトル  ：【主記憶】 仮想記憶利用状況(EFSQA) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（EFSQA）の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

EFSQA領域が不足すると、不足した分を EPSQA領域で補います。この為、EFSQA領域の使用率が 100%に達成

していないか確認してください。EFSQA領域の使用率が 100%の場合、同時に EPSQA領域の使用率が上がってい

ないかどうか確認してください。 
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3.3.18. 【主記憶】 仮想記憶利用状況(ECSA) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_ECSA_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：【主記憶】 仮想記憶利用状況(ECSA) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（ECSA）の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

ESQA 領域が不足すると、不足した分を ECSA 領域で補います。この為、ESQA 領域の使用率が 100%に達成して

いないか確認してください。ESQA 領域の使用率が 100%の場合、同時に ECSA 領域の使用率が上がっていないか

どうか確認してください。 
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3.3.19. 【主記憶】 仮想記憶利用状況(EPSQA) 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_ EPSQA _時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通（XSP） 

グラフタイトル  ：【主記憶】 仮想記憶利用状況(EPSQA) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（EPSQA）の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

EFSQA領域が不足すると、不足した分を EPSQA領域で補います。この為、EFSQA領域の使用率が 100%に達成

していないか確認してください。EFSQA領域の使用率が 100%の場合、同時に EPSQA領域の使用率が上がってい

ないかどうか確認してください。 

 



ES/1 NEO MF Series 

－118－ 

 

3.3.20. 仮想記憶利用状況(ECSA を使用した ESQA 使用量) 

 

所属カテゴリー名 主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_ESQA_SPILL_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSP は除く)／日立 

グラフタイトル  ：仮想記憶利用状況(ECSAを使用した ESQA使用量) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（ECSAを使用した ESQA）の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

ESQA領域が不足すると、不足した分を ECSA領域で補います。 

ESQA 領域の使用率が 100%に達成している場合、本グラフで ESQA 領域が溢れる現象(ECSA を使用した ESQA

使用量がゼロ以上)が発生していないかご確認ください。 

 



Performance Navigator 出力結果解説書 

－119－ 

 

3.3.21.  主記憶負荷分析グラフ(MPL/UIC)64bit 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：MPL_UIC_TM_時系列種別_64.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：主記憶負荷分析グラフ(MPL/UIC)64bit[時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、MPL（プログラム多重度）を負荷指標とし、UICの変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・MPL（プログラム多重度） 

同時にスワップ・インしていた空間の数を表します。MPLはシステム負荷指標として使用されます。 

・UIC 

使用中の主記憶フレームの最大非参照時間。UICは主記憶の過負荷状態を示す指標になります。 
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・64 ビットモードで z/OS V1R7 以前の最大値は 2540 です。 

・64 ビットモードで z/OS V1R8 以降の最大値は 65535 です。 

・z/OS V1R7 以前の UIC 値が 4 桁のデータであってもグラフの最大値は 65535 となります。 

 

【チェックポイント】 

・MPL（プログラム多重度）が増加するにつれて、主記憶使用率、ページイン回数がどのように変動するかを確認してく

ださい。UIC は主記憶の過負荷状態を示す指標となる値です。通常、システム負荷の増加に伴い、主記憶使用率は

増加しますが、システムの限界を超えてシステム負荷が増加すると UIC の値が下がり、ページングが多発します。ペ

ージングの多発は業務の実行効率を悪化させる要因になります。その為、主記憶の稼働状況とともに、同時にページ

ング回数も確認してください。 
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3.3.22. メモリオブジェクト使用数の推移 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：MEMOBJ_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：メモリオブジェクト使用数の推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、メモリオブジェクト使用数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

種類毎の使用数の推移を確認してください。 
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3.3.23. 主記憶使用率[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：CS_USE_64_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【主記憶】 主記憶使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、各主記憶フレームが使用した使用率を積み重ねた主記憶とページイン回数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・主記憶使用率の変動状況を確認してください。 

・主記憶使用率が 100%付近で推移している場合、同時に UICやページングの状況も確認してください。 

 

【用語説明】 

・ページイン回数：外部記憶から主記憶へのページ転送回数を表します。 

 

【チェックポイント】 

・主記憶使用率とページイン回数がどのように変動するかを確認してください。 

ページングの多発は業務の実行効率を悪化させる要因になります。その為、同時に主記憶の稼働状況も確認してくださ

い。 
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3.3.24. 仮想記憶利用状況(使用率)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_USE_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【主記憶】仮想記憶利用状況(使用率) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、各仮想区域の使用率の変動状況を示します。
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3.3.25. 仮想記憶利用状況(割当率)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_ALC_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【主記憶】仮想記憶利用状況(割当率) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、各仮想区域の割当率の変動状況を示します。 
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3.3.26. 仮想記憶利用状況(割当率)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：VIR_SPILL_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【主記憶】CSA/ECSA を使用した SQA/ESQA使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想記憶（CSAを使用した SQA と ECSAを使用した ESQA）の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・SQA領域が不足すると、不足した分を CSA領域で補います。 

また、ESQA領域が不足すると、不足した分を ECSA領域で補います。 

・SQA 領域および ESQA 領域の使用率が 100%に達成している場合、本グラフで SQA 領域、ESQA 領域が溢れる

現象(CSA、ECSAを使用した ESQA使用量がゼロ以上)が発生していないかご確認ください。
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3.3.27. 主記憶使用率[PWS ミニグラフ] 

 

 

 

所属カテゴリー名 ：主記憶 

出力ファイル名 ：imageXXX.gif 

出力形式 ：GIF ファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、「Performance Web Service ミニグラフ一覧」で閲覧する為の専用グラフです。主記憶使用率をミニグラ

フで表現した GIF形式のファイルになります。 
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3.4. 拡張記憶 

3.4.1. 【拡張記憶】 拡張記憶使用率 

 

所属カテゴリー名 ：拡張記憶 

出力ファイル名 ：ES_USE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通（XSPは除く）／日立 

グラフタイトル  ：【拡張記憶】 拡張記憶使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、各拡張記憶フレームが使用した使用率を積み重ね、拡張記憶の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・拡張記憶使用率の変動状況を確認してください。 

・拡張記憶使用率が 100%付近で推移している場合、同時にマイグレーション・エイジやページムーブの状況も確認し

てください。 

 



ES/1 NEO MF Series 

－128－ 

 

3.4.2. 【拡張記憶】 ページムーブ回数 

 

所属カテゴリー名 ：拡張記憶 

出力ファイル名 ：PAGEMV_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通（XSPは除く）／日立 

グラフタイトル  ：【拡張記憶】 ページムーブ回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ページムーブ回数の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・ページムーブ回数 

主記憶と拡張記憶へのページ転送回数を表します。 

 

【チェックポイント】 

・ページムーブ回数がどのように変動するかを確認してください。ページムーブの多発は業務の実行効率を悪化させる 

要因になります。その為、拡張記憶の稼働状況も確認してください。 
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3.4.3. 【拡張記憶】 マイグレーション回数 

 

所属カテゴリー名 ：拡張記憶 

出力ファイル名 ：MIGRATE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通（XSPは除く）／日立 

グラフタイトル  ：【拡張記憶】 マイグレーション回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、マイグレーション回数の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・マイグレーション回数 

拡張記憶から外部記憶へのページ転送回数を表します。 

 

【チェックポイント】 

・マイグレーション回数がどのように変動するかを確認してください。 
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3.4.4. 拡張記憶使用率[PWS ミニグラフ]  

 

 

 

所属カテゴリー名 ：拡張記憶 

出力ファイル名 ：imageXXX.gif 

出力形式 ：GIF ファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通（XSP除く）／日立 

 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、「Performance Web Service ミニグラフ一覧」で閲覧する為の専用グラフです。拡張記憶使用率をミニ

グラフで表現した GIF形式のファイルになります。 
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3.5. 業務 

3.5.1. 【業務】業務プロセッサ使用率 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：WKG_CPU_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：【業務】業務プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、プロセッサ使用率の変動状況を内訳と共に示します。内訳は指定した業務グループ別に表示します。 

折れ線はプロセッサ使用率が最大であったインターバルの積み上げ折れ線です。 

業務グループはパフォーマンス・グループ番号やサービスクラス名を基に任意に定義することができます。 

 

【用語説明】 

・CPU使用率 

プロセッサ使用率の内訳を業務グループ毎に表します。 
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【チェックポイント】 

・CPU使用率（内訳）の変動状況を確認してください。 

 

重要業務を実行しているパフォーマンス・グループ／サービスクラスでトランザクション応答時間が遅延、あるいはパフ

ォーマンスインデックスやベロシティの値が低下した場合、次の事を確認してください。 

・当該パフォーマンス・グループ／サービスクラスが CPUを十分使用できているか 

・他のパフォーマンス・グループ／サービスクラスの CPU使用率が増加していないか 

・以上の変動傾向がレスポンス時間やパフォーマンスインデックス、ベロシティの変動傾向と相関していないか 

相関している場合はプロセッサが過負荷状態となっていないかを確認するため、プロセッサの使用状況、および他業

務の業務量も合わせて確認してください。 
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3.5.2. 【業務】業務ストレージ使用率 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：WKG_STG_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：【業務】業務ストレージ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ストレージ使用率の変動状況を内訳と共に示します。内訳は指定した業務グループ別に表示します。 

折れ線はストレージ使用率が最大であったインターバルの積み上げ折れ線です。 

業務グループはパフォーマンス・グループ番号やサービスクラス名を基に任意に定義することができます。 

 

【用語説明】 

・ストレージ使用率 

ストレージ使用率の内訳を業務グループ毎に表します。 
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【チェックポイント】 

・ストレージ使用率（内訳）の変動状況を確認してください。 

 

重要業務を実行しているパフォーマンス・グループ／サービスクラスでトランザクション応答時間が遅延、あるいはパフ

ォーマンスインデックスやベロシティの値が低下した場合、次の事を確認してください。 

・当該パフォーマンス・グループ／サービスクラスがストレージを十分使用できているか 

・他のパフォーマンス・グループ／サービスクラスのストレージ使用率が増加していないか 

・以上の変動傾向がレスポンス時間やパフォーマンスインデックス、ベロシティの変動傾向と相関していないか 

相関している場合はストレージが過負荷状態となっていないかを確認するため、プロセッサの使用状況、および他業

務の業務量も合わせて確認してください。 
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3.5.3. パフォーマンスインデックス 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：PI_時系列種別_サービスクラス名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM（ゴールモード） 

グラフタイトル  ：パフォーマンスインデックス 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したサービスクラスのパフォーマンス目標達成状況を示します。 

 

【用語説明】 

・Performance Index 

サービスクラスに設定されているパフォーマンス目標の達成度を表します。 
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【チェックポイント】 

重要業務を実行しているサービスクラスについて、次の事を確認してください。 

・Performance Index値が低下していない事 

Performance Index 値が低下している場合は原因を調査してください。トランザクション件数の変動と相関がある場

合は説明がつきますが、ピーク時の業務量を十分なレスポンスで処理できるよう対応が必要です。相関がない場合は

サービスクラス毎のプロセッサ／ストレージ使用率およびページイン回数の変動傾向を確認して、Performance 

Index 値の変動傾向と相関がある指標を確定します。次に、その指標が関係するシステム資源が過負荷状態となっ

ていないかを確認するため、プロセッサや主記憶の使用状況、および他業務の業務量も合わせて確認してください。 

・Performance Index値の変動傾向 
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3.5.4. ベロシティ 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：VL_時系列種別_サービスクラス名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM（ゴールモード） 

グラフタイトル  ：ベロシティ 

  

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したサービスクラスの実行効率変動状況を示します。パフォーマンス目標としてベロシティ値を設定

しているサービスクラスを指定してください。 

 

【用語説明】 

・ベロシティ 

業務の実行効率を表します。プロセッサや入出力サブシステムを使用して業務を実行できた時間的割合を示します。 
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【チェックポイント】 

重要業務を実行しているサービスクラスについて、ベロシティ値の変動傾向を確認してください。ベロシティが低下して

いる際は、「ベロシティとサンプル数」グラフより、低下要因を確認してください。 
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3.5.5. ベロシティ値とサンプル数 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：VELO_SAMPLE_サービスクラス名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM（ゴールモード） 

グラフタイトル  ：ベロシティ値とサンプル数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したサービスクラスの実行効率変動状況を示します。サービス目標としてベロシティ値を設定してい

るサービスクラスを指定してください。 

 

【用語説明】 

・ベロシティ 

業務の実行効率を表します。プロセッサや入出力サブシステムを使用して業務を実行できた時間的割合を示します。 

実行効率=実行時間/(実行時間+待ち時間)*100で算出されます。 
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【チェックポイント】 

重要業務のベロシティ値が目標値より低下していないかを確認してください。低下している際は、サンプル情報より低

下要因を確認してください。また、目標値が適切であるかも確認してください。 

WLM(ワークロード・マネージャー)はサービスクラス毎に設定された「サービス目標」と「重要度」を元に、どの業務にど

れだけ資源を使用させるかを判断し、「サービス目標」が達成されていない業務に資源を配分します。「サービス目標」

が達成されていない業務が複数あった場合は「重要度」の高い業務から配分します。目標値を超えて推移していても、

目標値が低すぎる場合は必要とする資源が配分されていない可能性がありますので、適切なサービス目標が設定され

ていることが重要です。 
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3.5.6. 【業務】 AIM トランザクション応答時間（グループ名） 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：AIM_RESP_グループ名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：【業務】 AIM トランザクション応答時間（グループ名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した AIM トランザクションのレスポンス状況を示します。AIM トランザクションは次のいずれかの単

位で指定（グルーピング）することができます。 

① AIM全体 

② プロシージャ名単位 

③ MQN名単位 

④ SMQN名単位 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

処理したトランザクションの応答時間とその内訳を表します。 

 

・トランザクション件数（単位時間当り） 
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処理したトランザクション件数を単位時間当りで表します。単位時間当りの業務量を示します。 

 

【チェックポイント】 

重要なトランザクションについて、次の事を確認してください。 

・レスポンス時間が遅延していない事 

レスポンス時間が遅延している場合は原因を調査してください。トランザクション件数の変動と相関がある場合は説明

がつきますが、ピーク時の負荷（業務量）を十分なレスポンスで処理できるよう対応が必要です。相関がない場合はタ

スクビジー率やログファイル書き込み処理経過時間、データベース排他制御待ち発生状況を確認してください。これ

らに異常がない場合はシステム資源が過負荷状態となっている可能性もありますので、プロセッサや主記憶の使用状

況、および他業務の業務量を確認してください。 

・レスポンス時間の変動傾向とピーク 

・トランザクション件数の変動傾向とピーク 
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3.5.7. 【業務】 AIM タスクビジー率グラフ 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：AIMTASK_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：【業務】 AIM タスクビジー率グラフ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、タスクビジー率変動状況をグループ別に示します。AIM トランザクションは次のいずれかの単位でグル

ーピングすることができます。 

① AIM全体 

② プロシージャ名単位 

③ MQN名単位 

④ SMQN名単位 

 

【用語説明】 

・タスクビジー率 

MQN内のタスクが使用中であった割合（タスク稼働率）を表します。値が高いと処理待ち時間が増加します。 
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【チェックポイント】 

・タスクビジー率の変動傾向とピークを確認してください。最大値は 60%以内になることが望ましいとされています。 

・100%になるのはメッセージ処理がインターバルを跨ぐ場合と、インターバル内に応用プログラムを終了した、あるいは

異常終了等が発生した場合です。 
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3.5.8. 【業務】 AIM ログファイル書き込み処理経過時間グラフ 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：AIMLOG_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：【業務】 AIM ログファイル書き込み処理経過時間グラフ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、AIM ログファイルの書き込み処理経過時間変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・書き込み経過時間 

ログファイルへの書き込み処理経過時間をログファイルの種類毎に表します。 

 

【チェックポイント】 

・書き込み処理時間が長くなっていないか確認してください。長くなっている場合はいずれかの AIM トランザクションの

応答時間が延びています。 

・書き込み処理時間の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.5.9. 【業務】 AIM データベース排他制御グラフ 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：AIMDB_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：【業務】 AIMデータベース排他制御グラフ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、AIMデータベースの排他制御状況を示します。AIM トランザクションの応答時間を遅延させる 2つの現

象について、その発生状況を示します。 

 

【用語説明】 

・排他待ち回数 

トランザクション処理に必要なデータベースレコードの排他制御によって順番待ちが発生した回数を表します。 

・デッドロック回数 

トランザクション処理に必要なデータベースレコードを巡って異なる応用プログラムが相互に排他待ちとなった状態の

発生回数を表します。応用プログラムの中に、データベース更新時にアクセスするレコード順序の規定を守っていな

いものがある場合に発生します。 
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【チェックポイント】 

・デッドロックが発生していない事を確認してください。発生している場合はいずれかの AIM トランザクションの応答時

間が延びています。 

・排他待ちが多発していない事を確認してください。発生している場合はいずれかの AIM トランザクションの応答時間

が延びています。 
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3.5.10. 【業務】 AIM トランザクショングラフ 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：AIMTRX_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：【業務】 AIM トランザクショングラフ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、単位時間当りの AIM 業務量をグループ別に示します。AIM トランザクションは次のいずれかの単位で

グルーピングすることができます。 

① AIM全体 

② プロシージャ名単位 

③ MQN名単位 

④ SMQN名単位 

 

【用語説明】 

・トランザクション数（単位時間当り） 

処理したトランザクション件数を単位時間当りで表します。単位時間当りの業務量を示します。 
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【チェックポイント】 

・トランザクション数の変動傾向とピークをトランザクション種別（グループ）毎に確認してください。特に重要なトランザク

ション種別（グループ）に注目してください。 
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3.5.11. 【業務】 AIM トランザクショングラフ（合計） 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：AIMTRXSUM_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通 

グラフタイトル  ：【業務】 AIM トランザクショングラフ（合計） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、AIMで処理した業務量とその内訳を示します。内訳を表示させるために、AIM トランザクションを次のい

ずれかの単位でグルーピングすることができます。 

① AIM全体 

② プロシージャ名単位 

③ MQN名単位 

④ SMQN名単位 

 

【用語説明】 

・トランザクション数 

処理したトランザクション件数の合計を表します。業務量を示します。 
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【チェックポイント】 

・総トランザクション数の変動傾向とピークを確認してください。 

・トランザクション種別（グループ）間のバランスの変動傾向を確認してください。 
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3.5.12. 【業務】 VIS トランザクション応答時間（グループ名） 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：VIS_RESP_TASK01_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：NEC 

グラフタイトル  ：【業務】 VIS トランザクション応答時間（グループ名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した VIS トランザクションのレスポンス状況を示します。VIS トランザクションは次のいずれかの単位

で指定（グルーピング）することができます。 

① オカレンス名単位 

② MPJ 名単位 

③ タスク名単位 

④  

【用語説明】 

・レスポンス時間 

処理したトランザクションの応答時間とその内訳を表します。 

・トランザクション数（単位時間当り） 

処理したトランザクション件数を単位時間当りで表します。単位時間当りの業務量を示します。 
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【チェックポイント】 

重要なトランザクションについて、次の事を確認してください。 

・レスポンス時間が遅延していない事 

レスポンス時間が遅延している場合は原因を調査してください。トランザクション件数の変動と相関がある場合は説明

がつきますが、ピーク時の負荷（業務量）を十分なレスポンスで処理できるよう対応が必要です。相関がない場合はタ

スクビジー率やログファイル書き込み処理経過時間、データベース排他制御待ち発生状況を確認してください。これ

らに異常がない場合はシステム資源が過負荷状態となっている可能性もありますので、プロセッサや主記憶の使用状

況、および他業務の業務量を確認してください。 

・レスポンス時間の変動傾向とピーク 

・トランザクション件数の変動傾向とピーク 
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3.5.13. 【業務】 VIS アプリケーション応答時間（グループ名） 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：VISAP_グループ名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：NEC 

グラフタイトル  ：【業務】 VISアプリケーション応答時間（グループ名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した VIS アプリケーションのレスポンス状況を示します。VIS アプリケーションはアプリケーション名

で指定（グルーピング）することができます。 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

処理したトランザクションの応答時間とその内訳を表します。 

・トランザクション数（単位時間当り） 

処理したトランザクション件数を単位時間当りで表します。単位時間当りの業務量を示します。 
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【チェックポイント】 

重要なトランザクションを処理するアプリケーションについて、次の事を確認してください。 

・レスポンス時間が遅延していない事 

レスポンス時間が遅延している場合は原因を調査してください。トランザクション件数の変動と相関がある場合は説明

がつきますが、ピーク時の負荷（業務量）を十分なレスポンスで処理できるよう対応が必要です。相関がない場合はタ

スクビジー率やログファイル書き込み処理経過時間、データベース排他制御待ち発生状況を確認してください。これ

らに異常がない場合はシステム資源が過負荷状態となっている可能性もありますので、プロセッサや主記憶の使用状

況、および他業務の業務量を確認してください。 

・レスポンス時間の変動傾向とピーク 

・トランザクション件数の変動傾向とピーク 
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3.5.14. 【業務】 VIS タスクビジー率グラフ 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：VISTASK_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：NEC 

グラフタイトル  ：【業務】 VIS タスクビジー率グラフ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、タスクビジー率変動状況をグループ別に示します。VISトランザクションは次のいずれかの単位でグルー

ピングすることができます。 

① オカレンス名単位 

② MPJ 名単位 

③ タスク名単位 

 

【用語説明】 

・タスクビジー率 

トランザクションを処理する際にアプリケーションプログラムの実行単位となるタスクの稼働率を表します。値が高いと

処理待ち時間が増加します。 
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【チェックポイント】 

・タスクビジー率の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.5.15. 【業務】 VIS トランザクショングラフ 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：VISTRX_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：NEC 

グラフタイトル  ：【業務】 VIS トランザクショングラフ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、単位時間当りの VIS 業務量をグループ別に示します。VIS トランザクションは次のいずれかの単位でグ

ルーピングすることができます。 

① オカレンス名単位 

② MPJ 名単位 

③ タスク名単位 

 

【用語説明】 

・トランザクション数（単位時間当り） 

処理したトランザクション件数を単位時間当りで表します。単位時間当りの業務量を示します。 
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【チェックポイント】 

・トランザクション数の変動傾向とピークをグループ毎に確認してください。 

・トランザクション種別（グループ）間のバランスの変動傾向を確認してください。 
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3.5.16. 【業務】 VIS トランザクショングラフ（合計） 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：VISTRXSUM_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：NEC 

グラフタイトル  ：【業務】 VIS トランザクショングラフ（合計） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、VIS で処理した業務量とその内訳を示します。内訳を表示させるために、VIS トランザクションを次のい

ずれかの単位でグルーピングすることができます。 

① オカレンス名単位 

② MPJ 名単位 

③ タスク名単位 

 

【用語説明】 

・トランザクション数 

終了したトランザクション件数の合計を表します。業務量を示します。 
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【チェックポイント】 

・総トランザクション数の変動傾向とピークを確認してください。 

・トランザクション種別（グループ）間のバランスの変動傾向を確認してください。 
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3.5.17. 【業務】 XDM トランザクション応答時間(グループ名) 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：XDM_RESP_グループ名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル  ：【業務】 XDM トランザクション応答時間（グループ名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したXDM トランザクションのレスポンス状況を示します。XDM トランザクションは次のいずれかの単

位で指定（グルーピング）することができます。 

① トランザクション名単位 

② パーティション名単位 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

処理したトランザクションの応答時間とその内訳を表します。 

・トランザクション数（単位時間当り） 

処理したトランザクション件数を単位時間当りで表します。単位時間当りの業務量を示します。 
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【チェックポイント】 

重要なトランザクションについて、次の事を確認してください。 

・レスポンス時間が遅延していない事 

レスポンス時間が遅延している場合は原因を調査してください。トランザクション件数の変動と相関がある場合は説明

がつきますが、ピーク時の負荷（業務量）を十分なレスポンスで処理できるよう対応が必要です。相関がない場合はタ

スクビジー率やログファイル書き込み処理経過時間、データベース排他制御待ち発生状況を確認してください。これ

らに異常がない場合はシステム資源が過負荷状態となっている可能性もありますので、プロセッサや主記憶の使用状

況、および他業務の業務量を確認してください。 

・レスポンス時間の変動傾向とピーク 

・トランザクション件数の変動傾向とピーク 
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3.5.18. 【業務】 XDM トランザクショングラフ 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：XDMTRX_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル  ：【業務】 XDM トランザクショングラフ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、単位時間当りのXDM業務量をグループ別に示します。XDMトランザクションは次のいずれかの単位で

グルーピングすることができます。 

① トランザクション名単位 

② パーティション名単位 

 

【用語説明】 

・トランザクション数（単位時間当り） 

処理したトランザクション件数を単位時間当りで表します。単位時間当りの業務量を示します。 

 

【チェックポイント】 

トランザクション数の変動傾向とピークをトランザクション種別（グループ）毎に確認してください。特に重要なトランザク

ション種別（グループ）に注目してください。 
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3.5.19. 【業務】 XDM トランザクショングラフ（合計） 
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【業務】 XDM トランザクショングラフ(合計)(ATRAN1AV)

ATRAN1AV合計ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ数

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：XDMTRXSUM_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル  ：【業務】 XDM トランザクショングラフ（合計） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、XDM で処理した業務量とその内訳を示します。内訳を表示させるために、XDM トランザクションを次の

いずれかの単位でグルーピングすることができます。 

① トランザクション名単位 

② パーティション名単位 

 

【用語説明】 

・トランザクション数 

処理したトランザクション件数の合計を表します。業務量を示します。 

 

【チェックポイント】 

・総トランザクション数の変動傾向とピークを確認してください。 

・トランザクション種別（グループ）間のバランスの変動傾向を確認してください。 
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3.5.20. 業務プロセッサ使用量 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：WKG_CPU_MIPS_MIPS値_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／日立 

グラフタイトル  ：【業務】 業務プロセッサ使用量(MIPS値) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、プロセッサ使用量の変動状況を内訳と共に示します。内訳は指定した業務グループ別に表示します。業

務グループはパフォーマンス・グループ番号やサービスクラス名を基に任意に定義することができます。 

 

【用語説明】 

・MIPS（Million Instructions Per Second） 

プロセッサの性能指標。1秒間に何百万個の命令が実行できるかを表します。 

 

【チェックポイント】 

プロセッサ使用量がどのように変動するかを確認してください。 
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3.5.21. 業務プログラム多重度 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：WKL_MPL_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM（ゴールモード） 

グラフタイトル  ：業務プログラム多重度 

  

【グラフ概要】 

このグラフは、プログラム多重度の変動状況を内訳と共に示します。内訳は指定したサービスクラス別に表示します。 

 

【用語説明】 

・MPL（プログラム多重度） 

同時にスワップ・インしていた空間の数を表します。MPLはシステム負荷指標として使用されます。 

 

【チェックポイント】 

プログラム多重度の内訳を確認してください。プログラム多重度が急激に増加している場合、プロセッサや主記憶の使

用率に影響を及ぼしている可能性がありますので、プロセッサや主記憶の使用状況も合わせて確認してください。 
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3.5.22. 業務プログラム多重度 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：WKG_MPL_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通／日立 

グラフタイトル  ：業務プログラム多重度 

  

【グラフ概要】 

このグラフは、プログラム多重度の変動状況を内訳と共に示します。内訳は指定した業務グループ別に表示します。業

務グループはパフォーマンス・グループ番号を基に任意に定義することができます。 

 

【用語説明】 

・MPL（プログラム多重度） 

同時にスワップ・インしていた空間の数を表します。MPLはシステム負荷指標として使用されます。 

 

【チェックポイント】 

プログラム多重度の内訳を確認してください。プログラム多重度が急激に増加している場合、プロセッサや主記憶の使

用率に影響を及ぼしている可能性がありますので、プロセッサや主記憶の使用状況も合わせて確認してください。 
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3.5.23. 業務トランザクション応答時間 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：WKL_RESP_業務名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：業務トランザクション応答時間（業務名） 

  

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したサービスクラス名やパフォーマンス・グループ番号のレスポンス状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

サービスクラス名やパフォーマンス・グループ番号毎に、トランザクション件数及び応答時間の変動傾向とピークを確認

してください。 
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3.5.24. 業務トランザクション応答時間分布 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：WKL_RESP_DIST_サービスクラス名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM（ゴールモード） 

グラフタイトル  ：業務トランザクション応答時間分布(サービスクラス名) 

  

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したサービスクラス名レスポンス分布状況を示します。 

例えば、サービス目標値が平均レスポンス時間 1秒であった場合、「100％<」は 0.9秒＜平均レスポンス時間≦1秒で

あった合計トランザクション件数を表しています。 
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【用語説明】 

50%<    目標値≦50% 

60%<    50%＜目標値≦60% 

70%<    60%＜目標値≦70% 

80%<    70%＜目標値≦80% 

90%<    80%＜目標値≦90% 

100%<   90%＜目標値≦100% 

110%<   100%＜目標値≦110% 

120%<   110%＜目標値≦120% 

130%<   120%＜目標値≦130% 

140%<   130%＜目標値≦140% 

150%<   140%＜目標値≦150% 

200%<   150%＜目標値≦200% 

400%<   200%＜目標値≦400% 

OVER   400%＜目標値 

 

【チェックポイント】 

サービスクラス毎のトランザクション件数及び応答時間の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.5.25. ジョブグループ毎の CPU 使用率 
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詳細

SITE － SYSTEM

2015/10/31 SAT 00:00 － 2015/10/31 SAT 23:30

ジョブグループ毎のCPU使用率

JOBGRP1 JOBGRP2 JOBGRP3 JOBGRP4 JOBGRP5 JOBGRP6 JOBGRP7 JOBGRP8 JOBGRP9 JOBGRP10 _OTHER_

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOBGRP_CPU_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：ジョブグループ毎の CPU使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ジョブグループ毎のプロセッサ使用率の変動状況を示します。ジョブが稼働している時間でCPU時間を

按分して算出しているため参考値となります。 

 

【チェックポイント】 

ジョブグループ毎の CPU使用の変動状況をご確認ください。 
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3.5.26. ジョブグループ毎の EXCP 回数 
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詳細

SITE － SYSTEM

2015/10/31 SAT 00:00 － 2015/10/31 SAT 23:30

ジョブグループ毎のEXCP回数

IIMJOB1 IIMJOB2 IIMJOB3 IIMJOB4 IIMJOB5 IIMJOB6 IIMJOB7 IIMJOB8 IIMJOB9 IIMJOB10 _OTHER_

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOBGRP_EXCP_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：ジョブグループ毎の EXCP回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ジョブグループ毎の EXCP 回数の変動状況を示します。ジョブが稼働している時間で EXCP 回数を按

分して算出しているため参考値となります。 

 

【チェックポイント】 

ジョブグループ毎の EXCP回数の変動状況をご確認ください。 
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3.5.27. ジョブグループ毎の合計ジョブ件数 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOBGRP_JOBS_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：ジョブグループ毎の合計ジョブ件数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ジョブグループ毎の合計ジョブ件数を示します。 

 

【チェックポイント】 

ジョブグループ毎のジョブ件数の変動状況をご確認ください。 
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3.5.28. ジョブグループ毎の合計 CPU 時間 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOBGRP_CPUTIME_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立／NEC 

グラフタイトル  ：ジョブグループ毎の合計 CPU時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ジョブグループ毎の合計 CPU時間を示します。 

 

【チェックポイント】 

ジョブグループ毎の CPU使用時間の変動状況をご確認ください。 
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3.5.29. ジョブグループ毎の合計 EXCP 回数 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOBGRP_TOTALEXCP_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：ジョブグループ毎の合計 EXCP回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ジョブグループ毎の合計 EXCP回数を示します。 

 

【チェックポイント】 

ジョブグループ毎の EXCP回数の変動状況をご確認ください。 
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3.5.30. 特定ジョブグループの処理時間内訳 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：JOBGRP_BREAKDOWN_ジョブグループ名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル ：特定ジョブグループの処理時間内訳_ジョブグループ名 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ジョブグループの合計処理時間の内訳を積み上げ棒グラフで、合計 EXCP 回数を折れ線で示します。

ただしイニシエータ待ち時間は除外しています。また入力とするフラットファイルは、%PNJOBOPT マクロで

ELAPSDTL=YESを指定して作成されている必要があります。 

 

【チェックポイント】 

ジョブグループの処理時間とその内訳を確認してください。 
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3.5.31. 特定ジョブの開始時刻推移 
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STARTIME

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOB_STARTIME_ジョブ名_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：特定ジョブの開始時間推移(ジョブ名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したジョブの開始時刻を日毎に示します。 

 

【チェックポイント】 

特定ジョブにおける開始時刻の変動状況をご確認ください。 
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3.5.32. 特定ジョブの終了時刻推移 
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所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOB_ENDTIME_ジョブ名_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：特定ジョブの終了時間推移(ジョブ名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したジョブの終了時刻を日毎に示します。 

 

【チェックポイント】 

特定ジョブにおける終了時刻の変動状況をご確認ください。 
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3.5.33. ジョブグループ スケジュールマップ 
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所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOBGRP_MAP_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：ジョブグループ スケジュールマップ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ジョブグループ毎の稼働実績時間をスケジュールマップで示します。X 軸は時間、Y 軸はジョブグルー

プ名を表し、どの時間帯でどのジョブグループが稼働しているかを把握することができます。解析対象期間は 1 日とし

てください。ジョブグループの開始日時／終了日時のみで判断しているため、実際の稼働実績時間のみを表示するこ

とはできません。 

 

【チェックポイント】 

ジョブグループの稼働時間帯を確認してください。 

 

【注意】 

「Microsoft Office エンジンの使用を最小限にする」を選択している場合においても、Excel マクロを使用してグラフを

作成します。作成したグラフをWord報告書に張り付ける際にグラフの配色が異なることがあります。 
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遅延時間、スワップアウト時間、その他の時間はステップレコードから算出しています。その為、全てのステップレコードが揃っ

ていないジョブがあった場合、欠けているステップの遅延時間、スワップアウト時間、その他の時間は「UNKNOW」に集約されます。 

3.5.34. ジョブスケジュールマップ(処理時間内訳) 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：JOB_BREAKDOWN_MAP_ジョブクラス名_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSP は除く)／日立 

グラフタイトル ：ジョブスケジュールマップ(処理時間内訳)_ジョブクラス名 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定ジョブクラスの稼働実績時間の内訳を、開始日時順でスケジュールマップで示します。解析対象期

間は 1日としてください。また入力とするフラットファイルは、%PNJOBOPTマクロでELAPSDTL=YESを指定して作

成されている必要があります。  

 

 

 

【チェックポイント】 

ジョブの稼働時間帯を確認してください。またイニシエータ待ちによって業務に影響を与えるジョブがないか確認してく

ださい。 

 

【注意】 

「Microsoft Office エンジンの使用を最小限にする」を選択している場合においても、Excel マクロを使用してグラフを

作成します。作成したグラフをWord報告書に張り付ける際にグラフの配色が異なることがあります。 



ES/1 NEO MF Series 

－182－ 

 

3.5.35. ジョブ スケジュールマップ 
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所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOB_MAP_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：ジョブ スケジュールマップ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ジョブ毎の稼働実績時間をスケジュールマップで示します。X 軸は時間、Y 軸はジョブ名を表し、どの時

間帯でどのジョブが稼働しているかを把握することができます。解析対象期間は 1日としてください。 

 

【チェックポイント】 

ジョブの稼働時間帯を確認してください。 

 

【注意】 

「Microsoft Office エンジンの使用を最小限にする」を選択している場合においても、Excel マクロを使用してグラフを

作成します。作成したグラフをWord報告書に張り付ける際にグラフの配色が異なることがあります。 
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3.5.36. ジョブ イニシエータ待ち時間マップ 
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IIMJOB6

IIMJOB2

詳細

SITE － SYSTEM

2015/10/22 THU 00:00 － 2015/10/22 THU 00:00

ジ
ョ
ブ
名

ジョブイニシエータ待ち時間マップ

イニシエータ待ち時間

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOB_INITWAIT_MAP_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：ジョブ イニシエータ待ち時間マップ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ジョブ毎のイニシエータ待ち時間をスケジュールマップで示します。X軸は時間、Y軸はジョブ名を表し、

どの時間帯でどのジョブが稼働しているかを把握することができます。解析対象期間は 1日としてください。 

 

【チェックポイント】 

イニシエータ待ちの発生状況を確認してください。 

 

【注意】 

「Microsoft Office エンジンの使用を最小限にする」を選択している場合においても、Excel マクロを使用してグラフを

作成します。作成したグラフをWord報告書に張り付ける際にグラフの配色が異なることがあります。 
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3.5.37. ジョブ イニシエータ待ち時間分布（ジョブクラス） 
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ジ
ョ
ブ
数

月次

SITE － SYSTEM

2015/10/1 THU 00:00 － 2015/10/31 SAT 00:00

ジョブイニシエータ待ち時間分布(ジョブクラス：A)

5分未満 10分未満 20分未満 30分未満 40分未満 50分未満 60分以上

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOB_INITWAIT_JOBCLASS ジョブクラス_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：ジョブ イニシエータ待ち時間分布(ジョブクラス) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したジョブクラスのイニシエータ待ち時間分布状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

イニシエータ待ちの発生状況を確認してください。 
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3.5.38. プログラム毎の合計 CPU 時間（CP 時間順）TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：PROGRAM_TOTAL_CPU_TOP30_CLASS(ジョブクラス).xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：プログラム毎の合計 CPU時間（CP時間順）TOP30 [ジョブクラス：ジョブクラス名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフはプログラム毎の合計 CPU時間 TOP30を実行回数と共に示します。 

 

【用語説明】 

・プログラム名 

 ジョブステップとして実行したプログラム名 

・CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・IIP時間（IBMシステムのみ） 

プログラムが使用した IIP時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数 
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【チェックポイント】 

プログラム毎の合計 CPU使用時間をご確認ください。 
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3.5.39. プログラム毎の合計 ELAPSE 時間（ELAPSE 時間順）TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：PROGRAM_TOTAL_ELAPSE_TOP30_CLASS (ジョブクラス).xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：プログラム毎の合計 ELAPSE時間（ELAPSE時間順）TOP30 [ジョブクラス：ジョブクラス名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフはプログラム毎の合計 ELAPSE時間 TOP30 を対象に、ELAPSE 時間内訳を積み上げ棒グラフで、実行

回数を折れ線で示します。 

入力とするフラットファイルは、%PNJOBOPT マクロで ELAPSDTL=YES を指定して作成されている必要がありま

す。 

 

【用語説明】 

・プログラム名 

 ジョブステップとして実行したプログラム名 

・CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・その他 
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 常駐時間での CPU時間以外の時間 

・遅延時間 

 ENQ待ち時間とアロケーション待ち時間の合計 

・スワップアウト 

 スワップアウト時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数を表します。 

 

【チェックポイント】 

プログラム毎の合計 ELAPSE時間と時間内訳をご確認ください。 
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3.5.40. プログラム毎の平均 CPU 時間（実行回数順）TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：PROGRAM_AVG_CPU_TOP30_CLASS (ジョブクラス).xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：プログラム毎の平均 CPU時間（実行回数順）TOP30 [ジョブクラス：ジョブクラス名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフはプログラム毎の実行回数 TOP30の平均 CPU時間を示します。 

 

【用語説明】 

・プログラム名 

 ジョブステップとして実行したプログラム名 

・CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・IIP時間（IBMシステムのみ） 

 プログラムが使用した IIP時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数 

 

【チェックポイント】 
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プログラム毎の平均 CPU使用時間をご確認ください。 
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3.5.41. プログラム毎の平均 ELAPSE 時間（ELAPSE 時間順）TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：PROGRAM_AVG_ELAPSE_TOP30_CLASS (ジョブクラス).xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：プログラム毎の平均 ELAPSE時間（ELAPSE時間順）TOP30 [ジョブクラス：ジョブクラス名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフはプログラム名毎の平均 ELAPSE時間 TOP30 を対象に、ELAPSE時間内訳を積み上げ棒グラフで、実

行回数を折れ線で示します。 

入力とするフラットファイルは、%PNJOBOPT マクロで ELAPSDTL=YES を指定して作成されている必要がありま

す。 

 

【用語説明】 

・プログラム名 

 ジョブステップとして実行したプログラム名 

・CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・その他 

 常駐時間での CPU時間以外の時間 

・遅延時間 
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 ENQ待ち時間とアロケーション待ち時間の合計 

・スワップアウト 

 スワップアウト時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数を表します。 

 

【チェックポイント】 

プログラム毎の平均 ELAPSE時間と時間内訳をご確認ください。 
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3.5.42. ステップ名毎の合計 CPU 時間（CP 時間順）TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：STEPNAME_ TOTAL_CPU_TOP30_CLASS (ジョブクラス).xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：ステップ名毎の合計 CPU時間（CP時間順）TOP30 [ジョブクラス：ジョブクラス名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフはステップ名毎の合計 CPU時間 TOP30を実行回数と共に示します。 

カタログ式プロシージャなどの逆方向参照での実行では、プログラム名では処理内容が判別できないことがあります。 

ステップ名にて処理内容が判別できる際にご利用ください。 

 

【用語説明】 

・ステップ名 

 ジョブステップとして実行したステップ名 

・CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・IIP時間（IBMシステムのみ） 

 プログラムが使用した IIP時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数 



ES/1 NEO MF Series 

－194－ 

 

【チェックポイント】 

ステップ名毎の合計 CPU使用時間をご確認ください。 
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3.5.43. ステップ名毎の平均 CPU 時間（実行回数順）TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：STEPNAME_AVG_CPU_TOP30_CLASS (ジョブクラス).xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：ステップ名毎の平均 CPU時間（実行回数順）TOP30 [ジョブクラス：ジョブクラス名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフはステップ名毎の実行回数 TOP30の平均 CPU時間を示します。 

カタログ式プロシージャなどの逆方向参照での実行で、プログラム名では処理内容が判別できないことがあります。 

ステップ名にて処理内容が判別できる際にご利用ください。 

 

【用語説明】 

・ステップ名 

 ジョブステップとして実行したステップ名 

・CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・IIP時間（IBMシステムのみ） 

 プログラムが使用した IIP時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数 
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【チェックポイント】 

ステップ名毎の平均 CPU使用時間をご確認ください。 
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3.5.44. ステップ名毎の合計 ELAPSE 時間（ELAPSE 時間順）TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：STEPNAME_ TOTAL_ELAPSE_TOP30_CLASS (ジョブクラス).xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：ステップ名毎の合計 ELAPSE時間（ELAPSE時間順）TOP30 [ジョブクラス：ジョブクラス名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフはステップ名毎の合計 ELAPSE時間 TOP30を実行回数と共に示します。 

カタログ式プロシージャなどの逆方向参照での実行で、プログラム名では処理内容が判別できないことがあります。 

ステップ名にて処理内容が判別できる際にご利用ください。 

入力とするフラットファイルは、%PNJOBOPT マクロで ELAPSDTL=YES を指定して作成されている必要がありま

す。 

 

【用語説明】 

・ステップ名 

 ジョブステップとして実行したステップ名 

・CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・その他 

 常駐時間での CPU時間以外の時間 
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・遅延時間 

 ENQ待ち時間とアロケーション待ち時間の合計 

・スワップアウト 

 スワップアウト時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数を表します。 

 

【チェックポイント】 

ステップ名毎の合計 ELAPSE時間と時間内訳をご確認ください。 
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3.5.45. ステップ名毎の平均 ELAPSE 時間（ELAPSE 時間順）TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：STEPNAME_AVG_ELAPSE_TOP30_CLASS (ジョブクラス).xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：ステップ名毎の平均 ELAPSE時間（ELAPSE時間順）TOP30 [ジョブクラス：ジョブクラス名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフはステップ名毎の実行回数 TOP30の平均 ELAPSE時間を示します。 

カタログ式プロシージャなどの逆方向参照での実行で、プログラム名では処理内容が判別できないことがあります。 

ステップ名にて処理内容が判別できる際にご利用ください。 

入力とするフラットファイルは、%PNJOBOPT マクロで ELAPSDTL=YES を指定して作成されている必要がありま

す。 

 

【用語説明】 

・ステップ名 

 ジョブステップとして実行したステップ名 

・CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・その他 

 常駐時間での CPU時間以外の時間 
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・遅延時間 

 ENQ待ち時間とアロケーション待ち時間の合計 

・スワップアウト 

 スワップアウト時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数を表します。 

 

【チェックポイント】 

ステップ名毎の平均 ELAPSE時間と時間内訳をご確認ください。 
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3.5.46. 特定プログラムの CPU 時間 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：TRACE_PROGRAM_ TOTAL_CPU_プログラム名_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：特定プログラムの CPU時間(プログラム：プログラム名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは特定プログラムの合計 CPU時間を実行回数と共に示します。 

CPU 時間は、プログラムが終了した時間に計上されます。プログラムが実行中でも終了していない時間には計上され

ません。 

 

【用語説明】 

・合計 CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・合計 IIP時間（IBMシステムのみ） 

 プログラムが使用した IIP時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数 
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【チェックポイント】 

特定プログラムにおける時間帯毎の合計 CPU使用時間をご確認ください。 
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3.5.47. 特定ステップ名の CPU 時間 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：TRACE_STEPNAME_ TOTAL_CPU_ステップ名_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：特定ステップ名の CPU時間 (ステップ：ステップ名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは特定ステップ名の合計 CPU時間を実行回数と共に示します。 

CPU 時間は、プログラムが終了した時間に計上されます。プログラムが実行中でも終了していない時間には計上され

ません。 

カタログ式プロシージャなどの逆方向参照での実行で、プログラム名では処理内容が判別できないことがあります。 

ステップ名にて処理内容が判別できる際にご利用ください。 

 

【用語説明】 

・合計 CPU時間 

 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・合計 IIP時間（IBMシステムのみ） 

 プログラムが使用した IIP時間 

・実行回数 

 ジョブステップとして実行された回数 
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【チェックポイント】 

特定ステップ名における時間帯毎の合計 CPU使用時間をご確認ください。 
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3.5.48. 特定ジョブスケジュールマップ(ステップ内訳) 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：JOB_BREAKDOWN_STEPMAP_ジョブ名_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く)／日立 

グラフタイトル  ：特定ジョブスケジュールマップ（ステップ内訳）[ジョブ名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは特定ジョブのステップ実行時間内訳を開始日時順で示します。解析対象期間は 1 日としてください。また

入力とするフラットファイルは、%PNJOBOPT マクロで ELAPSDTL=YES を指定して作成されている必要がありま

す。 

ELAPSE 時間が短いステップで構成されたジョブでは、グラフ上で実行時間内訳の判別が困難な場合があります。グ

ラフ作成後、X軸の範囲と目盛間隔を自動に変更するか、数値情報にて値をご確認ください。 

 

【用語説明】 

・イニシエータ待ち 

 イニシエータ待ち時間 

・遅延時間 

 ENQ待ち時間とアロケーション待ち時間の合計 

・スワップアウト 

 スワップアウト時間 

・CPU時間 
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 プログラムが使用した CPU時間 

 IBMシステムでは、CPでの使用時間を表しています。 

・その他 

 常駐時間での CPU時間以外の時間 

・UNKNOWN 

 ELAPSE時間と時間内訳合計との差 

 

【チェックポイント】 

特定ジョブのステップ稼働時間帯を確認してください。またイニシエータ待ちによって業務に影響を与えるジョブがない

か確認してください。 

 

【注意】 

「Microsoft Office エンジンの使用を最小限にする」を選択している場合においても、Excel マクロを使用してグラフを

作成します。作成したグラフをWord報告書に張り付ける際にグラフの配色が異なることがあります。 
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3.5.49. IMS トランザクション応答時間 
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月次

SITE － SYSTEM

2015/10/1 THU 00:00 － 2015/10/31 SAT 2345

IMSトランザクション応答時間

入力キューに入っていた時間 処理時間 出力キューに入っていた時間 処理トランザクション件数

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMS_TRX_RESP_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMS トランザクション応答時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、IMSトランザクション全体のトランザクション応答時間の内訳を積み上げグラフ、トランザクション件数を折

れ線グラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

IMS トランザクション全体におけるトランザクション件数及び応答時間の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.5.50. IMS トランザクション応答時間分布（3 秒以内） 
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IMSトランザクション応答時間分布(3秒以内)

応答時間分布比率(%) 1秒以内 応答時間分布比率(%) 3秒以内

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMS_TRX_RESP_DIST_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMS トランザクション応答時間分布(3秒以内) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、IMS トランザクション全体のトランザクション応答時間の分布状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

応答時間の分布状況を確認してください。 
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3.5.51. IMS トランザクション CPU 時間&CALL 数 
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IMSトランザクションCPU時間＆CALL数

CPU時間 DB CALL回数 DC CALL回数

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMS_TRX_CPU_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMS トランザクション CPU時間＆CALL数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、IMS トランザクション全体の平均 CPU時間を棒グラフ、平均 CALL件数を折れ線グラフで時系列に表

示しています。 

 

【チェックポイント】 

IMS トランザクション全体における平均 CPU時間及び CALL件数の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.5.52. IMS トランザクション毎のトランザクション件数 
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所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMS_TRX_CNT_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMS トランザクション毎のトランザクション件数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、IMS トランザクション毎の合計トランザクション件数を時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

IMS トランザクション毎のトランザクション件数の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.5.53. IMS トランザクション稼働状況 TOP30（トランザクション件数順） 
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IMS トランザクション稼働状況TOP30(トランザクション件数順)

入力キューに入っていた時間 処理時間 出力キューに入っていた時間 処理トランザクション数

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMS_TRX_TOP30_CNT.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMS トランザクション稼働状況 TOP30(トランザクション件数順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、トランザクション件数が多い IMS トランザクション上位 30 を対象に、トランザクション応答時間を棒グラフ、

トランザクション件数を折れ線グラフで表示しています。 

 

【チェックポイント】 

トランザクション件数が多いトランザクションの応答時間が遅延していないことを確認してください。 
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3.5.54. IMS トランザクション稼働状況 TOP30（応答時間順） 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

20

40

60

80

100

120

140

II
K

K
2

6
K

(1
5

1
0

3
1

 1
1

:3
0

)

II
K

R
4

4
K

(1
5

1
0

3
1

 1
3

:3
0

)

II
K

K
6

4
(1

5
1

0
3

1
 1

1
:1

5
)

II
K

K
6

0
(1

5
1

0
3

1
 1

0
:0

0
)

II
K

K
2

6
K

(1
5

1
0

3
1

 1
1

:4
5

)

II
K

K
5

1
(1

5
1

0
3

1
 1

2
:1

5
)

II
K

K
6

4
(1

5
1

0
3

1
 1

3
:0

0
)

II
K

K
5

5
(1

5
1

0
3

1
 1

3
:0

0
)

II
K

K
5

0
(1

5
1

0
3

1
 0

9
:0

0
)

II
K

K
5

1
(1

5
1

0
3

1
 1

0
:0

0
)

II
M

Q
8

4
(1

5
1

0
3

1
 0

9
:0

0
)

II
LA

1
1

K
(1

5
1

0
3

1
 1

3
:3

0
)

II
K

K
5

3
(1

5
1

0
3

1
 1

0
:0

0
)

II
K

K
5

1
(1

5
1

0
3

1
 1

1
:3

0
)

II
LA

1
1

K
(1

5
1

0
3

1
 0

7
:4

5
)

II
K

K
5

3
(1

5
1

0
3

1
 0

9
:0

0
)

II
LI

0
6

K
(1

5
1

0
3

1
 0

8
:1

5
)

II
LA

0
6

K
(1

5
1

0
3

1
 0

7
:1

5
)

II
LA

1
1

K
(1

5
1

0
3

1
 1

3
:4

5
)

II
LA

0
6

K
(1

5
1

0
3

1
 0

8
:1

5
)

II
K

D
4

4
K

(1
5

1
0

3
1

 1
3

:1
5

)

II
IJ

0
1

(1
5

1
0

3
1

 1
0

:1
5

)

II
M

Q
1

2
(1

5
1

0
3

1
 1

0
:4

5
)

II
K

K
2

4
K

(1
5

1
0

3
1

 1
2

:4
5

)

II
LA

0
6

K
(1

5
1

0
3

1
 1

3
:0

0
)

II
LI

0
4

K
(1

5
1

0
3

1
 1

0
:1

5
)

II
IJ

0
1

(1
5

1
0

3
1

 1
1

:3
0

)

II
LA

1
0

K
(1

5
1

0
3

1
 1

0
:0

0
)

II
N

A
0

2
K

(1
5

1
0

3
1

 0
8

:1
5

)

II
LA

0
6

K
(1

5
1

0
3

1
 1

1
:0

0
)

合
計
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
件
数

平
均
応
答
時
間

(秒
)

SITE － SYSTEM

2015/10/31 SAT 00:00 － 2015/10/31 SAT 23:45

IMS トランザクション稼働状況TOP30(応答時間順)

入力キューに入っていた時間 処理時間 出力キューに入っていた時間 処理トランザクション数

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMS_TRX_TOP30_RESP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMS トランザクション稼働状況 TOP30(応答時間順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、応答時間が長い IMS トランザクション上位 30 を対象に、トランザクション応答時間を棒グラフ、トランザ

クション件数を折れ線グラフで表示しています。 

 

【チェックポイント】 

応答時間が長いトランザクション及びその件数を確認してください。 
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3.5.55. IMSFP トランザクション応答時間 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMSFP_TRX_RESP_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMSFP トランザクション応答時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフでは、IMSFP トランザクション全体のトランザクション応答時間の内訳を積み上げグラフ、トランザクション件

数を折れ線グラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

IMSFP トランザクション全体におけるトランザクション件数及び応答時間の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.5.56. IMSFP トランザクション稼働状況 TOP30（トランザクション件数順） 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMSFP_TRX_TOP30_CNT.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMSFP トランザクション稼働状況 TOP30(トランザクション件数順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、トランザクション件数が多い IMSFPトランザクション上位30を対象に、トランザクション応答時間を棒グラ

フ、トランザクション件数を折れ線グラフで表示しています。 

 

【チェックポイント】 

トランザクション件数が多いトランザクションの応答時間が遅延していないことを確認してください 



Performance Navigator 出力結果解説書 

－215－ 

 

3.5.57. IMSFP トランザクション稼働状況 TOP30（応答時間順） 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMSFP_TRX_TOP30_RESP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMSFP トランザクション稼働状況 TOP30(応答時間順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、応答時間が長い IMSFP トランザクション上位 30 を対象に、トランザクション応答時間を棒グラフ、トラン

ザクション件数を折れ線グラフで表示しています。 

 

【チェックポイント】 

応答時間が長いトランザクション及びその件数を確認してください。 

 



ES/1 NEO MF Series 

－216－ 

 

3.5.58. IMSFP トランザクション CI 競合数 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMSFP_CI_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMSFP トランザクション CI競合数 

 

【グラフ概要】 

このグラフでは、IMSFP トランザクション全体の CI競合数を折れ線グラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

IMSFP トランザクション全体において CI 競合が発生していないかを確認してください。もし発生していた場合は次の

「IMSFP トランザクション稼働状況 TOP30(CI競合数順)」でそのトランザクションを特定してください。 
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3.5.59. IMSFP トランザクション稼働状況 TOP30（CI 競合順） 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：IMSFP_CI_TOP30.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：IMSFP トランザクション稼働状況 TOP30(CI競合順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、CI競合数が多い IMSFP トランザクション上位 30を対象に、競合数を棒グラフで表示しています。 

 

【チェックポイント】 

競合を起こしているトランザクションを確認してください。 
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3.5.60. スプール使用率 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：JES_SPOOL_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：富士通(XSPは除く) 

グラフタイトル  ：スプール使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、スプール使用率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

一般的にはスプール使用率を 80%未満に維持することが管理指標とされています。 
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3.5.61. 業務プロセッサ使用率[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：WKL_CPU_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM  

グラフタイトル  ：【業務】業務プロセッサ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、プロセッサ使用率の変動状況を内訳と共に示します。内訳は指定した業務グループ別に表示します。 

折れ線はプロセッサ使用率が最大であったインターバルの積み上げ折れ線です。 

業務グループはパフォーマンス・グループ番号やサービスクラス名を基に任意に定義することができます。 

 

【用語説明】 

・CPU使用率 

プロセッサ使用率の内訳を業務グループ毎に表します。 
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【チェックポイント】 

・CPU使用率（内訳）の変動状況を確認してください。 

 

重要業務を実行しているパフォーマンス・グループ／サービスクラスでトランザクション応答時間が遅延、あるいはパフ

ォーマンスインデックスやベロシティの値が低下した場合、次の事を確認してください。 

・当該パフォーマンス・グループ／サービスクラスが CPUを十分使用できているか 

・他のパフォーマンス・グループ／サービスクラスの CPU使用率が増加していないか 

・以上の変動傾向がレスポンス時間やパフォーマンスインデックス、ベロシティの変動傾向と相関していないか 

 

相関している場合はプロセッサが過負荷状態となっていないかを確認するため、プロセッサの使用状況、および他業

務の業務量も合わせて確認してください。 
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3.5.62. 業務ストレージ使用率[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：WKL_STG_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【業務】業務ストレージ使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ストレージ使用率の変動状況を内訳と共に示します。内訳は指定した業務グループ別に表示します。 

折れ線はストレージ使用率が最大であったインターバルの積み上げ折れ線です。 

業務グループはパフォーマンス・グループ番号やサービスクラス名を基に任意に定義することができます。 

 

【用語説明】 

・ストレージ使用率 

ストレージ使用率の内訳を業務グループ毎に表します。 
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【チェックポイント】 

・ストレージ使用率（内訳）の変動状況を確認してください。 

 

重要業務を実行しているパフォーマンス・グループ／サービスクラスでトランザクション応答時間が遅延、あるいはパフ

ォーマンスインデックスやベロシティの値が低下した場合、次の事を確認してください。 

・当該パフォーマンス・グループ／サービスクラスがストレージを十分使用できているか 

・他のパフォーマンス・グループ／サービスクラスのストレージ使用率が増加していないか 

・以上の変動傾向がレスポンス時間やパフォーマンスインデックス、ベロシティの変動傾向と相関していないか 

 

相関している場合はストレージが過負荷状態となっていないかを確認するため、プロセッサの使用状況、および他業

務の業務量も合わせて確認してください。 
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3.5.63. 率業務毎のページイン回数[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 ：WKL_PIN_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM  

グラフタイトル  ：業務ページイン回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ページイン回数の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・ページイン回数 

外部記憶から主記憶へのページ転送回数を表します。 

 

【チェックポイント】 

・ページイン回数がどのように変動するかを確認してください。ページングの多発は業務の実行効率を悪化させる要

因になります。その為、同時に主記憶の稼働状況も確認してください。 
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3.5.64. パフォーマンスインデックス[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 PI_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM（ゴールモード） 

グラフタイトル  ：パフォーマンスインデックス 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したサービスクラスのパフォーマンス目標達成状況を示します。 

 

【用語説明】 

・Performance Index 

サービスクラスに設定されているパフォーマンス目標の達成度を表します。 
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【チェックポイント】 

重要業務を実行しているサービスクラスについて、次の事を確認してください。 

・Performance Index値が低下していない事 

Performance Index 値が低下している場合は原因を調査してください。トランザクション件数の変動と相関がある場

合は説明がつきますが、ピーク時の業務量を十分なレスポンスで処理できるよう対応が必要です。相関がない場合は

サービスクラス毎のプロセッサ／ストレージ使用率およびページイン回数の変動傾向を確認して、Performance 

Index 値の変動傾向と相関がある指標を確定します。次に、その指標が関係するシステム資源が過負荷状態となっ

ていないかを確認するため、プロセッサや主記憶の使用状況、および他業務の業務量も合わせて確認してください。 
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3.5.65. ワークフロー(プロセッサ待ち)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 WORKFLOW_CPUWAIT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：ワークフロー(プロセッサ待ち) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、サービスクラスのプロセッサ待ちの割合の推移を示します。 
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3.5.66. ワークフロー(ストレージ待ち)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 WORKFLOW_STGWAIT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：ワークフロー(ストレージ待ち) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、サービスクラスのストレージ待ちの割合の推移を示します。 
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3.5.67. ワークフロー(DASD 待ち)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：業務  

出力ファイル名 WORKFLOW_DASDWAIT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：ワークフロー(DASD待ち) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、サービスクラスの DASD待ちの割合の推移を示します。 
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3.5.68. SRM サービスユニット使用量推移 (サービスクラス毎) 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：SRM_サービスユニット使用量推移(サービスクラス毎)_INTER.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：サービスユニット使用量推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、プロセッサで使用したサービスユニット量の変動状況をサービスクラス別に表示します。 

 

【用語説明】 

・サービスユニット量 

プロセッサで使用したサービスユニット量の内訳をサービスクラス毎に表します。 

・サービスクラス名 

末尾の番号はペリオッド（サービスクラス期間）を表します。 

ユーザ作成以外のサービスクラスは次の名称で表します。 

 $SRMBEST ：SYSTEMサービスクラスを含む特殊システム・コンポーネント・アドレス空間 

 $SRMGOOD ：SYSSTCサービスクラス 
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【チェックポイント】 

・重要業務のサービスクラスにてトランザクション応答時間が遅延、あるいはパフォーマンスインデックスが低下した場合、

次の事を確認してください。 

・当該サービスクラスが CPU を十分使用できているか 

・他のサービスクラスのサービスユニット量が増加していないか 

・以上の変動傾向がレスポンス時間やパフォーマンスインデックスの変動傾向と相関していないか 

相関している場合はプロセッサが過負荷状態となっていないかを確認するため、プロセッサの使用状況、および他業

務の業務量も合わせて確認してください。 
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3.5.69. SRM サービスユニット使用量推移 (サービスクラス内訳) 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：SRM_サービスユニット使用量推移(サービスクラス内訳)_INTER.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：サービスユニット使用量推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、プロセッサで使用したサービスユニット量の変動状況を内訳と共に示します。内訳はサービスクラス別に

表示します。 

 

【用語説明】 

・サービスユニット量 

プロセッサで使用したサービスユニット量の内訳をサービスクラス毎に表します。 

・サービスクラス名 

 末尾の番号はペリオッド（サービスクラス期間）を表します。 

ユーザ作成以外のサービスクラスは次の名称で表します。 

 $SRMBEST ：SYSTEMサービスクラスを含む特殊システム・コンポーネント・アドレス空間 

 $SRMGOOD ：SYSSTCサービスクラス 
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【チェックポイント】 

・重要業務のサービスクラスにてトランザクション応答時間が遅延、あるいはパフォーマンスインデックスが低下した場合、

次の事を確認してください。 

・当該サービスクラスが CPU を十分使用できているか 

・他のサービスクラスのサービスユニット量が増加していないか 

・以上の変動傾向がレスポンス時間やパフォーマンスインデックスの変動傾向と相関していないか 

相関している場合はプロセッサが過負荷状態となっていないかを確認するため、プロセッサの使用状況、および他業

務の業務量も合わせて確認してください。 
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3.5.70. SRM CPU 遅延サンプル数推移(サービスクラス内訳) 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：SRM_CPU遅延サンプル数推移(サービスクラス内訳)_INTER.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CPU遅延サンプル数推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、CPU遅延サンプルの変動状況を内訳と共に示します。内訳はサービスクラス別に表示します。 

 

【用語説明】 

・サンプル数 

CPU使用を待たされている状態のサンプル数を表します。ここでの遅延サンプル数は CPを対象としています。 

・サービスクラス名 

末尾の番号はペリオッド（サービスクラス期間）を表します。 

ユーザ作成以外のサービスクラスは次の名称で表します。 

 $SRMBEST：SYSTEMサービスクラスを含む特殊システム・コンポーネント・アドレス空間 

 $SRMGOOD：SYSSTCサービスクラス 
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【チェックポイント】 

・重要業務のサービス・クラスにてトランザクション応答時間が遅延、あるいはパフォーマンスインデックスが低下した場

合、次の事を確認してください。 

・当該サービスクラスにて CPU遅延サンプルが増加していないか 

・他のサービスクラスでも CPU遅延サンプルが増加していないか 

CPU 遅延サンプルが増加する要因としては、CPU リソースが過負荷状態である場合や、サービスクラスで動作する

アドレス空間が増加したことが考えられます。CPUリソースが過負荷状態では、優先順位の低いサービスクラスから遅

延サンプル数が増加する可能性があります。 

遅延サンプル数はサービスクラスでの実行状況を表す要素であるため、異なるサービスクラス間での数値比較は意味

を持ちません。 
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3.5.71. SRM CPU 遅延サンプル数推移(サービスクラス毎) 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：SRM_CPU遅延サンプル数推移(サービスクラス毎)_INTER.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CPU遅延サンプル数推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、CPU遅延サンプルの変動状況をサービスクラス別に表示します。 

 

【用語説明】 

・サンプル数 

CPU使用を待たされている状態のサンプル数を表します。ここでの遅延サンプル数は CPを対象としています。 

・サービスクラス名 

末尾の番号はペリオッド（サービスクラス期間）を表します。 

ユーザ作成以外のサービスクラスは次の名称で表します。 

 $SRMBEST：SYSTEMサービスクラスを含む特殊システム・コンポーネント・アドレス空間 

 $SRMGOOD：SYSSTCサービスクラス 
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【チェックポイント】 

・重要業務のサービス・クラスにてトランザクション応答時間が遅延、あるいはパフォーマンスインデックスが低下した場

合、次の事を確認してください。 

・当該サービスクラスにて CPU遅延サンプルが増加していないか 

・他のサービスクラスでも CPU遅延サンプルが増加していないか 

CPU 遅延サンプルが増加する要因としては、CPU リソースが過負荷状態である場合や、サービスクラスで動作する

アドレス空間が増加したことが考えられます。CPUリソースが過負荷状態では、優先順位の低いサービスクラスから遅

延サンプル数が増加する可能性があります。 

遅延サンプル数はサービスクラスでの実行状況を表す要素であるため、異なるサービスクラス間での数値比較は意味

を持ちません。 
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3.5.72. SRM サービスユニット使用量推移(特定サービスクラス) 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：SRM_サービスユニット使用量推移(サービスクラス名)_INTERxlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：サービスユニット使用量推移(サービスクラス名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したサービスクラスにおけるプロセッサで使用したサービスユニット量の変動状況とパフォーマンス

目標達成状況を示します。 

 

【用語説明】 

・サービスユニット量 

プロセッサで使用したサービスユニット量を表します。 

・パフォーマンス・インデックス 

サービスクラスに設定されているパフォーマンス目標の達成度を表します。 
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【チェックポイント】 

特定のサービスクラスについて、次の事を確認してください。 

・パフォーマンスインデックス値の変動傾向 

パフォーマンスインデックス値が低下している場合は原因を調査してください。トランザクション件数の変動と相関があ

る場合は説明がつきますが、ピーク時の業務量を十分なレスポンスで処理できるよう対応が必要です。相関がない場

合はサービスクラス毎のプロセッサ／ストレージ使用率およびページイン回数の変動傾向を確認して、パフォーマンス

インデックス値の変動傾向と相関がある指標を確定します。次に、その指標が関係するシステム資源が過負荷状態と

なっていないかを確認するため、プロセッサや主記憶の使用状況、および他業務の業務量も合わせて確認してくださ

い。 
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3.5.73. SRM CPU サンプル推移(特定サービスクラス)  

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：SRM_CPUサンプル推移(サービスクラス名)_INTER.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CPUサンプル推移(サービスクラス名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したサービスクラスの CPUに関するサンプル変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・サービスユニット量 

プロセッサで使用したサービスユニット量を表します。 

・パフォーマンス・インデックス 

サービスクラスに設定されているパフォーマンス目標の達成度を表します。 
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【チェックポイント】 

特定のサービスクラスについて、次の事を確認してください。 

・パフォーマンスインデックス値の変動傾向 

パフォーマンスインデックス値が低下している場合は原因を調査してください。トランザクション件数の変動と相関があ

る場合は説明がつきますが、ピーク時の業務量を十分なレスポンスで処理できるよう対応が必要です。相関がない場

合はサービスクラス毎のプロセッサ／ストレージ使用率およびページイン回数の変動傾向を確認して、パフォーマンス

インデックス値の変動傾向と相関がある指標を確定します。次に、その指標が関係するシステム資源が過負荷状態と

なっていないかを確認するため、プロセッサや主記憶の使用状況、および他業務の業務量も合わせて確認してくださ

い。 
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3.5.74. SRM CPU DispachingPriority (サービスクラス毎) 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：SRM_CPU_DispachingPriority(サービスクラス毎)_INTER.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CPU DispachingPriority推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ディスパッチ優先順位の変動状況をサービスクラス毎に表します。 

 

【用語説明】 

・ディスパッチ優先順位 

プロセッサ使用時の優先順位を表します。 

優先順位は 0から 254まで 255段階あり、値が大きいサービスクラスが CPUを優先して使用できます。 

この優先順位は、SRM が全アドレス空間のプログラムの状態をサンプル収集した値をサービスクラス毎に集約し、

WLMがサービスクラスの資源調整にて優先順位の変更が行われます。 

・サービスクラス名 

末尾の番号はペリオッド（サービスクラス期間）を表します。 

ユーザ作成以外のサービスクラスは次の名称で表します。 

 $SRMBEST：SYSTEMサービスクラスを含む特殊システム・コンポーネント・アドレス空間 
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 $SRMGOOD：SYSSTCサービスクラス 

 

【チェックポイント】 

重要業務を実行しているサービスクラスについて、次の事を確認してください。 

・処理遅延が発生している時間にて、ディスパッチ優先順位の低下が発生していない事 

・ディスパッチ優先順位が低下していた際、他業務のサービスクラス優先順位が重要業務のサービスクラスよりも高く

なっていない事 

ディスパッチ優先順位は、WLM により動的に変動しますが、システム資源が過負荷状態の場合には優先順位の変化

が重要業務の動作に影響を与えることがあります。 
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3.5.75. SRM パフォーマンスインデックス推移 (サービスクラス内訳) 

 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：SRM_パフォーマンスインデックス推移(サービスクラス内訳)_INTER.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：パフォーマンスインデックス推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、パフォーマンスインデックスの変動状況をサービスクラス毎に表します。 

 

【用語説明】 

・パフォーマンス・インデックス 

サービスクラスに設定されているパフォーマンス目標の達成度を表します。 

・サービスクラス名 

末尾の番号はペリオッド（サービスクラス期間）を表します。 

ユーザ作成以外のサービスクラスは次の名称で表します。 

 $SRMBEST：SYSTEMサービスクラスを含む特殊システム・コンポーネント・アドレス空間 

 $SRMGOOD：SYSSTCサービスクラス 
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【チェックポイント】 

重要業務を実行しているサービスクラスについて、次の事を確認してください。 

・パフォーマンス・インデックス値の変動傾向 

パフォーマンス・インデックス値が低下している場合は原因を調査してください。トランザクション件数の変動と相関が

ある場合は説明がつきますが、ピーク時の業務量を十分なレスポンスで処理できるよう対応が必要です。相関がない

場合はサービスクラス毎のプロセッサ／ストレージ使用率およびページイン回数の変動傾向を確認して、パフォーマ

ンス・インデックス値の変動傾向と相関がある指標を確定します。 

次に、その指標が関係するシステム資源が過負荷状態となっていないかを確認するため、プロセッサや主記憶の使

用状況、および他業務の業務量も合わせて確認してください。 
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3.5.76. 業務プロセッサ使用率[PWS ミニグラフ] 

 

 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：imageXXX.gif 

出力形式 ：GIF ファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、「Performance Web Service ミニグラフ一覧」で閲覧する為の専用グラフです。業務プロセッサ使用率

をミニグラフで表現した GIF形式のファイルになります。 
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3.5.77. 業務ストレージ使用率[PWS ミニグラフ]  

 

 

 

所属カテゴリー名 ：業務 

出力ファイル名 ：imageXXX.gif 

出力形式 ：GIF ファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、「Performance Web Service ミニグラフ一覧」で閲覧する為の専用グラフです。業務ストレージ使用率を

ミニグラフで表現した GIF形式のファイルになります。 
 



Performance Navigator 出力結果解説書 

－247－ 

 

3.6. DB2 

3.6.1. DB2 バッファプール毎の GETPAGE 要求数 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎のGETPAGE要求数

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_Getpage_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎の GETPAGE要求数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、GETPAGE数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・バッファプール毎の GETPAGE数は、負荷量の指標としてご覧ください。 
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3.6.2. DB2 バッファプール毎の SR/GP 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎のSR/GP

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K

BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1 管理基準値
 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_Srgp_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎の SR/GP 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、SR/GPの値の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・SR/GP 

事象当たりのページ取得数における同期読み取り回数の割合(同期読み取り回数/GETPAGE数＊100) 

 

【チェックポイント】 

・バッファヒット率は業務特性により変動が大きいためこの値を監視して下さい。一般的にはシステム全体で 30%以下

に維持することが管理指標とされおり、低い程良い状態です。急激に比率の増加が見られないかご確認下さい。定常

的に 30%を上回っている場合にはバッファプールが不足していることが考えられます。プール容量の拡張を検討して

ください。 
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3.6.3. DB2 特定バッファプール稼働状況 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) 特定バッファプール稼働状況（BP32K）

GETPAGE数 SR/GP

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL(バッファプール番号)_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) 特定バッファプール稼働状況（バッファプール番号） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したバッファプールを対象に、GETPAGE数を面または棒で、SR/GPの値の変動状況を折れ線で

表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・特定バッファプールの負荷量（GETPAGE 数）とバッファプールの稼働状況の変動を確認するためのグラフです。負

荷量が高い時に SR/GPの値も高くなっていないか確認してください。 
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3.6.4. DB2 バッファプール毎のバッファヒット率 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎のバッファヒット率

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K

BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1 管理基準値
 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_Hit_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎のバッファヒット率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、バッファプール毎にヒット率の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・バッファヒット率は、100%に近いほど、効率的に入出力動作が行なわれていると判断できます。一般的に 80%以上の

ヒット率であることが望ましいとされます。しかし、アプリケーション特性に依存するため、SR/GP と併用して管理してい

ただくことをお勧めします。 

・定常的に 80%を下回っている場合にはバッファプールが不足していることが考えられます。プール容量の拡張を検

討してください。 
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【注意】 

バッファヒット率はマイナス値になる場合があります。この場合、実際の GETPAGE 数に対して、無駄なプリフェッチが

行なわれていたことを意味します。 
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3.6.5. DB2 バッファプール毎の使用率 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎の使用率

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_PoolUsage_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎の使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、バッファプール毎に使用率（使用不可のページの割合）の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・バッファプールは、表スペースまたは索引のページを一時的に保管する仮想ストレージ内のエリアです。使用率が高

くなると SPTH、DMTH 等の閾値を超えパフォーマンスが悪化する可能性があります。平常値の値と比較し、急激な

増加が見られないかご確認ください。 
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3.6.6. DB2 バッファプール毎のページイン回数 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎のページイン回数

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_Pagein_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎のページイン回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、バッファプール毎にページイン回数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・主記憶に空きがあるにも係わらずバッファ・プールのページインが発生している場合、バッファ・プール割り当てが大き

すぎることが原因である可能性があります。このような場合はバッファ・プール割り当てを小さくしてください。（バッファ

プールが最初に割り振られる際はこのカウントが高い場合があります。その際、割り振りカウント後は値はゼロに近くな

ります。） 
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3.6.7. DB2 バッファプール毎の閾値（POOL FULL 回数） 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎の閾値（POOL FULL回数）

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_PoolFull_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎の閾値（POOL FULL回数） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、バッファプール毎に「POOL FULL」によりバッファが使用できなかった回数の変動状況を折れ線で表

示しています。 

 

【用語説明】 

・POOL FULL 

使用不可ページが 100%でバッファが使えなかった回数 

 

【チェックポイント】 

・POOL FULLは発生すべきではありません。発生していた場合、プール容量の拡張を検討してください。 
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3.6.8. DB2 バッファプール毎の閾値（DMTH） 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎の閾値（DMTH）

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_Dmth_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎の閾値（DMTH） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、バッファプール毎に「データ管理閾値（DMTH）」を超えたためページ解放即時処理が行われた回数の

変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・DMTH 

DB2システムにより管理されるバッファプールの閾値（使用不可ページの割合：95%） 

 

【チェックポイント】 

・閾値を超えるとバッファ＆ディスクへのアクセスが増加し CPU に大きく影響を与えるため発生すべきではありません。

発生していた場合、プール容量の拡張を検討してください。 
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3.6.9. DB2 バッファプール毎の閾値（SPTH） 
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SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎の閾値（SPTH）

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_Spth_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎の閾値（SPTH） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、バッファプール毎に「順次プリフェッチ閾値（SPTH）」を超えたためプリフェッチが禁止された回数の変

動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・SPTH 

DB2システムにより管理されるバッファプールの閾値（使用不可ページの割合：90%） 

 

【チェックポイント】 

・閾値を超えるとプリフェッチ(先読み)が禁止されるため発生すべきではありません。業務特性により高い値が出力され

ることがあります。余裕があればプール容量の拡張を検討してください。 
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3.6.10. DB2 バッファプール毎の閾値（DWQT） 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎の閾値（DWQT）

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_Dwqt_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎の閾値（DWQT） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、バッファプール毎に「書き出し閾値（DWQT）」を超えた回数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・DWQT 

DB2システムにより管理されるバッファプールの閾値（更新ページの割合：デフォルト 50%、ユーザによる変更可） 

 

【チェックポイント】 

・閾値を超えると一番古い更新ページを含むデータセットに対してディスクへの更新が開始され、閾値より 10%低くなる

まで続けられます。急激に発生している場合は、通常より更新効率が悪くなっていることを示します。通常、この値は

大きな値となります。 
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3.6.11. DB2 バッファプール毎の閾値（VDWQT） 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) バッファプール毎の閾値（VDWQT）

BP0 BP1 BP16K BP16K1 BP2 BP3 BP32K BP32K1 BP32K2 BP32K3 BP32K4 BP8K BP8K1

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_BUFFERPOOL_Vdwqt_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) バッファプール毎の閾値（VDWQT） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、バッファプール毎に「書き出し閾値（VDWQT）」を超えた回数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・VDWQT 

DB2 システムにより管理されるバッファプールの閾値（一つのデータセットに対する更新ページの割合：デフォルト

10%、ユーザによる変更可） 

 

【チェックポイント】 

・閾値を超えるとディスクへの更新が開始されます。急激に発生している場合は、通常より更新効率が悪くなっているこ

とを示します。通常、この値は大きな値となります。 
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3.6.12. DB2 EDM プールヒット率（V10 以降） 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) EDM プールヒット率

RDS(PT) RDS(CT) DBD STMT 管理基準値

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_EDM_PoolHit_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) EDM プールヒット率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、EDMプールの種類毎にヒット率の変動状況を折れ線の形態で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・プールヒット率は一般的に 80％以上であれば問題ありません。 
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3.6.13. DB2 EDM RDS プール使用率と枯渇回数（V10 以降） 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) EDM RDSプール使用率と枯渇回数

RDSプール使用率(CT)(2GB以上) RDSプール使用率(PT)(2GB以上) RDSプール枯渇回数(2GB以上)

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_EDM_RdsUsage_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) EDM RDSプール使用率と枯渇回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、RDSプールの使用率を面または棒で、プール枯渇回数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・RDSプール 

カーソル、パッケージの属性を保存しています。キャッシュヒットによりレスポンスを高めるために存在します。 

 

【チェックポイント】 

・枯渇回数は発生すべきではありません。使用率が高すぎるとプール不足が発生し易く、低すぎると主記憶に無駄が

生じます。主記憶が不足している場合は適切な大きさに調整してください。 
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3.6.14. DB2 EDM SKEL プール使用率と枯渇回数（V10 以降） 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) EDM SKELプール使用率と枯渇回数

SKELプール使用率 SKELプール枯渇回数

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_EDM_SkelUsage_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) EDM SKELプール使用率と枯渇回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、SKELプールの使用率を面または棒で、プール枯渇回数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・SKELプール 

スケルトンカーソル、スケルトンパッケージの属性を保存しています。キャッシュヒットによりレスポンスを高めるために

存在します。 

 

【チェックポイント】 

・枯渇回数は発生すべきではありません。発生していた場合、プール容量の拡張を検討してください。 
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3.6.15. DB2 EDM DBD プール使用率と枯渇回数 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) EDM DBDプール使用率と枯渇回数

DBDプール使用率 DBDプール枯渇回数

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_EDM_DbdUsage_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) EDM DBDプール使用率と枯渇回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、DBDプールの使用率を面または棒で、プール枯渇回数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・DBDプール 

データベース記述子（DBD：コレクション、パッケージ、プラン含む）を保存しています。 

 

【チェックポイント】 

・枯渇回数は発生すべきではありません。発生していた場合、プール容量の拡張を検討してください。 
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3.6.16. DB2 EDM STMT プール使用率と枯渇回数 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) EDM STMTプール使用率と枯渇回数

STMTプール使用率(%) STMTプール枯渇回数

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_EDM_StmtUsage_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) EDM STMTプール使用率と枯渇回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、STMTプールの使用率を面または棒で、プール枯渇回数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・STMTプール 

動的キャッシュ SQL スケルトン（ステートメント）を保存しています。キャッシュヒットによりレスポンスを高めるために存

在します。 

 

【チェックポイント】 

・枯渇回数は発生すべきではありません。発生していた場合、プール容量の拡張を検討してください。 
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3.6.17. DB2 RID プール使用率 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) RID プール使用率

RIDプール使用率(%)

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_RID_PoolUsage_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) RID プール使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、RIDプールの使用率の変動状況を面グラフで表示しています。 

 

【用語説明】 

・RIDプール 

DSNDBM1 アドレス・スペースの中に存在し、リスト先読み処理や複数索引アクセス処理やハイブレッド JOIN 処理

時にRID（Record Identifier：データ行識別子）をその中でSORTすることにより、I/O回数を減らし、レスポンス時間

を短縮します。 

 

【チェックポイント】 

・プールの使用率が高くなっていないか確認してください。 
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3.6.18. DB2 RID プール稼働状況 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) RID プール稼働状況

RIDリスト処理要求成功率(%) DBM1ストレージ不足回数 RID数限界によるリスト処理終了回数

データマネージャー限界によるリスト処理終了回数 RIDプール不足回数
 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_RID_PoolActivity_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) RID プール稼働状況 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、RID リスト処理の成功率を面または棒で、処理中断した件数を原因毎の変動状況を折れ線で表示して

います。 

 

【チェックポイント】 

・RID 数限界によるリスト処理終了回数が連続して発生し、かつ RID リスト処理要求成功率が低い場合は、プール容

量の変更をご検討ください。基本的に、これらの不足回数や限界による終了回数は発生すべきではありません。 
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3.6.19. DB2 ロック活動状況 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) ロック活動状況

タイムアウト数 デッドロック数 エスカレーション数（共用） エスカレーション数（排他）

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_LOCK_Activity_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) ロック活動状況 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、タイムアウト、デッドロック、エスカレーションの変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・エスカレーション 

強制的なロックの解放を行うことを指します。テーブルにアクセスする際に一度にページロックすることができる限界値

があり、限界値に達すると、強制的なロックの解放が行われます。 

 

【チェックポイント】 

・タイムアウト、デッドロックが発生していないことをご確認ください。エスカレーションが発生すると行のロックが、テーブ

ルやテーブルスペースのロックに変更されます。このため、同時実行性が低下し、意図しないレスポンスの低下を招く

可能性があります。 
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3.6.20. DB2 ロックサスペンド状況 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) ロックサスペンド状況

IRLMロック要求数 サスペンド率 管理基準値(サスペンド率1%)

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_LOCK_Suspend_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) ロックサスペンド状況 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、IRLM ロック要求数を面または棒で、サスペンド率の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・サスペンド率 

IRLM ロック要求に対する、中断回数の割合を示します。中断回数には次が含まれます。 

‐ロック競合による中断回数 

‐IRLM ラッチ競合による中断回数 

‐その他の中断回数 
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【チェックポイント】 

・ロック要求が競合するとサスペンドを引き起こします。サスペンドは解消されるまでアプリケーションの実行が停止して

いる事を意味するので、極端に多いサスペンドは望ましくありません。1%未満を目標にしてください。 



Performance Navigator 出力結果解説書 

－269－ 

 

3.6.21. DB2 ログ書き込み状況 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) ログ書き込み状況

バッファ待ち回数 ページイン回数 書き込み閾値到達回数

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_LOG_Write_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) ログ 書き込み状況 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ログ書き込み遅延につながる要因に関して発生した回数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・アプリケーションの実行中に作成されるログ・レコードは、ログ・バッファに転送されます。バッファ待ちはログバッファへ

の書き込み要求が待たされるため発生すべきではありません。書き込み閾値到達回数が、数千～数万以上が連続し

ている際は、ログバッファ容量の変更をご検討ください。 
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3.6.22. DB2 ログ チェックポイント頻度 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM) ログチェックポイント頻度

1分当たりのチェックポイント回数

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_LOG_CheckPoint_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名) ログ チェックポイント頻度 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、1分あたりのチェックポイント回数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・チェックポイントのタイミングバッファプールからディスクへ書き込みます。チェックポイント回数の基準値は0.2～0.5回

(/分)です。基準値を超える際はアクティブログスペースのサイズの変更をご検討ください。 
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3.6.23. DB2 SORT バッファ不足 
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詳細

SITE － SYSTEM

2014/6/9 MON 00:00 － 2014/6/9 MON 23:59

DB2(SUBSYSTEM)  SORTバッファ不足（BP32K）

作業ファイル要求が拒否された割合(%) 作業ファイルのプリフェッチがスケジュールされなかった割合(%) マージ処理要求が劣化した割合(%)

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2(サブシステム名)_SORT_BufferShortage(バッファプール番号)_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2(サブシステム名)  SORTバッファ不足（バッファプール番号） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、SORT領域として使われたバッファプールを対象とし、原因毎に不足した回数の変動状況を折れ線で表

示しています。 

 

【チェックポイント】 

・ソートやマージ処理を行なう際に、処理を高速化するため数多くの作業ファイルを使用します。1%未満であることが

望ましいです。 
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3.6.24. DB2 サブシステム毎の GETPAGE 要求数[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_BUFFERPOOL_GETPAGE_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2サブシステム毎の GETPAGE要求数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、GETPAGE数の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・GETPAGE数は、負荷量の指標としてご覧ください。 
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3.6.25. DB2 バッファプール毎のバッファヒット率[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_BUFFERPOOL_HIT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2バッファプール毎のバッファヒット率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、バッファプール毎にヒット率の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・バッファヒット率は、100%に近いほど、効率的に入出力動作が行なわれていると判断できます。一般的に 80%以上の

ヒット率であることが望ましいとされます。しかし、アプリケーション特性に依存するため、SR/GP と併用して管理してい

ただくことをお勧めします。 

・定常的に 80%を下回っている場合にはバッファプールが不足していることが考えられます。プール容量の拡張を検

討してください。 
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【注意】 

バッファヒット率はマイナス値になる場合があります。この場合、実際の GETPAGE 数に対して、無駄なプリフェッチが

行なわれていたことを意味します。 
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3.6.26. DB2 サブシステム毎の EDM プールヒット率（V10 以降）_RDS_PT[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_EDM_POOLHIT_RDS_PT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2 サブシステム毎の EDM プールヒット率_RDS（PT） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、RDSプール（パッケージの属性を保存）のヒット率の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・RDSプール 

カーソル、パッケージの属性を保存しています。キャッシュヒットによりレスポンスを高めるために存在します。 

 

【チェックポイント】 

・バッファヒット率は、100%に近いほど、効率的に入出力動作が行なわれていると判断できます。一般的に 80%以上の

ヒット率であることが望ましいとされます。 

・定常的に 80%を下回っている場合にはバッファプールが不足していることが考えられます。プール容量の拡張を検

討してください。 
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3.6.27. DB2 サブシステム毎の EDM プールヒット率（V10 以降）_RDS_CT[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_EDM_POOLHIT_RDS_CT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2 サブシステム毎の EDM プールヒット率_RDS（CT） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、RDSプール（カーソルの属性を保存）のヒット率の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・RDSプール 

カーソル、パッケージの属性を保存しています。キャッシュヒットによりレスポンスを高めるために存在します。 

 

【チェックポイント】 

・バッファヒット率は、100%に近いほど、効率的に入出力動作が行なわれていると判断できます。一般的に 80%以上の

ヒット率であることが望ましいとされます。 

・定常的に 80%を下回っている場合にはバッファプールが不足していることが考えられます。プール容量の拡張を検

討してください。 
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3.6.28. DB2 サブシステム毎の EDM プールヒット率（V10 以降）_DBD[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_EDM_POOLHIT_DBD_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2 サブシステム毎の EDM プールヒット率_DBD 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、DBDプールのヒット率の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・DBDプール 

データベース記述子（DBD：コレクション、パッケージ、プラン含む）を保存しています。 

 

【チェックポイント】 

・バッファヒット率は、100%に近いほど、効率的に入出力動作が行なわれていると判断できます。一般的に 80%以上の

ヒット率であることが望ましいとされます。 

・定常的に 80%を下回っている場合にはバッファプールが不足していることが考えられます。プール容量の拡張を検

討してください。 
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3.6.29. DB2 サブシステム毎の EDM プールヒット率（V10 以降）_STMT[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_EDM_POOLHIT_STMT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2 サブシステム毎の EDM プールヒット率_STMT 

 

【グラフ概要】 

このグラフは STMTプールのヒット率の変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・STMTプール 

動的キャッシュ SQL スケルトン（ステートメント）を保存しています。キャッシュヒットによりレスポンスを高めるために存

在します。 

 

【チェックポイント】 

・バッファヒット率は、100%に近いほど、効率的に入出力動作が行なわれていると判断できます。一般的に 80%以上の

ヒット率であることが望ましいとされます。 

・定常的に 80%を下回っている場合にはバッファプールが不足していることが考えられます。プール容量の拡張を検

討してください。 
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3.6.30. DB2 サブシステム毎のタイムアウト数[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_LOCK_ACTIVITY_TIMEOUT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2 サブシステム毎のタイムアウト数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、タイムアウトの変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・タイムアウトが発生していないことをご確認ください。 
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3.6.31. DB2 サブシステム毎のデッドロック数[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_LOCK_ACTIVITY_DEADLOCK_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2 サブシステム毎のデッドロック数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、デッドロックの変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・デッドロックが発生していないことをご確認ください。 

 



Performance Navigator 出力結果解説書 

－281－ 

 

3.6.32. DB2 サブシステム毎のエスカレーション数（共用）[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_LOCK_ACTIVITY_ESCALATION_SHARE_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：DB2 サブシステム毎のエスカレーション数（共用） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、エスカレーションの変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・エスカレーション 

強制的なロックの解放を行うことを指します。テーブルにアクセスする際に一度にページロックすることができる限界値

があり、限界値に達すると、強制的なロックの解放が行われます。 

 

【チェックポイント】 

・エスカレーションが発生すると行のロックが、テーブルやテーブルスペースのロックに変更されます。このため、同時実

行性が低下し、意図しないレスポンスの低下を招く可能性があります。 
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3.6.33. DB2 サブシステム毎のエスカレーション数（排他）[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：DB2 

出力ファイル名 ：DB2_LOCK_ACTIVITY_ESCALATION_EXCLUS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  DB2 サブシステム毎のエスカレーション数（排他） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、エスカレーションの変動状況を折れ線で表示しています。 

 

【用語説明】 

・エスカレーション 

強制的なロックの解放を行うことを指します。テーブルにアクセスする際に一度にページロックすることができる限界値

があり、限界値に達すると、強制的なロックの解放が行われます。 

 

【チェックポイント】 

・エスカレーションが発生すると行のロックが、テーブルやテーブルスペースのロックに変更されます。このため、同時実

行性が低下し、意図しないレスポンスの低下を招く可能性があります。 
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3.7. CICS 

3.7.1. CICS トランザクション毎のトランザクション件数 
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SITE － SYSTEM

2015/2/1 SUN 16:00 － 2015/2/1 SUN 20:30

CICS(REGION1)トランザクション毎のトランザクション件数

TRX1 TRX2 TRX3 TRX4 TRX5 TRX6 TRX7 TRX8 TRX9 TRX10 OTHER

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS(リージョン名)_TRX_CNT_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS(リージョン名)トランザクション毎のトランザクション件数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したリージョンにおける合計トランザクション件数が多いトランザクション上位 10とその他のトランザク

ションを「OTHER」として、トランザクション件数を積み上げグラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・トランザクション件数の変動傾向とピーク及び、トランザクション毎の内訳を確認してください。 
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3.7.2. CICS トランザクション毎の合計 CPU 時間 
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SITE － SYSTEM

2015/2/1 SUN 16:00 － 2015/2/1 SUN 20:30

CICS(REGION1)トランザクション毎の合計CPU時間

TRX1 TRX2 TRX3 TRX4 TRX5 TRX6 TRX7 TRX8 TRX9 TRX10 OTHER

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS(リージョン名)_TRX_CPUSUM_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS(リージョン名)トランザクション毎の合計 CPU時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したリージョンにおける合計 CPU 時間が長いトランザクション上位 10 とその他のトランザクションを

「OTHER」として、合計 CPU時間を積み上げグラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・CPU時間の変動傾向とピーク及び、トランザクション毎の内訳を確認してください。 
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3.7.3. CICS トランザクション毎の平均 CPU 時間 
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SITE － SYSTEM

2015/2/1 SUN 16:00 － 2015/2/1 SUN 20:30

CICS(REGION1)トランザクション毎の平均CPU時間

TRX1 TRX2 TRX3 TRX4 TRX5 TRX6 TRX7 TRX8 TRX9 TRX10

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS(リージョン名)_TRX_CPUAVG_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS(リージョン名)トランザクション毎の平均 CPU時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したリージョンにおける 1 トランザクション当たりの平均 CPU 時間が長いトランザクション上位 10 を

対象に、平均 CPU時間を折れ線グラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・トランザクション 1件当たりの CPU時間が長いトランザクションの CPU時間の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.7.4. CICS トランザクション応答時間(トランザクション件数順) 
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SITE － SYSTEM

2015/2/1 SUN 16:00 － 2015/2/1 SUN 20:30

CICS(REGION1)トランザクション応答時間(トランザクション件数順)

TRX1 TRX2 TRX3 TRX4 TRX5 TRX6 TRX7 TRX8 TRX9 TRX10

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS(リージョン名)_TRX_RESP_CNT_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS(リージョン名)トランザクション応答時間(トランザクション件数順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したリージョンにおけるトランザクション件数が多いトランザクション上位 10 を対象に、トランザクショ

ン応答時間を折れ線グラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・トランザクション件数が多いトランザクションの応答時間が遅延していないことを確認してください。 
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3.7.5. CICS トランザクション応答時間(応答時間順) 
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CICS(REGION1)トランザクション応答時間(応答時間順)

TRX1 TRX2 TRX3 TRX4 TRX5 TRX6 TRX7 TRX8 TRX9 TRX10

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS(リージョン名)_TRX_RESP_RESP_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS(リージョン名)トランザクション応答時間(応答時間順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したリージョンにおけるトランザクション応答時間が長いトランザクション上位 10を対象に、トランザク

ション応答時間を折れ線グラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・応答時間が長いトランザクションの応答時間を確認してください。 
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3.7.6. CICS 特定トランザクション応答時間 
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SITE － SYSTEM

2015/2/1 SUN 16:00 － 2015/2/1 SUN 20:30

CICS(REGION1)特定トランザクション応答時間[TRX1]

ディスパッチ遅延時間 ディスパッチ待ち時間 その他の待ち時間 CPU時間 その他 トランザクション件数

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS(リージョン名)_TRX_RESP_TRX名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS(リージョン名)特定トランザクション応答時間[TRX名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したリージョンにおける指定したトランザクションのトランザクション応答時間の内訳を積み上げグラ

フ、トランザクション件数を折れ線グラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・特定トランザクションにおけるトランザクション件数及び応答時間の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.7.7. CICS トランザクション稼働状況 TOP30(トランザクション件数順) 
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ディスパッチ遅延時間 ディスパッチ待ち時間 その他の待ち時間 CPU時間 その他 トランザクション件数

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS(リージョン名)_TRX_TOP30_CNT.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS(リージョン名)トランザクション稼働状況 TOP30(トランザクション件数順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したリージョンにおけるトランザクション件数が多いトランザクション上位 30 を対象に、トランザクショ

ン応答時間を棒グラフ、トランザクション件数を折れ線グラフで表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・トランザクション件数が多いトランザクションの応答時間が遅延していないことを確認してください。 
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3.7.8. CICS トランザクション稼働状況 TOP30(応答時間順) 
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ディスパッチ遅延時間 ディスパッチ待ち時間 その他の待ち時間 CPU時間 その他 トランザクション件数

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS(リージョン名)_TRX_TOP30_RESP.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS(リージョン名)トランザクション稼働状況 TOP30(応答時間順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したリージョンにおけるトランザクション応答時間が長いトランザクション上位 30を対象に、トランザク

ション応答時間を棒グラフ、トランザクション件数を折れ線グラフで表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・応答時間が長いトランザクション及びその件数を確認してください。 
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3.7.9. CICS DSA 使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_DSA種別_@リージョン名_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS DSA種別使用状況 （リージョン： 'リージョン名’) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、DSA,EDSA,GDSA全体の使用状況をストレージ不足情報と共に示します。 

 

【チェックポイント】 

・ストレージ不足 (SOS:Short On Storage)が発生していないかご確認ください。 

・SOSが発生すると新たなタスク要求が受け付けられない状態となります。 

・MAXACTIVE、MXTによって CICSのスループットを適正に制限し、SOSを未然に防止してください。 

・SOS発生時に活動しているタスクを特定してパージして下さい。 

・予兆である要求中断やクッション解放にもご注意ください。 
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3.7.10. CICS 特定 DSA 使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_TRACE_DSA @リージョン名_@DSA名_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS DSA種別使用状況 （リージョン： 'リージョン名’ DSA : DSA名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定の DSA,EDSA,GDSAの使用状況をストレージ不足情報と共に示します。 

 

【チェックポイント】 

・ストレージ不足 (SOS:Short On Storage)が発生していないかご確認ください。 

・SOSが発生すると新たなタスク要求が受け付けられない状態となります。 

・MAXACTIVE、MXTによって CICSのスループットを適正に制限し、SOSを未然に防止してください。 

・SOS発生時に活動しているタスクを特定してパージして下さい。 

・予兆である要求中断やクッション解放にもご注意ください。 
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3.7.11. CICS 一時データ使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_TD_@{CICSST_TD.REGION,'リージョン名の選択',7}_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS 一時データ使用状況 (リージョン：リージョン名}) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、一時データの使用状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・一時データ用のデータセット・スペースが不足していないか確認してください。 
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3.7.12. CICS 主一時記憶使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_TS_MAIN_@{CICSST_TD.REGION,'リージョン名の選択',7}_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS 主一時記憶使用状況 (リージョン：リージョン名}) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、主一時記憶の使用状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・主一時記憶のスペースが不足していないか確認してください。 

・主一時記憶の使用量が TSMAINLIMIT を超えて書き込みを行おうとすると、アプリケーションはスペースが使用可

能になるまで主一時記憶域キューに書き込むことができず、レスポンスに影響を及ぼす可能性があります。古い一時

記憶キューの削除や SITパラメータの TSMAINLIMITサイズの増設を検討して下さい。 

 

 

 

 

 

 



Performance Navigator 出力結果解説書 

－295－ 

3.7.13. CICS 補助一時記憶使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_TS_AUX_WAIT_@{CICSST_TD.REGION,'リージョン名の選択',7}_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS補助一時記憶待ち状況 (リージョン：リージョン名}) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、補助一時記憶の使用状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・一時記憶用のデータセット・スペースが不足していないか確認してください。 
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3.7.14. CICS トランザクション稼働状況 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_TS_TRX_@{CICSST_TD.REGION,'リージョン名の選択',7}_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS トランザクション稼働状況 (リージョン：リージョン名}) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、トランザクションの稼働状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・同時実行されるトランザクション件数がMXTに達していないか確認してください。 

・同時実行されるトランザクション件数が MXT に達すると、それ以上のトランザクションを処理する事が出来ず、サスペ

ンド状態となります。システム・リソース(プロセッサ、実記憶域、仮想記憶域)に余裕がある場合には、MXT の値を増

やし、トランザクションの同時実行数を増加させる事を検討して下さい。" 
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3.7.15. CICS リージョン毎の合計トランザクション件数[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_TRX_CNT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の合計トランザクション件数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、たリージョンごとトランザクション件数を積み上げ棒グラフに表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・トランザクション件数の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.7.16. CICS リージョン毎の平均応答時間[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_TRX_RESP_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の平均応答時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、トランザクション応答時間を折れ線グラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・トランザクション件数が多いトランザクションの応答時間が遅延していないことを確認してください。 
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3.7.17. CICS リージョン毎の平均 CPU 時間[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_TRX_CPUAVG_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の平均 CPU時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の平均 CPU時間を折れ線グラフで時系列に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・トランザクション 1件当たりの CPU時間が長いトランザクションの CPU時間の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.7.18. CICS リージョン毎の DSA 使用状況(DSA 使用量)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_DSA_USE_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の DSA使用状況(DSA使用量) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の DSAの使用状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.19. CICS リージョン毎の DSA 使用状況(EDSA 使用量)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_EDSA_USE_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の DSA使用状況(EDSA使用量) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の EDSAの使用状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.20. CICS リージョン毎の DSA 使用状況(GDSA 使用量)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_GDSA_USE_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の DSA使用状況(GDSA使用量) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の GDSAの使用状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.21. CICS リージョン毎の DSA 使用状況(SUS)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_DSA_SUS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の DSA使用状況(SUS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の DSAでの SUSの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.22. CICS リージョン毎の EDSA 使用状況(SUS)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_EDSA_SUS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の EDSA使用状況(SUS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の EDSAでの SUSの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.23. CICS リージョン毎の GDSA 使用状況(SUS)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_GDSA_SUS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の GDSA使用状況(SUS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の GDSAでの SUSの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.24. CICS リージョン毎の DSA 使用状況(パージ)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_DSA_PURG_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の DSA使用状況(バージ) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の DSAでのパージの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.25. CICS リージョン毎の EDSA 使用状況(パージ)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_EDSA_PURG_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の EDSA使用状況(バージ) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の EDSAでのパージの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.26. CICS リージョン毎の GDSA 使用状況(パージ)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_GDSA_PURG_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の GDSA使用状況(バージ) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の GDSAでのパージの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.27. CICS リージョン毎の DSA 使用状況(CUS)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_DSA_CUS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の DSA使用状況(CUS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の DSAでの CUSの変動状況を折れ線グラフで示します。 



ES/1 NEO MF Series 

－310－ 

 

3.7.28. CICS リージョン毎の EDSA 使用状況(CUS)[リアルタイム] 

 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_EDSA_CUS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の EDSA使用状況(CUS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の EDSAでの CUSの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.29. CICS リージョン毎の GDSA 使用状況(CUS)[リアルタイム] 

 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_GDSA_CUS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の GDSA使用状況(CUS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の GDSAでの CUSの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.30. CICS リージョン毎の DSA 使用状況(SOS)[リアルタイム] 

 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_DSA_SOS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の DSA使用状況(SOS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の DSAでの SOSの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.31. CICS リージョン毎の EDSA 使用状況(SOS)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_EDSA_SOS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の EDSA使用状況(SOS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の EDSAでの SOSの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.32. CICS リージョン毎の GDSA 使用状況(SOS)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_GDSA_SOS_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎の GDSA使用状況(SOS) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の GDSAでの SOSの変動状況を折れ線グラフで示します。 
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3.7.33. CICS リージョン毎の MXT 到達回数[リアルタイム] 

 

 

所属カテゴリー名 ：CICS 

出力ファイル名 ：CICS_DSA_MXT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：CICS リージョン毎のMXT到達回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、リージョン毎の DSAでのMXT到達回数の変動状況を折れ線グラフで示します。 
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特定時間帯は 12個まで指定でき、指定した順にスキャン IDが 1～12まで割り振られます。標準グラフ

でグラフ化できるのはこのうちスキャン 1 と 2 のみです。スキャン 3 以降のグラフが必要な場合は

Extension Graph 機能をご使用ください（要 MF-MAGIC ライセンス）。 

 

3.8. 入出力サブシステム 

3.8.1. 【入出力サブシステム】 ボリューム負荷バランスグラフ[スキャンｎ] 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：IOVOLn.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】ボリューム負荷バランスグラフ［スキャン１／２］ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した特定時間帯においてアクセス負荷の高い上位 10 ボリュームの状況を示します。負荷の高いボ

リュームのレスポンス時間とその内訳を確認できます。 

 

☞ 
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【用語説明】 

・レスポンス時間 

指定した特定時間帯におけるディスク・ボリュームのレスポンス時間とその内訳を表します。 

・負荷率 

指定した特定時間帯に入出力サブシステムが処理した全 I/O負荷のうち、そのディスク・ボリュームへの I/O負荷が占

めていた割合（アクセス負荷率）を表します。 

 

【チェックポイント】 

・負荷の高いディスク・ボリュームのレスポンス時間が長くなっていない事を確認してください。負荷の高いボリュームの

レスポンス悪化はシステム全体のパフォーマンスに大きな影響を与えます。レスポンス時間が適切かどうかを確認して

ください。 

・レスポンス時間が長い場合は内訳を確認し、遅延原因に応じたチューニングを検討してください。 
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※IBM システムで表示されます。 

 

3.8.2. 【入出力サブシステム】 特定ボリューム応答時間(ボリューム名) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VOL_ボリューム名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】特定ボリューム応答時間（ボリューム名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したボリュームのアクセス状況を示します。 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

 ディスク・ボリュームの応答時間とその内訳を表します。内訳の分類は次の通りです。 

 アクセス待ち時間 ：同一ボリュームへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 デバイス待ち時間※：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間 

 サービス時間 ：レスポンス時間からアクセス待ち時間とデバイス待ち時間※を除いた時間 
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・アクセス回数 

ディスク・ボリュームへのアクセス回数を 1秒当りで表します。 

 

【チェックポイント】 

・レスポンス時間の変動傾向とピークを確認してください。 

・レスポンス時間が長い場合は内訳を確認し、遅延原因に応じたチューニングを検討してください。 
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3.8.3. 【入出力サブシステム】 チャネル使用率(チャネル番号) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：CHP_チャネル番号_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】チャネル使用率（チャネル番号） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した特定チャネルの使用率変動状況を示します。 

IBMの場合 JCLパラメータEMIFスイッチの指定により、筐体としての使用率かまたはEMIF論理区画としての使用

率のいずれかに切り替わります。 

また富士通の場合 FCチャネル使用率は対象外となります。 

 

【用語説明】 

・CH使用率 

チャネルが使用中であった割合を表します。 

 

【チェックポイント】 

・普段よりも使用率が高くなっていない事を確認してください。通常より高くなっている場合、当該チャネルに接続され

ているボリュームのレスポンス時間に遅延がないかどうかを確認してください。 
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3.8.4. 【入出力サブシステム】 チャネル使用率 2 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：CHP_LOAD_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】チャネル使用率２ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した複数のチャネルの使用率変動状況を示します。 

IBMの場合 JCLパラメータEMIFスイッチの指定により、筐体としての使用率かまたはEMIF論理区画としての使用

率のいずれかに切り替わります。 

また富士通の場合 FCチャネル使用率は対象外となります。 

 

【用語説明】 

・CH使用率 

チャネルが使用中であった割合を表します。 

 

【チェックポイント】 

・普段よりも使用率が高くなっていない事を確認してください。通常より高くなっている場合、当該チャネルに接続され

ているボリュームのレスポンス時間に遅延がないかどうかを確認してください。 
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3.8.5. EMIF 論理チャネル使用率 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：EMIF_CHP_LOAD_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：EMIF論理チャネル使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した複数のチャネルの EMIF論理区画としての使用率変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・CH使用率 

チャネルが使用中であった割合を表します。 

 

【チェックポイント】 

・普段よりも使用率が高くなっていない事を確認してください。通常より高くなっている場合、当該チャネルに接続され

ているボリュームのレスポンス時間に遅延がないかどうかを確認してください。 
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3.8.6. FC チャネル使用率 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：EX_CHP_LOAD_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(MSP,XSP) 

グラフタイトル  ：FCチャネル使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した複数の FCチャネルの使用率変動状況を示します。 

IBMの場合は JCLパラメータEMIFスイッチの指定により、筐体としての使用率かまたはEMIF論理区画としての使

用率のいずれかに切り替わります。 

 

【用語説明】 

・FCチャネル 

接続に光ファイバーを使用するチャネル。 

IBMでは FICON、富士通(MSP,XSP)では FCLINK として規格化されています。 

 

【チェックポイント】 

・普段よりも使用率が高くなっていない事を確認してください。通常より高くなっている場合、当該チャネルに接続され

ているボリュームのレスポンス時間に遅延がないかどうかを確認してください。 
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3.8.7. チャネルデータ転送量（筐体全体） 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：CH_TRANS_CPC_チャネル番号_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：チャネルデータ転送量（筐体全体／チャネル番号：チャネル番号） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したチャネル番号の筐体全体における読み込みと書き込みのデータ転送量の変動状況を示しま

す。 

このグラフは、拡張チャネルの場合のみ値が出力されます。通常チャネルの場合はすべてゼロで出力されます。 

 

【チェックポイント】 

データ転送量の変動状況を確認してください。 
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3.8.8. チャネルデータ転送量（対象区画） 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：CH_TRANS_LPAR_チャネル番号_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSP は除く) 

グラフタイトル ：チャネルデータ転送量（対象区画／チャネル番号：チャネル番号） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したチャネル番号の対象区画における読み込みと書き込みのデータ転送量の変動状況を示しま

す。 

このグラフは、拡張チャネルの場合のみ値が出力されます。通常チャネルの場合はすべてゼロで出力されます。 

 

【チェックポイント】 

データ転送量の変動状況を確認してください。 
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3.8.9. CPM チャネル使用率 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：CH_CPM_チャネル番号_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：日立 

グラフタイトル ：CPMチャネル使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した複数のチャネルの使用率変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・CH使用率 

チャネルが使用中であった割合を表します。 

 

【チェックポイント】 

普段よりも使用率が高くなっていない事を確認してください。通常より高くなっている場合、当該チャネルに接続されて

いるボリュームのレスポンス時間に遅延がないかどうかを確認してください。
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3.8.10. 特定ボリューム応答時間（特定ボリューム[拡張]） 
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月次

SITE － SYSTEM

2015/10/1 THU 00:00 － 2015/10/31 SAT 23:45

【入出力サブシステム】特定ボリューム応答時間(IIMWK1)

ｺﾈｸﾄ時間 ﾃﾞﾊﾞｲｽ待ち時間 制御装置待ち時間 ﾁｬﾈﾙ･ﾊﾟｽ待ち時間 ﾃﾞｨｽｺﾈｸﾄ時間 ｱｸｾｽ待ち時間 ｱｸｾｽ回数(/秒)

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VOL_TRC_EX_RESP_ボリューム名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く) 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】 特定ボリューム応答時間(ボリューム名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したボリュームのアクセス状況を示します。 
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※1 IBMシステムで表示されます。 

※2 富士通システムで表示されます。 

 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

ディスク・ボリュームの応答時間とその内訳を表します。内訳の分類は次の通りです。 

 コネクト時間※1,2 ：チャネルと制御装置間のデータ転送時間 

 デバイス待ち時間※1 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間 

 制御装置待ち時間※1 ：同一制御装置へのアクセス競合で生じる待ち時間 

 チャネル・パス待ち時間※1 ：同一チャネル・パスへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 ペンディング時間※2 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間やチャネル・パス待 

  ち、制御装置待ち時間 

 ディスコネクト時間※1,2 ：シーク、ＲＰＳミス、回転待ちなどの時間 

 アクセス待ち時間 ：同一ボリュームへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 サービス時間 ：レスポンス時間からアクセス待ち時間を除いた時間 

 

 

 

 

 

・アクセス回数 

ディスク・ボリュームへのアクセス回数を 1 秒当りで表します。 

 

【チェックポイント】 

・レスポンス時間の変動傾向とピークを確認してください。 

・レスポンス時間が長い場合は内訳を確認し、遅延原因に応じたチューニングを検討してください。 
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3.8.11. ボリューム毎の最大レスポンス時間（アクセス回数順）（ボリューム（ワースト N 件）） 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VOL_RESP_TOP30_開始時間_終了時間.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した対象時間帯においてアクセス回数の多いボリューム上位 30を対象に、ボリューム毎の最大レス

ポンス時間を棒グラフ、アクセス回数を折れ線グラフで表示しています。レコード「ディスクボリュームワースト N 件」によ

り出力されます。 
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※1 IBMシステムで表示されます。 

※2 富士通システムで表示されます。 

 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

ディスク・ボリュームの応答時間とその内訳を表します。内訳の分類は次の通りです。 

 コネクト時間※1,2 ：チャネルと制御装置間のデータ転送時間 

 デバイス待ち時間※1 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間 

 制御装置待ち時間※1 ：同一制御装置へのアクセス競合で生じる待ち時間 

 チャネル・パス待ち時間※1 ：同一チャネル・パスへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 ペンディング時間※2 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間やチャネル・パス待 

  ち、制御装置待ち時間 

 ディスコネクト時間※1,2 ：シーク、ＲＰＳミス、回転待ちなどの時間 

 アクセス待ち時間 ：同一ボリュームへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 サービス時間 ：レスポンス時間からアクセス待ち時間を除いた時間 

 

 

 

 

 

・アクセス回数 

ディスク・ボリュームへのアクセス回数を 1 秒当りで表します。 

 

【チェックポイント】 

アクセス回数の多いボリュームにおいて、レスポンスが悪化していないことを確認してください。 
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3.8.12. ボリューム毎の最大レスポンス時間（アクセス回数順）（特定ボリューム） 
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【入出力サブシステム】ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順)

ｻｰﾋﾞｽ時間 ｱｸｾｽ待ち時間 ﾃﾞﾊﾞｲｽ待ち時間 ｱｸｾｽ回数(/秒)

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VOL_TRC_RESP_TOP30_開始時間_終了時間.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した対象時間帯においてアクセス回数の多いボリューム上位 30を対象に、ボリューム毎の最大レス

ポンス時間を棒グラフ、アクセス回数を折れ線グラフで表示しています。レコード「特定ボリューム」により出力されます。 
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※1 IBMシステムで表示されます。 

※2 富士通システムで表示されます。 

 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

ディスク・ボリュームの応答時間とその内訳を表します。内訳の分類は次の通りです。 

 コネクト時間※1,2 ：チャネルと制御装置間のデータ転送時間 

 デバイス待ち時間※1 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間 

 制御装置待ち時間※1 ：同一制御装置へのアクセス競合で生じる待ち時間 

 チャネル・パス待ち時間※1 ：同一チャネル・パスへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 ペンディング時間※2 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間やチャネル・パス 

  待ち、制御装置待ち時間 

 ディスコネクト時間※1,2 ：シーク、ＲＰＳミス、回転待ちなどの時間 

 アクセス待ち時間 ：同一ボリュームへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 サービス時間 ：レスポンス時間からアクセス待ち時間を除いた時間 

 

 

 

 

 

・アクセス回数 

ディスク・ボリュームへのアクセス回数を 1 秒当りで表します。 

 

【チェックポイント】 

アクセス回数の多いボリュームにおいて、レスポンスが悪化していないことを確認してください。 
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3.8.13. ボリューム毎の最大レスポンス時間（アクセス回数順）（特定ボリューム[拡張]） 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VOL_TRC_EX_RESP_TOP30_開始時間_終了時間.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通(XSPは除く) 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した対象時間帯においてアクセス回数の多いボリューム上位 30を対象に、ボリューム毎の最大レス

ポンス時間を棒グラフ、アクセス回数を折れ線グラフで表示しています。レコード「特定ボリューム[拡張]」により出力さ

れます。 
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※1 IBMシステムで表示されます。 

※2 富士通システムで表示されます。 

 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

ディスク・ボリュームの応答時間とその内訳を表します。内訳の分類は次の通りです。 

 コネクト時間※1,2 ：チャネルと制御装置間のデータ転送時間 

 デバイス待ち時間※1 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間 

 制御装置待ち時間※1 ：同一制御装置へのアクセス競合で生じる待ち時間 

 チャネル・パス待ち時間※1 ：同一チャネル・パスへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 ペンディング時間※2 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間やチャネル・パス待 

  ち、制御装置待ち時間 

 ディスコネクト時間※1,2 ：シーク、ＲＰＳミス、回転待ちなどの時間 

 アクセス待ち時間 ：同一ボリュームへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 サービス時間 ：レスポンス時間からアクセス待ち時間を除いた時間 

 

 

 

 

 

・アクセス回数 

ディスク・ボリュームへのアクセス回数を 1 秒当りで表します。 

 

【チェックポイント】 

アクセス回数の多いボリュームにおいて、レスポンスが悪化していないことを確認してください。 
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3.8.14. ディスクスペース使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSPC_時系列種別_ボリューム通番.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：ディスクスペース使用状況[時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したディスク・ボリュームのスペース使用状況を示します。 

 

【用語説明】 

・使用率 

サマリー単位毎に最大使用率を示します。 

 

【チェックポイント】 

・使用率の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.8.15. ディスクスペース使用量 
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所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSPC_ALL_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】ディスクスペース使用量 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、全ディスク・ボリュームのスペース使用量の変動状況を示します。単位は、IBM システムでは GB、その

他のシステムでは TRKです。 

 

【チェックポイント】 

ディスクスペース使用率の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.8.16. ディスクスペース使用量（最終日） 
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所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSPC_ALL_LAST_YEAR.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】ディスクスペース使用量（最終日） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、月毎に最終日の全ディスク・ボリュームの合計スペース使用量を示します。単位は、IBM システムでは

GB、その他のシステムでは TRKです。 

 

【チェックポイント】 

ディスクスペース使用率の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.8.17. ディスクスペース使用量（最終日）TOP30 
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所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSPC_TOP30_LAST.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】ディスクスペース使用量（最終日）TOP30 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、最終日の最大スペース使用量が多いディスク・ボリューム上位 30 を対象に、スペース使用状況を示しま

す。「指定期間」とは、PNAVIVSP プロセジャ実行時に LASTMON オペランドで設定した値を指します。 単位は、

IBMシステムでは GB、その他のシステムでは TRKです。 

 

【チェックポイント】 

使用量が多いディスクにおいて、指定期間以上未参照のデータセットが多くを占めていないか確認してください。 
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3.8.18. ディスクスペース使用量（最大日） 

0

10

20

30

40

50

60

2
0

1
4
年

1
1
月

2
0

1
4
年

1
2
月

2
0

1
5
年

1
月

2
0

1
5
年

2
月

2
0

1
5
年

3
月

2
0

1
5
年

4
月

2
0

1
5
年

5
月

2
0

1
5
年

6
月

2
0

1
5
年

7
月

2
0

1
5
年

8
月

2
0

1
5
年

9
月

2
0

1
5
年

1
0
月

デ
ィ
ス
ク
ス
ペ
ー
ス
使
用
量

(G
B

)

年次

SITE － SYSTEM

2014/11/1 SAT 00:00 － 2015/10/31 SAT 23:45

ディスクスペース使用量(最大日)

使用量 未使用量

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSPC_ALL_MAX_YEAR.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】ディスクスペース使用量（最大日） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、月毎に全ディスク・ボリュームの合計スペース使用量が最大となる日の合計スペース量を示します。単位

は、IBMシステムでは GB、その他のシステムでは TRKです。 

 

【チェックポイント】 

ディスクスペース使用率の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.8.19. ディスクスペース使用量（最大日）TOP30 
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所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSPC_TOP30_MAX.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立／NEC 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】ディスクスペース使用量（最大日）TOP30 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、ボリューム毎に最大スペース使用量が最大となる日を抽出し、最大スペース使用量が多いディスク・ボリ

ューム上位 30 を対象に、スペース使用状況を示します。「指定期間」とは、PNAVIVSP プロセジャ実行時に

LASTMON オペランドで設定した値を指します。 単位は、IBM システムでは GB、その他のシステムでは TRK で

す。 

 

【チェックポイント】 

使用量が多いディスクにおいて、指定期間以上未参照のデータセットが多くを占めていないか確認してください。 
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3.8.20. 未参照データセット情報 TOP30 
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所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSPC_NOREF_TOP30.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通／日立 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】未参照データセット情報 TOP30 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、入力期間の最終日において、指定期間以上未参照だったデータセットのうちスペース使用量が多い上

位 30を示します。「指定期間」とは、PNAVIVSPプロセジャ実行時にLASTMONオペランドで設定した値を指します。 

単位は、IBMシステムでは GB、その他のシステムでは TRKです。 

 

【チェックポイント】 

参照頻度が低いデータセットとその使用量を確認してください。 



ES/1 NEO MF Series 

－342－ 

 

3.8.21. データクラス使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VDTCLS_時系列種別_データクラス名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：データクラス使用状況[時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したデータクラスのスペース使用状況を示します。 

 

【用語説明】 

・使用率 

サマリー単位毎に最大使用率を示します。 

 

【チェックポイント】 

・使用率の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.8.22. ストレージクラス使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSTCLS_時系列種別_ストレージクラス名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：ストレージクラス使用状況[時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したストレージクラスのスペース使用状況を示します。 

 

【用語説明】 

・使用率 

サマリー単位毎に最大使用率を示します。 

 

【チェックポイント】 

・使用率の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.8.23. マネージメントクラス使用状況 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VMGCLS_時系列種別_マネージメントクラス名.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：マネージメントクラス使用状況[時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したマネージメントクラスのスペース使用状況を示します。 

 

【用語説明】 

・使用率 

サマリー単位毎に最大使用率を示します。 

 

【チェックポイント】 

・使用率の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.8.24. ストレージグループ使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSTGRP_時系列種別_ストレージグループ／ストレージプール名.xls／.xlsx  

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／日立 

グラフタイトル  ：ストレージグループ使用状況[時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定したストレージグループのスペース使用状況を示します。 

 

【用語説明】 

・使用率 

サマリー単位毎に最大使用率を示します。 

 

【チェックポイント】 

・使用率の変動傾向とピークを確認してください。 
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3.8.25. VSM ディスクバッファ使用率(全 VTSS) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSM_DBU_時系列.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通 

グラフタイトル  ：VSM ディスクバッファ使用率(全 VTSS) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、全仮想テープ装置のディスクバッファ使用率の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・DBU 

ディスクバッファ使用率。総バックエンド容量に対する使用バックエンド容量の割合。 

 

【チェックポイント】 

・ディスクバッファ使用率の変動状況を確認してください。VSM では自動マイグレーション機能を持っており、ディスク

バッファ使用率が予めパラメータで指定している上限値に達すると、自動的にマイグレーションを開始します。その為、

ディスクバッファ使用率は限界値付近で安定する傾向があります。 
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3.8.26. VSM ディスクバッファ使用率(VTSS 識別子) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSM_DBU_時系列種別_VTSS識別子.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通 

グラフタイトル  ：VSM ディスクバッファ使用率(VTSS識別子) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想テープ装置のディスクバッファ使用率の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・DBU 

ディスクバッファ使用率。総バックエンド容量に対する使用バックエンド容量の割合。 

 

【チェックポイント】 

・ディスクバッファ使用率の変動状況を確認してください。VSM では自動マイグレーション機能を持っており、ディスク

バッファ使用率が予めパラメータで指定している上限値に達すると、自動的にマイグレーションを開始します。その為、

ディスクバッファ使用率は限界値付近で安定する傾向があります。 
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3.8.27. VSM コントロールユニット使用状況(VTSS 識別子) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSM_CU_時系列種別_ VTSS識別子.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通 

グラフタイトル  ：VSM コントロールユニット使用状況(VTSS識別子) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想テープ装置の RTD と HOSTのコントロールユニット使用率の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・RTD% 

VTSS チャネルインターフェースを利用した RTD 間の使用率(％) 

・HOST% 

VTSS チャネルインターフェースを利用したホスト間の使用率(％) 

 

【チェックポイント】 

・RTD と HOSTのコントロールユニット使用率の変動状況を確認してください。 
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3.8.28. VSM コントロールユニット使用状況(VTSS 識別子)(VSM6) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSM6_CU_VTSS識別子_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通 

グラフタイトル  ：【入出力サブシステム】 VSM コントロールユニット使用状況(VTSS識別子)  

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想テープ装置のコントロールユニットにおける HOST/RTD/VLE のデータ転送量の変動状況を示し

ます。 

 

【用語説明】 

・HOST 

VTSS チャネルインターフェースを利用したホスト間のデータ転送量(RECALL+WRITE) 

・RTD 

VTSS チャネルインターフェースを利用した RTD 間のデータ転送量(WRITE+READ) 

・VLE 

VTSS チャネルインターフェースを利用した VLE間のデータ転送量(RECEIVE+SENT) 
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【チェックポイント】 

・各データ転送量の変動状況を確認してください。 
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3.8.29. VSM VTV レスポンス時間(VTSS 識別子) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSM_VTVRSP_時系列種別_（VTSS識別子）.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通 

グラフタイトル  ：VSM VTVレスポンス時間(VTSS識別子) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想テープ装置のレスポンス時間に影響を及ぼす動作の変動状況を示します。 



ES/1 NEO MF Series 

－352－ 

 

【用語説明】 

・MIGRATE－SIZA（GB） 

非圧縮 VTVサイズ(GB)。 

・RECALL－SIZA（GB） 

現在リコールされているサイズ(GB)。 

・合計マウント回数 

VTVマウント総要求回数。 

・平均マウント時間 

VTV平均マウント時間（秒）。 

 

【チェックポイント】 

・マウント回数およびマウント時間の変動状況を確認してください。マウント時間が長い場合、バッファミスが発生してい

る可能性がありますので、同時にバッファミスの状況も確認してください。 
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3.8.30. VSM VTV バッファヒット率(VTSS 識別子) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSM_VTVHIT_時系列種別_VTSS識別子.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通 

グラフタイトル  ：VSM VTVバッファヒット率(VTSS識別子) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想テープ装置のバッファヒット率とバッファミス率の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・HIT% 

バッファヒット率（％） 全 VTVマウント要求を対象としたキャッシュ・ヒット率。 

ヒット率は次式で算出されます。 

・MISS% 

バッファミス率（％） 
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【チェックポイント】 

・バッファミス率が高くなっていないか確認してください。バッファヒット、バッファミスはホストがマウント要求を出した際、

目的の VTVがディスクバッファ上に存在するか否かで発生します。バッファミス率が高い場合、目的の VTVがディス

クバッファ上に存在しなかった為、物理テープ（MVC）からディスクバッファへデータを移動する動作（リコール）が存

在します。この場合、RTD 待ちや RTD と VTSS 間のデータ転送時間が仮想マウント時間に加算されることになりま

す。 
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3.8.31. VSM RTD レスポンス時間(VTSS 識別子) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSM_RTDRSP_時系列種別_VTSS識別子.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通 

グラフタイトル  ：VSM ＲＴＤレスポンス時間(VTSS識別子) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想テープ装置の RTDのレスポンス時間に影響を及ぼす動作の変動状況を示します。 
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【用語説明】 

・MIGRATE－SIZA（GB） 

非圧縮 VTVサイズ(GB)。 

・RECALL－SIZA（GB） 

現在リコールされているサイズ(GB)。 

・合計マウント回数 

マウント総要求回数。 

・平均マウント時間 

RTD平均マウント時間（秒）。 

 

【チェックポイント】 

・マウント回数およびマウント時間の変動状況を確認してください。RTD へのマウント要求は、VTV 上に目的のデータ

が存在しなかった場合に発生します。RTDへのマウントはVTVのマウント時間に影響します。この為、RTDのマウン

ト回数や、マウント時間およびマイグレーション、リコールサイズも同時に確認してください。 
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3.8.32. VSM RTD データ転送量(VTSS 識別子) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSM_RTDTRN_時系列種別_VTSS識別子.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通 

グラフタイトル  ：VSM ＲＴＤデータ転送量(VTSS識別子) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想テープ装置の RTDへの書き込みと読み込みのデータ転送量の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・データ転送量の変動状況を確認してください。データ転送量により RTDへの負荷傾向を把握できます。 
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3.8.33. VSM RTD マウント処理状況(VTSS 識別子) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VSM_RTDMNT_時系列種別_VTSS識別子.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM／富士通 

グラフタイトル  ：VSM ＲＴＤマウント処理状況(VTSS識別子) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、RTDの各マウント要因の内訳とマウント時間の変動状況を示します。 
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【用語説明】 

・MIGRATE 

マイグレーション要求の総回数。 

・RECALL 

リコール要求の総回数。 

・RECLAIM 

リクレイム要求の総回数。 

・DRAIN 

ドレイン要求の総回数。 

・AUDIT 

オーディット要求の総回数。 

・CONSOLIDATE 

総合要求の総回数。 

・EXPORT 

エクスポート要求の総回数。 

 

【チェックポイント】 

・各マウント回数とマウント時間の変動状況を確認してください。 
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3.8.34. VTS キャッシュヒット率(ライブラリ番号) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VTS_CACHE_時系列種別_ライブラリ番号.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：VTS キャッシュヒット率(ライブラリ番号) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、マウント回数とキャッシュヒット率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・キャッシュヒット率の変動状況を確認してください。キャッシュヒット率が低い場合、目的のデータがテープボリュームキ

ャッシュ上に存在しなかった為、物理ドライブからテープボリュームキャッシュへデータを移動する動作（リコール）が存

在します。この場合、物理ドライブのマウント待ちや物理ドライブと仮想ドライブ間のデータ転送時間が仮想マウント待

ち時間に加算されることになります。 
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3.8.35. VTS 仮想マウント待ち時間(ライブラリ番号) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VTS_VMNTM_時系列種別_ライブラリ番号.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：VTS 仮想マウント待ち時間(ライブラリ番号) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、仮想ドライブのマウント回数と仮想マウント待ち時間の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・マウント待ち時間 

VTSがホストからのマウント要求を開始してからマウントが完了するまでの時間 

 

【チェックポイント】 

・マウント回数とマウント待ち時間の変動状況を確認してください。目的のデータがテープボリュームキャッシュ上に存

在しなかった為、物理ドライブからテープボリュームキャッシュへデータを移動する動作（リコール）が存在します。この

場合、物理ドライブのマウント待ちや物理ドライブと仮想ドライブ間のデータ転送時間が仮想マウント待ち時間に加算

されることになります。 
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3.8.36. VTS 物理ドライブ稼働率(ライブラリ番号) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VTS_PHYUSE_時系列種別_ライブラリ番号.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：VTS 物理ドライブ稼働率(ライブラリ番号) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、物理ドライブの各マウント回数と物理ドライブの稼働率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・各マウント回数と物理ドライブの稼働率の変動状況を確認してください。 
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3.8.37. VTS データ転送量(HOST-TVC)(ライブラリ番号) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VTS_TRANS_時系列種別_ライブラリ番号.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：VTS データ転送量(HOST-TVC)(ライブラリ番号) [時系列種別] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、HOST と TVC間の書き込みと読み込みのデータ転送量の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・データ転送量の変動状況を確認してください。 
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3.8.38. TCP/IP ユーザ ID 毎の合計転送量 TOP30) 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：TCPIP_USERID_SUMBYTE_TOP30.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：TCP/IP ユーザ ID毎の合計転送量 TOP30 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、合計転送量が多いユーザ ID上位 30の合計転送量を示します。 

 

【チェックポイント】 

・合計転送量が多いユーザ ID と転送量をご確認ください。 
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3.8.39. TCP/IP ローカル IP アドレス毎の合計転送量 TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：TCPIP_LOCALIP_SUMBYTE_TOP30.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：TCP/IP ローカル IPアドレス毎の合計転送量 TOP30 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、合計転送量が多いローカル IPアドレス上位 30の合計転送量を示します。 

 

【チェックポイント】 

・合計転送量が多いローカル IPアドレスと転送量をご確認ください。 
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3.8.40. TCP/IP ローカルポート番号毎の合計転送量 TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：TCPIP_LOCALPORT_SUMBYTE_TOP30.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：TCP/IP ローカルポート番号毎の合計転送量 TOP30 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、合計転送量が多いローカルポート番号上位 30の合計転送量を示します。 

 

【チェックポイント】 

・合計転送量が多いローカルポート番号と転送量をご確認ください。 
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3.8.41. TCP/IP リモート IP アドレス毎の合計転送量 TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：TCPIP_REMOTEIP_SUMBYTE_TOP30.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：TCP/IP リモート IPアドレス毎の合計転送量 TOP30 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、合計転送量が多いリモート IPアドレス上位 30の合計転送量を示します。 

 

【チェックポイント】 

・合計転送量が多いリモート IPアドレスと転送量をご確認ください。 
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3.8.42. TCP/IP リモートポート番号毎の合計転送量 TOP30 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：TCPIP_REMOTEPORT_SUMBYTE_TOP30.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：TCP/IP リモートポート番号毎の合計転送量 TOP30 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、合計転送量が多いリモートポート番号上位 30の合計転送量を示します。 

 

【チェックポイント】 

・合計転送量が多いリモートポート番号と転送量をご確認ください。 
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3.8.43. TCP/IP サブコンポーネント毎の転送量 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：TCPIP_COMP_BYTE_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：TCP/IP サブコンポーネント毎の転送量 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、TCP/IPサブコンポーネント毎の転送量の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・転送量の変動傾向とピークをご確認ください。 
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3.8.44. TCP/IP インターフェース毎の転送量 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：TCPIP_IFNAME_BYTE_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：TCP/IP インターフェース毎の転送量 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、TCP/IP インターフェース毎の転送量の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・転送量の変動傾向とピークをご確認ください。 
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3.8.45. TCP/IP 特定サブコンポーネントの転送量 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：TCPIP_COMP_BYTE_サブコンポーネント名_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：TCP/IP 特定サブコンポーネントの転送量[サブコンポーネント名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した TCP/IPサブコンポーネントの転送量の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・転送量の変動傾向とピークをご確認ください。 
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3.8.46. TCP/IP 特定インターフェースの転送量 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：TCPIP_IFNAME_BYTE_インターフェース名_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：TCP/IP 特定インターフェースの転送量[インターフェース名] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した TCP/IP インターフェースの転送量の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・転送量の変動傾向とピークをご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Performance Navigator 出力結果解説書 

－373－ 

 

3.8.47. チャネル使用率[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：CHP_USE_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル ：チャネル使用率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した複数のチャネルの使用率変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・CH使用率 

チャネルが使用中であった割合を表します。 

 

【チェックポイント】 

普段よりも使用率が高くなっていない事を確認してください。通常より高くなっている場合、当該チャネルに接続されて

いるボリュームのレスポンス時間に遅延がないかどうかを確認してください。 
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3.8.48. ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VOL_RESP_TOP50_ACC_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した対象時間帯においてアクセス回数の多いボリューム上位 50を対象に、ボリューム毎の最大レス

ポンス時間を棒グラフ、アクセス回数を折れ線グラフで表示しています。レコード「ディスクボリュームワースト N 件」によ

り出力されます。 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

ディスク・ボリュームの応答時間とその内訳を表します。内訳の分類は次の通りです。 

 コネクト時間 ：チャネルと制御装置間のデータ転送時間 

 デバイス待ち時間 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間 

 制御装置待ち時間 ：同一制御装置へのアクセス競合で生じる待ち時間 

 チャネル・パス待ち時間  ：同一チャネル・パスへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 ディスコネクト時間 ：シーク、ＲＰＳミス、回転待ちなどの時間 

 アクセス待ち時間 ：同一ボリュームへのアクセス競合で生じる待ち時間 
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 サービス時間 ：レスポンス時間からアクセス待ち時間を除いた時間 

 

・アクセス回数 

ディスク・ボリュームへのアクセス回数を 1 秒当りで表します。 

 

【チェックポイント】 

アクセス回数の多いボリュームにおいて、レスポンスが悪化していないことを確認してください。 
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3.8.49. ボリューム毎の最大レスポンス時間(レスポンス時間順)[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：入出力サブシステム 

出力ファイル名 ：VOL_RESP_TOP50_RESP_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：ボリューム毎の最大レスポンス時間(レスポンス時間順) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定した対象時間帯においてレスポンス時間の長いボリューム上位 50を対象に、ボリューム毎の最大レ

スポンス時間を棒グラフ、アクセス回数を折れ線グラフで表示しています。レコード「ディスクボリュームワースト N 件」に

より出力されます。 

 

【用語説明】 

・レスポンス時間 

ディスク・ボリュームの応答時間とその内訳を表します。内訳の分類は次の通りです。 

 コネクト時間 ：チャネルと制御装置間のデータ転送時間 

 デバイス待ち時間 ：共用ボリュームへのアクセス競合で生じるシステム間の待ち時間 

 制御装置待ち時間 ：同一制御装置へのアクセス競合で生じる待ち時間 

 チャネル・パス待ち時間  ：同一チャネル・パスへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 ディスコネクト時間 ：シーク、ＲＰＳミス、回転待ちなどの時間 

 アクセス待ち時間 ：同一ボリュームへのアクセス競合で生じる待ち時間 

 サービス時間 ：レスポンス時間からアクセス待ち時間を除いた時間 
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・アクセス回数 

ディスク・ボリュームへのアクセス回数を 1 秒当りで表します。 

 

【チェックポイント】 

アクセス回数の多いボリュームにおいて、レスポンスが悪化していないことを確認してください。 
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3.9. TS7700 

3.9.1. TS7700 仮想マウント時間(FAST READY) 
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2014/2/1 SAT 00:00 － 2014/2/28 FRI 23:45

仮想マウント時間(FAST READY) [ClusterID:00]

仮想マウント時間 仮想マウント数

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_VTD_TIME_FAST_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：仮想マウント時間(FAST READY) [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの仮想マウント時間(FastReady)の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・時間帯毎の負荷状況とマウント時間が長くなっていないかをご確認ください。マウント時間が長くなっている際には、

ホストとキャッシュ間のパフォーマンスに変化が生じていないか確認してください。 
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3.9.2. TS7700 仮想マウント時間(CACHE HIT) 
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仮想マウント時間(CACHE HIT) [ClusterID:00]

仮想マウント時間 仮想マウント数

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_VTD_TIME_HIT_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：仮想マウント時間(CACHE HIT) [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの仮想マウント時間(キャッシュヒット)の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・時間帯毎の負荷状況とマウント時間が長くなっていないかをご確認ください。マウント時間が長くなっている際には、

ホストとキャッシュ間のパフォーマンスに変化が生じていないか確認してください。 
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3.9.3. TS7700 仮想マウント時間(CACHE MISS) 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

0

10

20

30

40

50

60

2
月

1
日

2
月

2
日

2
月

3
日

2
月

4
日

2
月

5
日

2
月

6
日

2
月

7
日

2
月

8
日

2
月

9
日

2
月

1
0
日

2
月

1
1
日

2
月

1
2
日

2
月

1
3
日

2
月

1
4
日

2
月

1
5
日

2
月

1
6
日

2
月

1
7
日

2
月

1
8
日

2
月

1
9
日

2
月

2
0
日

2
月

2
1
日

2
月

2
2
日

2
月

2
3
日

2
月

2
4
日

2
月

2
5
日

2
月

2
6
日

2
月

2
7
日

2
月

2
8
日

合
計
仮
想
マ
ウ
ン
ト
数

平
均
仮
想
マ
ウ
ン
ト
時
間

(秒
)

月次

IIM0 － IIM0

2014/2/1 SAT 00:00 － 2014/2/28 FRI 23:45

仮想マウント時間(CACHE MISS) [ClusterID:00]
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_VTD_TIME_MISS_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：仮想マウント時間(CACHE MISS) [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの仮想マウント時間(キャッシュミス)の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・時間帯毎の負荷状況とマウント時間が長くなっていないかをご確認ください。マウント時間が長くなっている際には、

キャッシュヒット率を確認の上、キャッシュサイズの増設やストレージクラスの利用、TS7740の場合はプレマイグレーシ

ョン制御の閾値の変更をご検討ください。 
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3.9.4. TS7700 仮想ドライブ数 
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仮想ドライブ数 [ClusterID:00]
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_VTD_DRIVS_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：仮想ドライブ数[ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのマウントされていた仮想ドライブ数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・仮想ドライブの使用状況をご確認ください。また、長時間、最大仮想ドライブ数がインストールされているドライブ数に

達していないかご確認ください。 
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3.9.5. TS7700 キャッシュヒット率 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_TVC_HIT%_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：キャッシュヒット率 [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのキャッシュヒット率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・キャッシュヒット率は一般的に 80%以上であることが望ましいとされています。キャッシュヒット率が低下している際は、

キャッシュサイズの増設やストレージクラスの利用、TS7740 の場合はプレマイグレーション制御の閾値の変更をご検

討ください。 
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3.9.6. TS7700 キャッシュ常駐データサイズ 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_TVC_SIZE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：キャッシュ常駐データ [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのキャッシュ常駐データサイズの変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・キャッシュサイズに対して、常駐データサイズに余裕がある事を確認してください。 
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3.9.7. TS7700 キャッシュ常駐データ(PG0/PG1) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_TVC_SIZE_PG01_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：キャッシュ常駐データサイズ(PG0/PG1) [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのストレージクラス毎のキャッシュ常駐データサイズの変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・PG1はPG0より高いプライオリティーを与えられています。リコールされる可能性の低いボリュームはPG0を、高いボ

リュームは PG1を指定されることをお勧めします。 
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3.9.8. TS7700 アン・プレマイグレーションサイズ 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_TVC_SIZE_UNPREMIG_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：アン・プレマイグレーションサイズ [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのマイグレートされていないキャッシュサイズの変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・プレマイグレーションしていないデータ量が優先プレマイグレーションの閾値（デフォルト 1600GB）を超えるとプレマ

イグレーションが開始されます。プレマイグレーション中、リコールは待たされるため仮想マウント時間が長くなる場合

があります。 
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3.9.9. TS7700 キャッシュスループット 
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HOST書き込み圧縮データ転送速度 HOST読み込み圧縮データ転送速度 プレマイグレーションデータ転送速度
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リモート書き込みデータ転送速度 リモート読み込みデータ転送速度 HOST I/O転送速度
 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_TVC_DATARATE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：キャッシュスループット [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのキャッシュを利用した要求毎にスループットを示します。 

 

【チェックポイント】 

・キャッシュへの負荷の把握や、HOST I/O 転送速度低下時の要因分析にご活用ください。 

 



Performance Navigator 出力結果解説書 

－387－ 

 

3.9.10. TS7700 最大 CPU 使用率 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_TVC_MAXCPU_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：最大 CPU使用率 [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの CPU使用率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・POWER7エンジンの場合、通常パフォーマンスのボトルネックになることはありません。CPU使用率が 85％を超える

と据え置きコピースロットルが発生します。CPU 使用率が高い際は、据え置きコピースロットルの発生状況をご確認く

ださい。 
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3.9.11. TS7700 スロットル率 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_TVC_THROTTLE%_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：スロットル率 [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのスロットル率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・スロットルの発生状況をご確認ください。スロットルが発生している場合、ホストスループットと各タスクのパフォーマン

スがバランス化されているかご確認ください。バランス化されていない場合は各タスクの閾値を見直してください。 
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3.9.12. TS7700 スロットル発生状況 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_TVC_THROTTLE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：スロットル発生状況 [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのスロットル発生状況の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・スロットルの発生状況をご確認ください。スロットルが発生している場合、ホストスループットと各タスクのパフォーマン

スがバランス化されているかご確認ください。バランス化されていない場合は各タスクの閾値を見直してください。 
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3.9.13. TS7700 HOST I/O 転送速度と据え置きコピースロットル時間 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

0

10

20

30

40

50

60

2
月

1
日

2
月

2
日

2
月

3
日

2
月

4
日

2
月

5
日

2
月

6
日

2
月

7
日

2
月

8
日

2
月

9
日

2
月

1
0
日

2
月

1
1
日

2
月

1
2
日

2
月

1
3
日

2
月

1
4
日

2
月

1
5
日

2
月

1
6
日

2
月

1
7
日

2
月

1
8
日

2
月

1
9
日

2
月

2
0
日

2
月

2
1
日

2
月

2
2
日

2
月

2
3
日

2
月

2
4
日

2
月

2
5
日

2
月

2
6
日

2
月

2
7
日

2
月

2
8
日

平
均
据
え
置
き
コ
ピ
ー
ス
ロ
ッ
ト
ル
時
間

(秒
)

平
均

H
O

ST
 I/

O
転
送
速
度

(M
B

/秒
)

月次

IIM0 － IIM0

2014/2/1 SAT 00:00 － 2014/2/28 FRI 23:45

HOST I/O転送速度と据え置きコピースロットル時間 [ClusterID:00]

HOST I/O転送速度 据え置きコピースロットル時間

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_TVC_HOSTIO_DC_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：HOST I/O転送速度と据え置きコピースロットル時間 [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのスロットル発生状況の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・HOST I/O転送速度と据え置きコピースロットル時間のバランスをご確認ください。据え置きコピーの遅延時間は閾値

で調整することができます。デフォルト値は 125msであり、初期値の推奨は 30ms～40msです。 
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3.9.14. TS7700 物理ドライブ数 
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物理ドライブ数 [ClusterID:00]

インストールされている物理ドライブ数 マウントされていた最大物理ドライブ数 マウントされていた平均物理ドライブ数

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_PHY_DRVS_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：物理ドライブ数 [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのマウントされていた物理ドライブ数の変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・物理ドライブの使用状況をご確認ください。また、長時間、最大物理ドライブ数がインストールされている物理ドライブ

数に達していないかご確認ください。 
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3.9.15. TS7700 物理マウント回数 
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物理マウント回数 [ClusterID:00]
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_PHY_MNTCNT_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：物理マウント回数 [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの要因毎の物理マウント回数の変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・物理マウントの発生状況をご確認ください。通常より発生回数が多い場合は、その時間帯のホストのパフォーマンスに

影響が出ていないかを確認してください。 
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3.9.16. TS7700 物理マウント時間 
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物理マウント時間 [ClusterID:00]

最大マウント待ち時間 平均マウント待ち時間 最小マウント待ち時間

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_PHY_MNTTIME_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：物理マウント時間 [ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの物理マウント時間の変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・キャッシュミスするとリコールが発生し物理ドライブへのアクセスが発生します。プレイマイグレーションやリクレイム中、

リコールは待たされるため仮想マウント時間が長くなります。物理マウント時間が長い場合は、プレマイグレーションで

使用されるバックエンドドライブの最大数の設定やリクレイムスケジュールの調整をご検討ください。 
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3.9.17. TS7700 スクラッチ/専用スタックボリューム数 
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スクラッチ/専用スタックボリューム数 [ClusterID:00]

スクラッチボリューム数 専用スタックボリューム数

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_PHY_SCRPRIVOLS_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：スクラッチ／専用スタックボリューム数[ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのスクラッチボリューム数、専用スタックボリューム数の変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・スクラッチボリューム数、専用スタックボリューム数に不足がないかご確認ください。 
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3.9.18. TS7700 アクティブ・データ 
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アクティブ・データ [ClusterID:00]

アクティブデータ量

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_PHY_ACTIVEDATA_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：アクティブ・データ[ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの物理ドライブ上のアクティブデータ量の変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・物理ドライブの容量に対し、どれくらいの使用量であるかご確認ください。 
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3.9.19. TS7700 グリッド・データ転送量 
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グリッド・データ転送量 [ClusterID:00]

コピー書き込みデータ量 コピー読み込みデータ量 リモート書き込みデータ量 リモート読み込みデータ量

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_GRD_DATARATE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：グリッド・データ転送量[ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのグリッド間のデータ転送量の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・グリッド間のネットワーク帯域への負荷が高まると、コピー処理のレスポンスに影響が生じてきます。グリッド間の通信

量をご確認ください。 
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3.9.20. TS7700 据え置き/即時コピーキュー内にあった時間とコピー用論理ボリューム数 
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据え置き/即時コピーキュー内にあった時間とコピー用論理ボリューム数 [ClusterID:00]

コピー用論理ボリューム数 据え置きコピーキュー内にあった時間 即時コピーキュー内にあった時間

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_GRD_TIMECNT_DEFIMM_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：据え置き／即時コピーキュー内にあった時間とコピー用論理ボリューム数[ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタのグリッドのコピーキュー内にあった時間とコピー用ボリューム数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・キュー内にあった時間が長くなっていないかを確認してください。即時コピーはコピーが完了してからジョブが終了す

るため、処理時間が長くなります。重要業務に影響が出ていないかご確認ください。 
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3.9.21. TS7700 即時コピーで転送されてきたデータ量と回数 
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即時コピーで転送されてきたデータ量と回数 [ClusterID:00]

即時コピーデータ量 回数

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_GRD_SIZECNT_IMM_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：即時コピーで転送されてきたデータ量と回数[ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの即時コピーでキャッシュに転送されてきたデータ量とその回数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・転送の発生状況とそのデータ量をご確認ください。 
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3.9.22. TS7700 据え置きコピーで転送されてきたデータ量と回数 
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据え置きコピーで転送されてきたデータ量と回数 [ClusterID:00]

据え置きコピーデータ量 回数

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_GRD_SIZECNT_DEF_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：据え置きコピーで転送されてきたデータ量と回数[ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの据え置きコピーでキャッシュに転送されてきたデータ量とその回数の変動状況を示しま

す。 

 

【チェックポイント】 

・転送の発生状況とそのデータ量をご確認ください。 
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3.9.23. TS7700 同期コピーで転送されてきたデータ量と回数 
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同期コピーで転送されてきたデータ量と回数 [ClusterID:00]

同期コピーデータ量 回数

 

所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_クラスタ ID_GRD_SIZECNT_CPY_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：同期コピーで転送されてきたデータ量と回数[ClusterID:クラスタ ID] 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定クラスタの同期コピーでキャッシュに転送されてきたデータ量とその回数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・転送の発生状況とそのデータ量をご確認ください。 
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3.9.24. TS7700 キャッシュヒット率(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_HIT%_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：キャッシュヒット率 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎のキャッシュヒット率の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・キャッシュヒット率は一般的に 80%以上であることが望ましいとされています。キャッシュヒット率が低下している際は、

キャッシュサイズの増設やストレージクラスの利用、TS7740 の場合はプレマイグレーション制御の閾値の変更をご検

討ください。 
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3.9.25. TS7700 コピー用論理ボリューム数(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_LVOLCNT_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：コピー用論理ボリューム数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎のコピー用論理ボリューム数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・コピー用論理ボリューム数の変動状況を確認してください。 
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3.9.26. TS7700 据え置きコピーキュー内にあった時間(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_DEFQUE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：据え置きコピーキュー内にあった時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の据え置きコピーキュー内にあった時間の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・待ち時間が長くなっていないかを確認してください。 
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3.9.27. TS7700 即時コピーキュー内にあった時間(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_IMMQUE_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：即時コピーキュー内にあった時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の即時コピーキュー内にあった時間の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・待ち時間が長くなっていないかを確認してください。即時コピーはコピーが完了してからジョブが終了するため、処理

時間が長くなります。重要業務に影響が出ていないかご確認ください。 
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3.9.28. TS7700 仮想マウント回数(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_MTNCNT_VTD_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：仮想マウント回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の仮想マウント回数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・仮想マウントの発生状況をご確認ください。 
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3.9.29. TS7700 物理マウント回数(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_MTNCNT_PHY_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：物理マウント回数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の物理マウント回数の変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・物理マウントの発生状況をご確認ください。通常より発生回数が多い場合は、その時間帯のホストのパフォーマンスに

影響が出ていないかを確認してください。 
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3.9.30. TS7700 最大仮想ドライブ数(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_DRIVS_VTD_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：最大仮想ドライブ数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の最大仮想ドライブ数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・仮想ドライブの使用状況をご確認ください。 
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3.9.31. TS7700 最大物理ドライブ数(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_DRIVS_PHY_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：最大物理ドライブ数 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の最大物理ドライブ数の変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・物理ドライブの使用状況をご確認ください。 
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3.9.32. TS7700 平均仮想マウント時間(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_TIME_VTD_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：平均仮想マウント時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の仮想マウント時間の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・時間帯毎の負荷状況とマウント時間が長くなっていないかをご確認ください。マウント時間が長くなっている際には、

ホストとキャッシュ間のパフォーマンスに変化が生じていないか確認してください。 
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3.9.33. TS7700 平均物理マウント時間(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_TIME_PHY_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：平均物理マウント時間 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の物理マウント時間の変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・キャッシュミスするとリコールが発生し物理ドライブへのアクセスが発生します。プレイマイグレーションやリクレイム中、

リコールは待たされるため仮想マウント時間が長くなります。物理マウント時間が長い場合は、プレマイグレーションで

使用されるバックエンドドライブの最大数の設定やリクレイムスケジュールの調整をご検討ください。 
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3.9.34. TS7700 据え置きコピースロットル発生状況(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_THROTTLE_DC_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：据え置きコピースロットル発生状況 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の据え置きコピースロットル時間の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・据え置きコピースロットル時間の変動状況をご確認ください。据え置きコピーの遅延時間は閾値で調整することができ

ます。デフォルト値は 125msであり、初期値の推奨は 30ms～40msです。 
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3.9.35. TS7700 ホスト書き込みスロットル発生状況(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_THROTTLE_WR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：ホスト書き込みスロットル発生状況 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎のホスト書き込みスロットル数の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・スロットルの発生状況をご確認ください。 
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3.9.36. TS7700 コピースロットル発生状況(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_THROTTLE_CP_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：コピースロットル発生状況 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎のコピースロットル時間の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・スロットルの発生状況をご確認ください。 
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3.9.37. TS7700 HOST I/O 転送速度(非圧縮）(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_HOSTIO_UNCOMP_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：HOST I/O転送速度（非圧縮） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎のHOST⇔TVC転送速度の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・HOST I/O 転送速度低下時の要因分析にご活用ください。 
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3.9.38. TS7700 HOST I/O 転送速度(圧縮）(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_HOSTIO_COMP_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：HOST I/O転送速度（圧縮） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎の TVC⇔HBA転送速度の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・HOST I/O 転送速度低下時の要因分析にご活用ください。 
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3.9.39. TS7700 アン・プレマイグレーションサイズ(複数クラスタ) 
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所属カテゴリー名 ：TS7700 

出力ファイル名 ：TS70_CLS_SIZE_UNPREMIG_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：アン・プレマイグレーションサイズ 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、クラスタ毎のマイグレートされていないキャッシュサイズの変動状況を示します。(TS7740専用) 

 

【チェックポイント】 

・プレマイグレーションしていないデータ量が優先プレマイグレーションの閾値（デフォルト 1600GB）を超えるとプレマ

イグレーションが開始されます。プレマイグレーション中、リコールは待たされるため仮想マウント時間が長くなる場合

があります。 
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3.10. 課金 

3.10.1. 特定製品の 4 時間平均 MSU 使用値 
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所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_4av_製品名_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】4時間平均MSU使用値（製品名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定製品の時間毎の 4時間平均MSU使用値を区画毎に積み上げています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・特定製品の推移や最大を記録した時間を確認してください。 
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3.10.2. 製品毎の最大合計 MSU 使用値 

21

22

23

24

25

26

27

28
Z/

O
S

C
IC

S

IM
S/

ES
A

M
Q

M
 M

V
S/

ES
A

W
S 

M
Q

 F
IL

E 
TR

A
N

S

最
大

M
SU
使
用
値

月次

IIM0 － IIM0

2013/10/2 WED 00:00 － 2013/11/1 FRI 23:00

【課金】製品毎の最大合計MSU使用値

LPAR1 LPAR2 LPAR3 LPAR4

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_MAXBYLPAR_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】製品毎の最大合計MSU使用値 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、製品が稼働していた LPARの「4時間平均MSU使用値の合計」が最大となったインターバルの内訳を

表示しています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・製品毎の課金対象 MSU 値を確認します。（先月と一貫性があるか、異常な製品または LPAR 使用率が示されてい

ないか） 
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3.10.3. 特定製品の最大合計 MSU 使用値[月次] 
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所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_MAX_製品名_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】最大合計MSU使用値（製品名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定製品の日毎の最大 4時間平均MSU使用値を区画毎に積み上げています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・特定製品の推移や最大を記録した日を確認します。 
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3.10.4. 特定製品の最大合計 MSU 使用値[年次] 
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所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_MAX_製品名_YEAR.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】最大合計MSU使用値（製品名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定製品の月毎の最大 4時間平均MSU使用値を区画毎に積み上げています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 
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月毎の課金対象期間は 2日から翌月の 1日までとなります。当グラフを作成する際は、グラフの

対象期間を課金対象期間に合わせてください。 

 

 

 

【チェックポイント】 

・月毎に特定製品の推移や最大を記録した日時を確認します。 
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3.10.5. 特定製品のアクティビティ 
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所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_ACT_製品名_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】アクティビティ（製品名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定製品の日毎のアクティビティを区画毎に表示しています。 

 

【チェックポイント】 

・特定製品のアクティビティの推移を確認します。 
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3.10.6. 製品毎の最大 MSU 使用値 
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所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_MAX_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】製品毎の最大MSU使用値 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、日毎に全対象製品の最大MSU使用値推移を表示します。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・製品全体の推移を確認し、製品単位での課金傾向を比較します。 
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3.10.7. 筐体全体の MSU 使用値 
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所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_CPC_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】筐体全体のMSU使用値 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、LPARの使用MSU値を積み上げ、筐体全体の使用MSU値の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・筐体全体のMSU使用値がどのように変動するかを確認してください。 
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3.10.8. 特定グループの MSU 使用値 
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【課金】特定グループのMSU使用値 (GROUP1)

LPAR1 LPAR2 LPAR3 グループキャパシティ設定値

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_LPARGRP_グループ名_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】特定グループのMSU使用値（グループ名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定された LPARグループ内の各 LPARのMSU使用値の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・どの LPARのMSU使用値が高いか確認してください。 

・4時間平均MSU使用値が制限値に達するとキャッピングが掛かり、プロセッサの使用が制限されます。合わせてソフ

トキャッピング発生状況を確認してください。 

 

【留意点】 

グループの 4時間平均MSU使用値を出力するには、対象グループ内の全 LPARのデータが必要です。本グラフは

特定 LPARを処理対象としている為、4時間平均ではなく当該インターバルのMSU使用値を示します。 
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3.10.9. MSU 使用値 
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【課金】MSU使用値

MSU使用値 4時間平均MSU使用値 区画で使用可能なMSU値

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_LPAR_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】MSU使用値 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、対象 LPARのMSU使用値と 4時間平均MSU使用値の変動状況を示します。 

 

【用語説明】 

・区画で使用可能なMSU値 

区画の設定状況により値の示す意味が異なります。 

- キャッピング指定時には重み値で調整された値 

- キャパシティ設定値指定時にはキャパシティ設定値 

- グループキャパシティ指定時はグループキャパシティ設定値 
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【チェックポイント】 

・MSU使用値及び 4時間平均MSU使用値がどのように変動するかを確認してください。 

・4時間平均MSU使用値が制限値に達するとキャッピングが掛かり、プロセッサの使用が制限されます。合わせてソフ

トキャッピング発生状況を確認してください。 
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3.10.10. MSU 使用値の推移 －等高線－ 

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_LPAR_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：MSU使用値の推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、対象 LPAR の MSU 使用値の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時間、Y 軸に

対象期間における日付を表し、どの時間帯でMSU使用値が高くなる傾向があるのかを月単位に把握することができ

ます。 

 

【チェックポイント】 

・MSU使用値が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 
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3.10.11. 4 時間平均 MSU 使用値の推移 －等高線－ 

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_4av_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：4時間平均MSU使用値の推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、対象 LPAR の 4時間平均MSU 使用値の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の時

間、Y 軸に対象期間における日付を表し、どの時間帯で 4時間平均MSU使用値が高くなる傾向があるのかを月単

位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・4時間平均MSU使用値が高くなる時間帯や日付を確認し、対象システムの特性を把握してください。 

・4 時間平均 MSU 使用値が制限値に達するとキャッピングが掛かり、プロセッサの使用が制限されます。合わせてソ

フトキャッピング発生状況を確認してください。 
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3.10.12. MSU 使用値内訳 
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【課金】MSU使用値内訳

BATCH_BTCH_MED_01 STC_STC_DB2_01 SYSTEM_SYSTEM_01 STC_STC_MED_01 SYSTEM_SYSSTC_01

STC_STC_HI_01 TSO_TSO_MED_03 TSO_TSO_MED_02 TSO_TSO_MED_01 STC_STC_LOW_01

OTHER OVERHEAD 4時間平均MSU使用値 区画で使用可能なMSU値
 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_LPARWKL_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】MSU使用値内訳 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、対象 LPAR の MSU 使用値の内訳と 4 時間平均 MSU 使用値の変動状況を示します。内訳はサービ

スクラス別に表示します。 

このグラフを利用する際は、テンプレート登録時に全サービスクラスを指定してください。 

また入力とするフラットファイルは、%PNWKLOPTマクロでOVHEAD＝EXCLUDEを指定(もしくは省略)して作成さ

れている必要があります。 

 

【チェックポイント】 

・MSU を多く使用していた業務（サービスクラス）を確認してください。先月と比べ課金対象 MSU 使用値に一貫性が

なかった場合、どの業務の変動によるものであるか原因調査にご利用ください。 
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3.10.13. ソフトキャッピングされた割合 
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【課金】ソフトキャッピングされた割合

LPAR1 LPAR2 LPAR3 LPAR4 LPAR5 LPAR6 LPAR7 LPAR8 LPAR9 LPAR10 LPAR11 LPAR12

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_CAPACT_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】ソフトキャッピングされた割合 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体内における各 LPAR のソフトキャッピングされた割合を示します。z/OS V1R11 以上の環境の場合

はこちらのソフトキャッピング発生状況をご確認ください。（z/OS V1R11未満でPTF適用により z/OS V1R11相当に

なっている場合も含みます） 

 

【チェックポイント】 

・意図しない時間帯でソフトキャッピングが発生していないかご確認ください。 

 



ES/1 NEO MF Series 

－432－ 

 

3.10.14. ソフトキャッピングされた割合の推移 －等高線－ 

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_CAPACT_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式  ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：ソフトキャッピングされた割合の推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、対象 LPAR のソフトキャッピングされた割合の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 日の

時間、Y 軸に対象期間における日付を表し、どの時間帯でソフトキャッピングされた割合が高くなっているかを月単

位に把握することができます。 

 

【チェックポイント】 

・意図しない時間帯でソフトキャッピングが発生していないかご確認ください。 
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3.10.15. ソフトキャッピングしようとした割合 
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【課金】ソフトキャッピングしようとした割合

LPAR1 LPAR2 LPAR3 LPAR4 LPAR5 LPAR6 LPAR7 LPAR8 LPAR9 LPAR10 LPAR11 LPAR12

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_CAPWLM_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】ソフトキャッピングしようとした割合 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体内における各 LPAR のソフトキャッピングしようとした割合を示します。z/OS 1.11 未満の環境の場

合はこちらのソフトキャッピング発生状況をご確認ください。 

 

【チェックポイント】 

・意図しない時間帯でソフトキャッピングが発生していないかご確認ください。 
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3.10.16. ソフトキャッピングしようとした割合の推移 －等高線－ 

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_CAPWLM_CONTOUR_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：ソフトキャッピングしようとした割合の推移 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、対象 LPAR のソフトキャッピングしようとした割合の推移を等高線の形態で表示しています。X 軸に 1 

日の時間、Y 軸に対象期間における日付を表し、どの時間帯でソフトキャッピングしようとした割合が高くなっている

かを月単位に把握することができます。 

z/OS V1R11未満の環境の場合はこちらのソフトキャッピング発生状況をご確認ください。 

 

【チェックポイント】 

・意図しない時間帯でソフトキャッピングが発生していないかご確認ください。 
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3.10.17. 特定製品の 4 時間平均 MSU 使用値 CMP 

 

所属カテゴリー名 ：課金（複数システム） 

出力ファイル名 ：ACC_CMP_4av_製品名_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：4時間平均MSU使用値 CMP（製品名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定製品の時間毎の 4時間平均MSU使用値をサイト内筐体を対象に区画毎に積み上げています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・特定製品の推移や最大を記録した時間を確認してください。 
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3.10.18. 筐体毎特定製品の 4 時間平均 MSU 使用値 CMP 

 

所属カテゴリー名 ：課金（複数システム） 

出力ファイル名 ：ACC_CMP_4av_CEC_製品名_INTER.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：筐体毎 4時間平均MSU使用値 CMP（製品名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、特定製品の時間毎の 4時間平均MSU使用値をサイト内筐体を対象に筐体毎に積み上げています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・複数筐体合算にて４時間平均MSU使用値が最大になる時間と筐体内訳を確認します。 

・特定製品の推移や最大を記録した時間を確認してください。 
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3.10.19. 製品毎の最大合計 MSU 使用値 CMP 

 

所属カテゴリー名 ：課金（複数システム） 

出力ファイル名 ：ACC_CMP_MAXBYLPAR_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：製品毎の最大MSU使用値 CMP 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、サイト内筐体で製品が稼働していた LPAR の「4 時間平均 MSU 使用値の合計」が最大となったイン

ターバルの内訳を表示しています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・製品全体の推移を確認し、製品単位での課金傾向を比較します。 
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3.10.20. 筐体製品毎の最大合計 MSU 使用値 CMP 

 

所属カテゴリー名 ：課金（複数システム） 

出力ファイル名 ：ACC_CMP_MAXBYCEC_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：筐体製品毎の最大MSU使用値 CMP 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、サイト内筐体で製品が稼働していた LPAR の「4 時間平均 MSU 使用値の合計」が最大となったイン

ターバルの内訳を表示しています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・複数筐体合算にて４時間平均MSU使用値が最大となったインターバルの筐体内訳を確認します。 

・製品全体の推移を確認し、製品単位での課金傾向を比較します。 
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3.10.21. 特定製品の最大合計 MSU 使用値 CMP[月次] 

 

所属カテゴリー名 ：課金（複数システム） 

出力ファイル名 ：ACC_CMP_MAX_製品名_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：最大合計MSU使用値 CMP（製品名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、サイト内筐体を対象に特定製品の日毎の最大 4 時間平均 MSU 使用値を区画毎に積み上げていま

す。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・特定製品の推移や最大を記録した日を確認します。 
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3.10.22. 筐体毎特定製品の最大合計 MSU 使用値 CMP[月次] 

 

所属カテゴリー名 ：課金（複数システム） 

出力ファイル名 ：ACC_CMP_MAX_CEC_製品名_MONTH.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：筐体毎最大合計MSU使用値 CMP（製品名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、サイト内筐体を対象に特定製品の日毎の最大 4 時間平均 MSU 使用値を筐体毎に積み上げていま

す。 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 

 

【チェックポイント】 

・特定製品の推移や最大を記録した日を確認します。 
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3.10.23. 特定製品の最大合計 MSU 使用値 CMP[年次] 

 

所属カテゴリー名 ：課金（複数システム） 

出力ファイル名 ：ACC_CMP_MAX_製品名_YEAR.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：最大合計MSU使用値 CMP（製品名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、サイト内筐体を対象に特定製品の月毎の最大4時間平均MSU使用値を区画毎に積み上げています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 
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3.10.24. 筐体毎特定製品の最大合計 MSU 使用値 CMP[年次] 

 

所属カテゴリー名 ：課金（複数システム） 

出力ファイル名 ：ACC_CMP_MAX_CEC_製品名_YEAR.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：筐体毎最大合計MSU使用値 CMP（製品名） 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、サイト内筐体を対象に特定製品の月毎の最大4時間平均MSU使用値を筐体毎に積み上げています。 

 

【用語説明】 

・4時間平均MSU使用値 

100 万サービス単位であるMSUの 4 時間毎の移動平均。サブキャパシティー料金においてMSU とは、ソフトウェ

ア料金のキャパシティー単位を指します。 
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3.10.25. 筐体全体の MSU 使用値[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_CPC_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】筐体全体のMSU使用値 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、LPARの使用MSU値を積み上げ、筐体全体の使用MSU値の変動状況を示します。 

 

【チェックポイント】 

・筐体全体のMSU使用値がどのように変動するかを確認してください。 
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3.10.26. MSU 使用値内訳[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_LPARWKL_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】MSU使用値内訳 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、対象 LPAR の MSU 使用値の内訳と 4 時間平均 MSU 使用値の変動状況を示します。内訳はサービ

スクラス別に表示します。 

このグラフを利用する際は、テンプレート登録時に全サービスクラスを指定してください。 

また入力とするフラットファイルは、%PNWKLOPTマクロでOVHEAD＝EXCLUDEを指定(もしくは省略)して作成さ

れている必要があります。 

 

【チェックポイント】 

・MSU を多く使用していた業務（サービスクラス）を確認してください。先月と比べ課金対象 MSU 使用値に一貫性が

なかった場合、どの業務の変動によるものであるか原因調査にご利用ください。 
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3.10.27. ソフトキャッピングされた割合[リアルタイム] 

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：ACC_CAPACT_REAL.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：【課金】ソフトキャッピングされた割合 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、筐体内における各 LPAR のソフトキャッピングされた割合を示します。z/OS V1R11 以上の環境の場合

はこちらのソフトキャッピング発生状況をご確認ください。（z/OS V1R11未満でPTF適用により z/OS V1R11相当に

なっている場合も含みます） 

 

【チェックポイント】 

・意図しない時間帯でソフトキャッピングが発生していないかご確認ください。 
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3.10.28. MSU 使用予測 DEFINED CAPACITY 値削減[詳細] 

 

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：P_ACC_LPAR_INTER_DC新 DefinedCapacity値.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：MSU使用値予測(DC:新 DefinedCapacity値) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、LPARに設定されている Defined Capacity(以後 DC)値を削減した際のMSU使用予測を示します。 

削減予測に使用する新 DC値はテンプレート設定時に指定します。（指定範囲： 0 < 新 DC < 現 DC） 

入力データ開始から 4時間経過したインターバル以降、4時間平均MSU値を算出し、値が新 DC値を越えたら新 

DC+1までMSU使用値を制限し、新 DC以下となったら制限を解除します。 

 

【制限】 

当グラフは次の条件に該当するデータでは正常に動作しないことがあります 

・対象期間内でインターバル間隔が変動するデータ 

・データ項目内に欠損値があるデータ 
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【用語説明】 

・新MSU使用値   ： DC値削減時のMSU使用予測値 

・新 4時間平均MSU使用値 ： MSU使用予測時の 4時間平均MSU使用値 

・新区画で使用可能なMSU値 ： 新 DC値（指定値） 

・現MSU使用値    ： 現行のMSU使用値 

・区画で使用可能なMSU値 ： 現行の DC値 

 

【チェックポイント】 

・Defined Capacity値設定削減によるMSU使用状況の変化をご確認ください。 
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3.10.29. MSU 使用予測 GROUP CAPACITY 値削減[詳細] 

 

 

所属カテゴリー名 ：課金 

出力ファイル名 ：P_ACC_LPAR_INTER_グループ名_新 GroupCapacity値.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：特定グループのMSU使用値予測(グループ名,新 GroupCapacity値) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、指定された LPAR グループに設定されている Group Capacity(以後 GC)値を削減した際の MSU 使

用予測を示します。 

削減予測に使用する新 GC値はテンプレート設定時に指定します。（指定範囲： 0 < 新 GC < 現 GC） 

入力データ開始から 4時間経過したインターバル以降、4時間平均MSU値を算出し、値が新 GC値を越えたら新 

GC+1までMSU使用を制限し、新GC以下となったら制限を解除します。グループでのMSU使用は、グループを構 

成する LPARの重み値によって按分されます。また、Defined Capacity値(以後 DC）が設定された LPARでは、 

LPARの 4時間平均MSU値がDC値を越えたらDC+1までMSUを制限し、DC以下となったら制限を解除します。 
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【制限】 

当グラフでは次の条件に該当するデータでは正常に動作しないことがあります 

・対象期間内でインターバル間隔が変動するデータ 

・データ項目内に欠損値があるデータ 

 

【用語説明】 

・新グループキャパシティ設定値 ： 新 GC値（指定値） 

・新 4時間平均MSU使用値 ： MSU使用予測時の 4時間平均MSU使用値 

・現グループキャパシティ使用値 ： 現行の GC使用値 

・現MSU使用値(GROUP)  ： 現行の LPARグループでのMSU使用値 

 

【チェックポイント】 

・Group Capacity値設定削減による LPARグループ全体と各 LPARのMSU使用状況の変化をご確認ください。 
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3.11. 結合機構 

3.11.1. 結合機構プロセッサ使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_PROC_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_PROC_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構プロセッサ使用状況( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構のプロセッサ使用率の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【チェックポイント】 

・プロセッサ使用率がどのように変動するかを確認してください。 
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3.11.2. 結合機構ストレージ使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_STOR_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_STOR_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構ストレージ使用状況( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構のストレージ使用率の変動状況を領域ごとに示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・制御領域 

結合機構のストラクチャ制御情報が格納される領域です。 

・データ領域 

結合機構のストラクチャデータが格納される領域です。 

 

【チェックポイント】 

・各領域の使用率がどのように変動するかを確認してください。 
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3.11.3. 結合機構サブチャネル使用状況 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_SUBCH_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_SUBCH_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構サブチャネル使用状況( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構のサブチャネル使用数の変動状況と、使用可能数を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・サブチャネル 

結合機構に送信されるデータはサブチャネルにロードされます。このときサブチャネルが使用できない場合、その要

求は待たされることになります。 

 

【チェックポイント】 

・サブチャネルの使用数が使用可能数に達している場合、サブチャネル待ちによる遅延が発生していないか確認して

ください。 
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3.11.4. 結合機構要求数 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_REQ_CNT_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_REQ_CNT_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構要求数( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構の処理要求数と各要因による遅延回数を示します。(秒あたりの回数) 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・通信パスビジーによる処理要求遅延 

通信パスが使用中であった場合に発生します。 

・チャネルビジーによる処理要求遅延 

すべてのサブチャネルが使用中であった場合に発生します。 

・通信失敗 

不成功に終わった要求です。 
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【チェックポイント】 

・各要因による遅延の発生状況がどのように変動するかを確認してください。 
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3.11.5. 結合機構ロックストラクチャの同期要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LOCKSTR_SYNC_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LOCKSTR_SYNC_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構ロックストラクチャの同期要求数(合計) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各ロックストラクチャにおける同期要求数の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・ロックストラクチャ 

ロックストラクチャは、リソースを逐次化するための、カスタマイズされた一連のロックおよびロック・プロトコルを作成し、

リソースの競合を削減することができます。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの同期要求数がどのように変動するかを確認してください。 

・非同期要求数も併せて確認してください。 
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3.11.6. 結合機構ロックストラクチャの非同期要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LOCKSTR_ASYNC_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LOCKSTR_ASYNC_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構ロックストラクチャの非同期要求数(合計) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各ロックストラクチャにおける非同期要求数の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・ロックストラクチャ 

ロックストラクチャは、リソースを逐次化するための、カスタマイズされた一連のロックおよびロック・プロトコルを作成し、

リソースの競合を削減することができます。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの非同期要求数がどのように変動するかを確認してください。 

・同期要求数も併せて確認してください。 
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3.11.7. 結合機構ロックストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LOCKSTR_CHG_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LOCKSTR_CHG_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構ロックストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求数(合計) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各ロックストラクチャにおいて同期要求から非同期要求に変更された要求数の変動状況

を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・ロックストラクチャ 

ロックストラクチャは、リソースを逐次化するための、カスタマイズされた一連のロックおよびロック・プロトコルを作成し、

リソースの競合を削減することができます。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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・同期要求から非同期要求に変更された要求 

同期要求から非同期要求へ変更は、サブチャネルが使用可能でないために処理を開始できない場合に発生しま

す。 

 

【チェックポイント】 

・変更された要求数の、全要求数に占める割合が大きい場合、サービス時間や遅延要求数の増大に注意してくださ

い。 
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3.11.8. 結合機構ロックストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求率 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LOCKSTR_CHG_REQ_PER_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LOCKSTR_CHG_REQ_PER_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構ロックストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求率( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各ロックストラクチャにおいて同期要求から非同期要求に変更された要求数が全要求数

に占める割合の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値の合計値から算出した値となります。 

 

【用語説明】 

・ロックストラクチャ 

ロックストラクチャは、リソースを逐次化するための、カスタマイズされた一連のロックおよびロック・プロトコルを作成し、

リソースの競合を削減することができます。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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・同期要求から非同期要求に変更された要求 

同期要求から非同期要求へ変更は、サブチャネルが使用可能でないために処理を開始できない場合に発生しま

す。 

 

【チェックポイント】 

・変更された要求数の、全要求数に占める割合が大きい場合、サービス時間や遅延要求数の増大に注意してくださ

い。 
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3.11.9. 結合機構リストストラクチャの同期要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LISTSTR_SYNC_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LISTSTR_SYNC_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構リストストラクチャの同期要求数(合計) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各リストストラクチャにおける同期要求数の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・リストストラクチャ 

リストストラクチャは、一連のリストまたはキューの項目として編成された情報を共用できるようにすることで、作業を分

散させたり共用状況情報を維持することができます。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの同期要求数がどのように変動するかを確認してください。 

・非同期要求数も併せて確認してください。 
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3.11.10. 結合機構リストストラクチャの非同期要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LISTSTR_ASYNC_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LISTSTR_ASYNC_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構リストストラクチャの非同期要求数(合計) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各リストストラクチャにおける非同期要求数の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・リストストラクチャ 

リストストラクチャは、一連のリストまたはキューの項目として編成された情報を共用できるようにすることで、作業を分

散させたり共用状況情報を維持することができます。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの非同期要求数がどのように変動するかを確認してください。 

・同期要求数も併せて確認してください。 
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3.11.11. 結合機構リストストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LISTSTR_CHG_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LISTSTR_CHG_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構リストストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求数(合計) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各リストストラクチャにおいて同期要求から非同期要求に変更された要求数の変動状況

を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・リストストラクチャ 

リストストラクチャは、一連のリストまたはキューの項目として編成された情報を共用できるようにすることで、作業を分

散させたり共用状況情報を維持することができます。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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・同期要求から非同期要求に変更された要求 

同期要求から非同期要求へ変更は、サブチャネルが使用可能でないために処理を開始できない場合に発生しま

す。 

 

【チェックポイント】 

・変更された要求数の、全要求数に占める割合が大きい場合、サービス時間や遅延要求数の増大に注意してくださ

い。 
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3.11.12. 結合機構リストストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求率 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LISTSTR_CHG_REQ_PER_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LISTSTR_CHG_REQ_PER_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構リストストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求率( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各リストストラクチャにおいて同期要求から非同期要求に変更された要求数が全要求数

に占める割合の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値の合計値から算出した値となります。 

 

【用語説明】 

・リストストラクチャ 

リストストラクチャは、一連のリストまたはキューの項目として編成された情報を共用できるようにすることで、作業を分

散させたり共用状況情報を維持することができます。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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・同期要求から非同期要求に変更された要求 

同期要求から非同期要求へ変更は、サブチャネルが使用可能でないために処理を開始できない場合に発生しま

す。 

 

【チェックポイント】 

・変更された要求数の、全要求数に占める割合が大きい場合、サービス時間や遅延要求数の増大に注意してくださ

い。 
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3.11.13. 結合機構キャッシュストラクチャの同期要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_CACHESTR_SYNC_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_CACHESTR_SYNC_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構キャッシュストラクチャの同期要求数(合計) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各キャッシュストラクチャにおける同期要求数の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・キャッシュストラクチャ 

キャッシュストラクチャは、頻繁に参照されるデータの共用を高性能で行えるようにします。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの同期要求数がどのように変動するかを確認してください。 

・非同期要求数も併せて確認してください。 
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3.11.14. 結合機構キャッシュストラクチャの非同期要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_CACHESTR_ASYNC_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_CACHESTR_ASYNC_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構キャッシュストラクチャの非同期要求数(合計) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各キャッシュストラクチャにおける非同期要求数の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・キャッシュストラクチャ 

キャッシュストラクチャは、頻繁に参照されるデータの共用を高性能で行えるようにします。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの非同期要求数がどのように変動するかを確認してください。 

・同期要求数も併せて確認してください。 
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3.11.15. 結合機構キャッシュストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_CACHESTR_CHG_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_CACHESTR_CHG_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構キャッシュストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求数(合計) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各キャッシュストラクチャにおいて同期要求から非同期要求に変更された要求数の変動

状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・キャッシュストラクチャ 

キャッシュストラクチャは、頻繁に参照されるデータの共用を高性能で行えるようにします。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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・同期要求から非同期要求に変更された要求 

同期要求から非同期要求へ変更は、サブチャネルが使用可能でないために処理を開始できない場合に発生しま

す。 

 

【チェックポイント】 

・変更された要求数の、全要求数に占める割合が大きい場合、サービス時間や遅延要求数の増大に注意してくださ

い。 
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3.11.16. 結合機構キャッシュストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求率 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_CACHESTR_CHG_REQ_PER_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_CACHESTR_CHG_REQ_PER_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構キャッシュストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求率( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各キャッシュストラクチャにおいて同期要求から非同期要求に変更された要求数が全要

求数に占める割合の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値の合計値から算出した値となります。 

 

【用語説明】 

・キャッシュストラクチャ 

キャッシュストラクチャは、頻繁に参照されるデータの共用を高性能で行えるようにします。 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 
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・同期要求から非同期要求に変更された要求 

同期要求から非同期要求へ変更は、サブチャネルが使用可能でないために処理を開始できない場合に発生しま

す。 

 

【チェックポイント】 

・変更された要求数の、全要求数に占める割合が大きい場合、サービス時間や遅延要求数の増大に注意してくださ

い。 
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3.11.17. 結合機構ロックストラクチャの同期要求サービス時間(平均) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LOCKSTR_SYNC_SERV_AVG_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LOCKSTR_SYNC_SERV_AVG_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構ロックストラクチャの同期要求サービス時間(平均) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各ロックストラクチャにおける同期要求サービス時間の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・ロックストラクチャ 

ロックストラクチャは、リソースを逐次化するための、カスタマイズされた一連のロックおよびロック・プロトコルを作成し、

リソースの競合を削減することができます。 

・同期要求サービス時間／非同期要求サービス時間 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。サービス時間は

1要求あたりの平均サービス時間です。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの同期要求サービス時間がどのように変動するかを確認してください。 

・非同期要求サービス時間も併せて確認してください。 
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3.11.18. 結合機構ロックストラクチャの非同期要求サービス時間(平均) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LOCKSTR_ASYNC_SERV_AVG_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LOCKSTR_ASYNC_SERV_AVG_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構ロックストラクチャの非同期要求サービス時間(平均) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各ロックストラクチャにおける同期要求サービス時間の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・ロックストラクチャ 

ロックストラクチャは、リソースを逐次化するための、カスタマイズされた一連のロックおよびロック・プロトコルを作成し、

リソースの競合を削減することができます。 

・同期要求サービス時間／非同期要求サービス時間 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。サービス時間は

1要求あたりの平均サービス時間です。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの非同期要求サービス時間がどのように変動するかを確認してください。 

・同期要求サービス時間も併せて確認してください。 
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3.11.19. 結合機構リストストラクチャの同期要求サービス時間(平均) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LISTSTR_SYNC_SERV_AVG_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LISTSTR_SYNC_SERV_AVG_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構リストストラクチャの同期要求サービス時間(平均) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各リストストラクチャにおける同期要求サービス時間の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・リストストラクチャ 

リストストラクチャは、一連のリストまたはキューの項目として編成された情報を共用できるようにすることで、作業を分

散させたり共用状況情報を維持することができます。 

・同期要求サービス時間／非同期要求サービス時間 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。サービス時間は

1要求あたりの平均サービス時間です。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの同期要求サービス時間がどのように変動するかを確認してください。 

・非同期要求サービス時間も併せて確認してください。 
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3.11.20. 結合機構リストストラクチャの非同期要求サービス時間(平均) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_LISTSTR_ASYNC_SERV_AVG_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_LISTSTR_ASYNC_SERV_AVG_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構リストストラクチャの非同期要求サービス時間(平均) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各リストストラクチャにおける同期要求サービス時間の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・リストストラクチャ 

リストストラクチャは、一連のリストまたはキューの項目として編成された情報を共用できるようにすることで、作業を分

散させたり共用状況情報を維持することができます。 

・同期要求サービス時間／非同期要求サービス時間 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。サービス時間は

1要求あたりの平均サービス時間です。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの非同期要求サービス時間がどのように変動するかを確認してください。 

・同期要求サービス時間も併せて確認してください。 
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3.11.21. 結合機構キャッシュストラクチャの同期要求サービス時間(平均) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_CACHESTR_SYNC_SERV_AVG_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_CACHESTR_SYNC_SERV_AVG_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構キャッシュストラクチャの同期要求サービス時間(平均) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各キャッシュストラクチャにおける同期要求サービス時間の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・キャッシュストラクチャ 

キャッシュストラクチャは、頻繁に参照されるデータの共用を高性能で行えるようにします。 

・同期要求サービス時間／非同期要求サービス時間 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。サービス時間は

1要求あたりの平均サービス時間です。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの同期要求サービス時間がどのように変動するかを確認してください。 

・非同期要求サービス時間も併せて確認してください。 
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3.11.22. 結合機構キャッシュストラクチャの非同期要求サービス時間(平均) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_CACHESTR_ASYNC_SERV_AVG_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_CACHESTR_ASYNC_SERV_AVG_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構キャッシュストラクチャの非同期要求サービス時間(平均) ( CF名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内の各キャッシュストラクチャにおける同期要求サービス時間の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・キャッシュストラクチャ 

キャッシュストラクチャは、頻繁に参照されるデータの共用を高性能で行えるようにします。 

・同期要求サービス時間／非同期要求サービス時間 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。サービス時間は

1要求あたりの平均サービス時間です。 
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【チェックポイント】 

・各ストラクチャの非同期要求サービス時間がどのように変動するかを確認してください。 

・同期要求サービス時間も併せて確認してください。 
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3.11.23. 結合機構ストラクチャの遅延させられた要求数(合計) 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_STR_DELAY_REQ_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_STR_DELAY_REQ_MULTI_CF名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構ストラクチャの遅延させられた要求数(合計) ( CF名：ストラクチャ名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内のストラクチャにおいて各種要因によって遅延させられた要求数の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を合計した値となります。 

 

【用語説明】 

・サブチャネルの競合による遅延 

使用可能なサブチャネルがない場合に発生します。 

・偽の競合による遅延 

異なるリソースに対する異なる 2つのロックが同じロック・エントリーにハッシュされた場合に発生します。 

・競合による遅延 

ロックされたリソースにアクセスしようとした場合に発生します。 
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【チェックポイント】 

・各要因による遅延の発生状況がどのように変動するかを確認してください。 

・同期要求／非同期要求サービス時間も併せて確認してください。 
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3.11.24. 結合機構ストラクチャの要求数内訳 

 

所属カテゴリー名 ：結合機構／複数システム 

出力ファイル名 ：CF_STR_REQ_PER_CF名_ストラクチャ名_時系列種別.xls／.xlsx 

  CF_STR_REQ_PER_MULTI_CF名_ストラクチャ名_時系列種別.xls／.xlsx 

出力形式 ：Excelグラフ／GIFファイル 

対象メーカ ：IBM 

グラフタイトル  ：結合機構ストラクチャの要求数内訳( CF名：ストラクチャ名) 

 

【グラフ概要】 

このグラフは、結合機構内のストラクチャにおける同期要求／非同期要求／同期要求から非同期要求に変更された要

求の割合の変動状況を示します。 

複数システムグラフで作成した場合、各システムで収集された値を平均した値となります。 

 

【用語説明】 

・同期要求／非同期要求 

ストラクチャへのアクセス要求には、完了を待つ同期要求と、完了を待たない非同期要求があります。 

・同期要求から非同期要求に変更された要求 

同期要求から非同期要求へ変更は、サブチャネルが使用可能でないために処理を開始できない場合に発生しま

す。 
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【チェックポイント】 

・各要求数の割合がどのように変動しているかを確認してください。 

・同期要求／非同期要求サービス時間も併せて確認してください。 
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44..  PPeerrffoorrmmaannccee  NNaavviiggaattoorr 標標準準ググララフフ一一覧覧  

Performance Navigator で出力する標準グラフでは、ご使用メーカにより出されるグラフが異なる場合があります。以下

に Performance Navigator で出力する標準グラフの一覧を示します。 
資源名 グラフタイトル メーカ 時系列 プロセジャ マクロ

IBM
富士通

(MSP)

富士通

(XSP)
日立 NEC 詳細 時間 月次 年次 非時系列

システム負荷 システム負荷～MPL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ CEC 共通

システム負荷～MPLの推移[月次] (詳細) －等高線－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ SAD

システム負荷～MPLの推移[月次] (時間) －等高線－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NEC

システム負荷～入出力回数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム負荷～入出力回数 －日比較－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム負荷～入出力回数 －日比較(累計)－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム負荷～入出力回数の推移[月次] (詳細) －等高線－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム負荷～入出力回数の推移[月次] (時間) －等高線－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム負荷～ＭＰＬと入出力回数[リアルタイム] ○ ○ CEC  
プロセッサ MPL vs プロセッサ使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ CEC

入出力回数 vs プロセッサ使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ SAD

プロセッサ使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NEC

論理区画プロセッサ使用率グラフ(論理区画) ○ ○ ○ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率グラフ ○ ○ ○ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率グラフ(TYPE=プロセッサタイプ種別) ○ ○ ○ ○ ○ PNOSTYPE

AVM ゲスト OS プロセッサ使用状況(VM 名) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通

AVM ゲスト OS プロセッサ使用状況 2(VM 名) ○ ○ ○ ○ ○ ○

AVM プロセッサ使用状況(ゲスト OS) ○ ○ ○ ○ ○ ○

PRMF 論理分割プロセッサグラフ[時系列種別] ○ ○ ○ ○ ○

PRMF 論理区画プロセッサグラフ(区画名)[時系列種別] ○ ○ ○ ○ ○

プロセッサ使用率の推移 －移動平均－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プロセッサ使用率の推移 －等高線－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プロセッサ使用率の推移 －箱ひげ図－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率の推移 －等高線－ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率の推移 －等高線－ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率の推移(TYPE=プロセッサタイプ種別) －等高線－ ○ ○ PNOSTYPE

論理分割プロセッサ使用率の推移(TYPE=CP) －箱ひげ図－ ○ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率の推移(TYPE=プロセッサタイプ種別) －等高線－ ○ ○

AVM プロセッサ使用率の推移 －等高線－ ○ ○ ○ 共通

AVM プロセッサ使用率の推移 －箱ひげ図－ ○ ○ ○ ○

AVM ゲスト OS プロセッサ使用率の推移 －等高線－ ○ ○ ○

PRMF 論理分割プロセッサ使用率の推移 －等高線－ ○ ○

PRMF 論理分割プロセッサ使用率の推移 －箱ひげ図－ ○ ○ ○

PRMF 論理区画プロセッサ使用率の推移 －等高線－ ○ ○

プロセッサ使用率 －日比較－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プロセッサ使用率 －月比較－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プロセッサ使用率 －年比較－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率 －日比較－ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率 －月比較－ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率 －年比較－ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率 －日比較－ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率 －月比較－ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率 －年比較－ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP) －日比較－ ○ ○ PNOSTYPE

論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP) －日比較(累計)－ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP) －月比較－ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率(TYPE=CP) －年比較－ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率(TYPE=CP) －日比較－ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率(TYPE=CP) －日比較(累計)－ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率(TYPE=CP) －月比較－ ○ ○

論理区画プロセッサ使用率(TYPE=CP) －年比較－ ○ ○

AVMプロセッサ使用率 －日比較－ ○ ○ ○ 共通

AVMプロセッサ使用率 －日比較(累計)－ ○ ○ ○

AVMプロセッサ使用率 －月比較－ ○ ○ ○

AVMプロセッサ使用率 －年比較－ ○ ○ ○

AVMゲストOSプロセッサ使用率 －日比較－ ○ ○ ○

AVMゲストOSプロセッサ使用率 －日比較(累計)－ ○ ○ ○

AVMゲストOSプロセッサ使用率 －月比較－ ○ ○ ○

AVMゲストOSプロセッサ使用率 －年比較－ ○ ○ ○

PRMF論理分割プロセッサ使用率 －日比較－ ○ ○

PRMF論理分割プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ ○ ○

PRMF論理分割プロセッサ使用率 －月比較－ ○ ○

PRMF論理分割プロセッサ使用率 －年比較－ ○ ○

PRMF論理区画プロセッサ使用率 －日比較－ ○ ○

PRMF論理区画プロセッサ使用率 －日比較(累計)－ ○ ○

PRMF論理区画プロセッサ使用率 －月比較－ ○ ○

PRMF論理区画プロセッサ使用率 －年比較－ ○ ○

プロセッサ使用量 ○ ○ ○ ○ ○ ○

論理分割プロセッサ使用量 ○ ○ ○ ○ ○

論理分割プロセッサ使用量(TYPE＝CP) ○ ○ ○ ○ ○ PNOSTYPE

PRMF論理分割プロセッサ使用量 ○ ○ ○ ○ ○ 共通

AVMプロセッサ使用量 ○ ○ ○ ○ ○ ○

論理分割プロセッサ使用率グラフ(TYPE=CP)[リアルタイム] ○ ○ CEC PNOSTYPE

論理分割プロセッサ使用率グラフ(TYPE=IIP)[リアルタイム] ○ ○

プロセッサ使用率[リアルタイム] ○ ○ 共通

SRM プロセッサ使用率グラフ ○ ○ SRM 共通  
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資源名 グラフタイトル メーカ 時系列 プロセジャ マクロ

IBM
富士通

(MSP)

富士通

(XSP)
日立 NEC 詳細 時間 月次 年次 非時系列

主記憶 MPL vs 主記憶使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ CEC 共通

入出力回数 vs 主記憶使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ SAD

MPL vs 主記憶使用率(64bit) ○ ○ NEC

入出力回数 vs 主記憶使用率(64bit) ○ ○

主記憶使用率 (64bit) ○ ○ ○ ○ ○

主記憶使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ページイン回数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ページイン回数の推移[月次] (詳細) －等高線－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ページイン回数の推移[月次] (時間) －等高線－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SWAP 要因解析 ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮想記憶利用状況(SQA) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮想記憶利用状況(FSQA) ○ ○ ○ ○ ○

仮想記憶利用状況(CSA) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮想記憶利用状況(PSQA) ○ ○ ○ ○ ○

仮想記憶利用状況(ESQA) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮想記憶利用状況(EFSQA) ○ ○ ○ ○ ○

仮想記憶利用状況(ECSA) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮想記憶利用状況(EPSQA) ○ ○ ○ ○ ○

仮想記憶利用状況(ECSAを使用したESQA) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主記憶負荷分析グラフ(MPL/UIC)64bit ○ ○

メモリオブジェクト使用数の推移 ○ ○ ○ ○ ○

主記憶使用率[リアルタイム] ○ ○ CEC

仮想記憶利用状況(使用率)[リアルタイム] ○ ○

仮想記憶利用状況(割当率)[リアルタイム] ○ ○

CSA/ECSAを使用したSQA/ESQA使用率[リアルタイム] ○ ○

拡張記憶 拡張記憶使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ CEC

ページムーブ回数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ SAD

マイグレーション回数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
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資源名 グラフタイトル メーカ 時系列 プロセジャ マクロ

IBM
富士通

(MSP)

富士通

(XSP)
日立 NEC 詳細 時間 月次 年次 非時系列

業務

業務プロセッサ使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CEC PNWKLGRP/

PNWKLGR2/

PNSADGRP

業務ストレージ使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

パフォーマンスインデックス ○ ○ ○ ○ PNWKLTRC

ベロシティ ○ ○ ○ ○

ベロシティとサンプル数 ○ ○ ○ ○ ○

AIM トランザクション応答時間(グループ名) ○ ○ ○ ○ ○ PNAIMGRP

AIM タスクビジー率グラフ ○ ○ ○ ○ ○

AIM ログファイル書き込み処理経過時間グラフ ○ ○ ○ ○ ○ 共通

AIM データベース排他制御グラフ ○ ○ ○ ○ ○

AIM トランザクショングラフ ○ ○ ○ ○ ○ PNAIMGRP

AIM トランザクショングラフ(合計) ○ ○ ○ ○ ○

VIS トランザクション応答時間(グループ名) ○ ○ ○ PNVISGRP

VIS アプリケーション応答時間(グループ名) ○ ○ ○ PNAPLGRP

VIS タスクビジー率グラフ ○ ○ ○ PNVISGRP

VIS トランザクショングラフ ○ ○ ○

VIS トランザクショングラフ(合計) ○ ○ ○

XDM トランザクション応答時間(グループ名) ○ ○ ○ ○ PNXDMGRP

XDM トランザクショングラフ ○ ○ ○ ○

XDM トランザクショングラフ(合計) ○ ○ ○ ○

業務プロセッサ使用量 ○ ○ ○ ○ ○ ○

PNWKLGRP/

PNWKLGR2/

PNSADGRP

業務プログラム多重度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
PNWKLGRP/

PNWKLTRC

業務トランザクション応答時間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ PNWKLTRC

業務トランザクション応答時間分布 ○ ○ ○ ○ ○

ジョブグループ毎のCPU使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○
JOB1 PNJOBGRP/P

NSTPOPT

ジョブグループ毎のEXCP回数 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジョブグループ毎の合計ジョブ件数 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○

ジョブグループ毎の合計CPU時間 ○ ○ ○ ○  ○ ○

ジョブグループ毎の合計EXCP回数 ○ ○ ○ ○  ○ ○

特定ジョブグループの処理時間内訳 ○ ○ ○ ○ ○

特定ジョブの開始時間推移 ○ ○ ○  ○ PNJOBOPT

特定ジョブの終了時間推移 ○ ○ ○  ○

ジョブグループ スケジュールマップ ○ ○ ○ ○ ○ PNJOBGRP

ジョブ スケジュールマップ ○ ○ ○ ○ ○ PNJOBOPT

ジョブスケジュールマップ(処理時間内訳) ○ ○ ○ ○

ジョブ イニシエータ待ち時間マップ ○ ○ ○ ○

ジョブ イニシエータ待ち時間分布(ジョブクラス) ○ ○ ○ ○ ○

プログラム毎の合計CPU時間（CP時間順）TOP30 ○ ○ ○ ○ PNSTPDTL

プログラム毎の平均CPU時間（実行回数順）TOP30 ○ ○ ○ ○

プログラム毎の合計ELAPSE時間（ELAPSE時間順）TOP30 ○ ○ ○ ○

プログラム毎の平均ELAPSE時間（ELAPSE時間順）TOP30 ○ ○ ○ ○

ステップ名毎の合計CPU時間（CP時間順）TOP30 ○ ○ ○ ○

ステップ名毎の平均CPU時間（実行回数順）TOP30 ○ ○ ○ ○

ステップ名毎の合計ELAPSE時間（ELAPSE時間順）TOP30 ○ ○ ○ ○ JOB1 PNSTPDTL

ステップ名毎の平均ELAPSE時間（ELAPSE時間順）TOP30 ○ ○ ○ ○

特定プログラムのCPU時間 ○ ○ ○ ○ ○ ○

特定ステップ名のCPU時間 ○ ○ ○ ○ ○ ○

特定ジョブスケジュールマップ(ステップ内訳) ○ ○ ○ ○

IMS トランザクション応答時間 ○ ○ ○ ○ ○ IMS PNIMSTRX

IMS トランザクション応答時間分布(3秒以内) ○ ○ ○ ○ ○

IMS トランザクションCPU時間＆CALL数 ○ ○ ○ ○ ○ IMSL 共通

IMS トランザクション毎のトランザクション件数 ○ ○ ○ ○ ○ IMS PNIMSTRX

IMS トランザクション稼働状況TOP30(トランザクション件数順) ○ ○

IMS トランザクション稼働状況TOP30(応答時間順) ○ ○

IMSFPトランザクション応答時間 ○ ○ IMSFP PNIMSFPL

IMSFPトランザクション稼働状況TOP30(トランザクション件数順) ○ ○

IMSFPトランザクション稼働状況TOP30(応答時間順) ○ ○

IMSFPトランザクションCI競合数 ○ ○

IMSFPトランザクション稼働状況TOP30(CI競合数順) ○ ○

スプール使用率 ○ ○ ○ ○ ○ CEC PNOSTYPE

業務プロセッサ使用率[リアルタイム] ○ ○

PNWKLGRP/

PNWKLGR2/

PNSADGRP

業務ストレージ使用率[リアルタイム] ○ ○

業務毎のページイン回数[リアルタイム] ○ ○

パフォーマンスインデックス[リアルタイム] ○ ○ PNWKLTRC

ワークフロー(プロセッサ待ち)[リアルタイム] ○ ○

ワークフロー(ストレージ待ち)[リアルタイム] ○ ○

ワークフロー(DASD待ち)[リアルタイム] ○ ○

SRM サービスユニット使用量推移 (サービスクラス毎) ○ ○ SRM 共通

SRM サービスユニット使用量推移 (サービスクラス内訳) ○ ○

SRM CPU遅延サンプル数推移(サービスクラス内訳) ○ ○

SRM CPU遅延サンプル数推移(サービスクラス毎) ○ ○

SRM サービスユニット使用量推移(特定サービスクラス) ○ ○ PNWKLTRC

SRM CPUサンプル推移(特定サービスクラス) ○ ○

SRM CPU DispachingPriority (サービスクラス毎) ○ ○ 共通

SRM パフォーマンスインデックス推移 (サービスクラス内訳) ○ ○  
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資源名 グラフタイトル メーカ 時系列 プロセジャ マクロ

IBM
富士通

(MSP)

富士通

(XSP)
日立 NEC 詳細 時間 月次 年次 非時系列

DB2 DB2 バッファプール毎の GETPAGE 要求数 ○ ○ ○ ○ DB2 PNDB2

DB2 バッファプール毎の SR/GP ○ ○ ○ ○

DB2 特定バッファプール稼働状況 ○ ○ ○ ○

DB2 バッファプール毎のバッファヒット率 ○ ○ ○ ○

DB2 バッファプール毎の使用率 ○ ○ ○ ○

DB2 バッファプール毎のページイン回数 ○ ○ ○ ○

DB2 バッファプール毎の閾値（POOL FULL 回数） ○ ○ ○ ○

DB2 バッファプール毎の閾値（DMTH） ○ ○ ○ ○

DB2 バッファプール毎の閾値（SPTH） ○ ○ ○ ○

DB2 バッファプール毎の閾値（DWQT） ○ ○ ○ ○

DB2 バッファプール毎の閾値（VDWQT） ○ ○ ○ ○

DB2 EDM プールヒット率（V10以降） ○ ○ ○ ○

DB2 EDM RDS プール使用率と枯渇回数（V10以降） ○ ○ ○ ○

DB2 EDM SKEL プール使用率と枯渇回数（V10以降） ○ ○ ○ ○

DB2 EDM DBD プール使用率と枯渇回数 ○ ○ ○ ○

DB2 EDM STMT プール使用率と枯渇回数 ○ ○ ○ ○

DB2 RID プール使用率 ○ ○ ○ ○

DB2 RID プール稼働状況 ○ ○ ○ ○

DB2 ロック活動状況 ○ ○ ○ ○

DB2 ロックサスペンド状況 ○ ○ ○ ○

DB2 ログ書き込み状況 ○ ○ ○ ○

DB2 ログ チェックポイント頻度 ○ ○ ○ ○

DB2 SORT バッファ不足 ○ ○ ○ ○

DB2 サブシステム毎のバッファヒット率[リアルタイム] ○ ○

DB2 サブシステム毎のEDM プールヒット率（V10以降）_RDS_PT[リアルタイム] ○ ○

DB2 サブシステム毎のEDM プールヒット率（V10以降）_RDS_CT[リアルタイム] ○ ○

DB2 サブシステム毎のEDM プールヒット率（V10以降）_DBD[リアルタイム] ○ ○

DB2 サブシステム毎のEDM プールヒット率（V10以降）_STMT[リアルタイム] ○ ○

DB2 サブシステム毎のタイムアウト数[リアルタイム] ○ ○

DB2 サブシステム毎のデッドロック数[リアルタイム] ○ ○

DB2 サブシステム毎のエスカレーション数（共用）[リアルタイム] ○ ○

DB2 サブシステム毎のエスカレーション数（排他）[リアルタイム] ○ ○

DB2 サブシステム毎のGETPAGE要求数[リアルタイム] ○ ○  
CICS CICS トランザクション毎のトランザクション件数 ○ ○ ○ ○ CICS PNCICTRC

CICS トランザクション毎の合計CPU時間 ○ ○ ○ ○

CICS トランザクション毎の平均CPU時間 ○ ○ ○ ○

CICS トランザクション応答時間(トランザクション件数順) ○ ○ ○ ○

CICS トランザクション応答時間(応答時間順) ○ ○ ○ ○

CICS 特定トランザクション応答時間 ○ ○ ○ ○

CICS トランザクション稼働状況TOP30(トランザクション件数順) ○ ○

CICS トランザクション稼働状況TOP30(応答時間順) ○ ○

CICS DSA使用状況 DSAサマリー ○ ○ CIST PNCICRGN

CICS DSA使用状況 EDSAサマリー ○ ○

CICS DSA使用状況 GDSAサマリー ○ ○

CICS 特定DSA使用状況 ○ ○ ○ ○ ○

CICS 一時データ使用状況 ○ ○ ○ ○ ○

CICS 主一時記憶使用状況 ○ ○ ○ ○ ○

CICS 補助一時記憶使用状況 ○ ○ ○ ○ ○

CICS トランザクション稼働状況 ○ ○ ○ ○ ○

CICS リージョン毎の合計トランザクション件数[リアルタイム] ○ ○ CICS PNCICTRC

CICS リージョン毎の平均応答時間[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎の平均CPU時間[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のDSA使用状況(DSA使用量)[リアルタイム] ○ ○ CIST PNCICRGN

CICS リージョン毎のDSA使用状況(EDSA使用量)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のDSA使用状況(GDSA使用量)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のDSA使用状況(SUS)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のEDSA使用状況(SUS)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のGDSA使用状況(SUS)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のDSA使用状況(パージ)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のEDSA使用状況(パージ)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のGDSA使用状況(パージ)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のDSA使用状況(CUS)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のEDSA使用状況(CUS)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のGDSA使用状況(CUS)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のDSA使用状況(SOS)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のEDSA使用状況(SOS)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のGDSA使用状況(SOS)[リアルタイム] ○ ○

CICS リージョン毎のMXT到達回数[リアルタイム] ○ ○  
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資源名 グラフタイトル メーカ 時系列 プロセジャ マクロ

IBM
富士通

(MSP)

富士通

(XSP)
日立 NEC 詳細 時間 月次 年次 非時系列

入出力 ボリューム負荷バランスグラフ［スキャン１/2］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ CEC PNIOSCAN

サブシステム 特定ボリューム応答時間(ボリューム名) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ PNVOLTRC

チャネル使用率(チャネル番号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ PNCHPTRC

チャネル使用率2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

EMIF論理チャネル使用率 ○ ○ ○ ○

FCチャネル使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ PNCHPTC2

チャネルデータ転送量(筐体全体) ○ ○ ○ ○ ○

チャネルデータ転送量(対象区画) ○ ○ ○ ○ ○ ○

CPMチャネル使用率 ○ ○ ○ ○ ○ SAD PNSADCPM

特定ボリューム応答時間(特定ボリューム [拡張]) ○ ○ ○ ○ ○
CEC PNVOLTRC/P

NVOLOPT

ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順)(ボリューム(ワーストN件)) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通

ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順)(特定ボリューム) ○ ○ ○ ○ ○ ○
PNVOLTRC/P

NVOLOPT

ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順)(特定ボリューム [拡張]) ○ ○ ○

ディスクスペース使用状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ VSP PNVOLSPC

ディスクスペース使用量 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ディスクスペース使用量(最終日) ○ ○ ○ ○ ○ ○

ディスクスペース使用量(最終日)TOP30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ディスクスペース使用量(最大日) ○ ○ ○ ○ ○ ○

ディスクスペース使用量(最大日)TOP30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

未参照データセット情報TOP30 ○ ○ ○ ○ ○

データクラス使用状況 ○ ○ ○

ストレージクラス使用状況 ○ ○ ○

マネージメントクラス使用状況 ○ ○ ○

ストレージグループ使用状況 ○ ○

VSM ディスクバッファ使用率(全 VTSS) ○ ○ ○ ○ ○ VSM PNVSM

VSM ディスクバッファ使用率(VTSS 識別子) ○ ○ ○ ○ ○

VSM コントロールユニット使用状況(VTSS 識別子) ○ ○ ○ ○ ○

VSM コントロールユニット使用状況(VTSS 識別子)(VSM6) ○ ○ ○ ○ ○

VSM VTV レスポンス時間(VTSS 識別子) ○ ○ ○ ○ ○

VSM VTV バッファヒット率(VTSS 識別子) ○ ○ ○ ○ ○

VSM RTD レスポンス時間(VTSS 識別子) ○ ○ ○ ○ ○

VSM RTD データ転送量(VTSS 識別子) ○ ○ ○ ○ ○

VSM RTD マウント処理状況(VTSS 識別子) ○ ○ ○ ○ ○

VTS キャッシュヒット率(ライブラリ番号) ○ ○ ○ VTS PNVTS

VTS 仮想マウント待ち時間(ライブラリ番号) ○ ○ ○

VTS 物理ドライブ稼働率(ライブラリ番号) ○ ○ ○

VTS データ転送量(HOST-TVC)(ライブラリ番号) ○ ○ ○

TCP/IP ユーザID毎の合計転送量TOP30 ○ ○ ADT PNIBM118

TCP/IP ローカルIPアドレス毎の合計転送量TOP30 ○ ○

TCP/IP ローカルポート番号毎の合計転送量TOP30 ○ ○

TCP/IP リモートIPアドレス毎の合計転送量TOP30 ○ ○

TCP/IP リモートポート番号毎の合計転送量TOP30 ○ ○

TCP/IP サブコンポーネント毎の転送量 ○ ○ PNIBM119

TCP/IP インターフェース毎の転送量 ○ ○

TCP/IP 特定サブコンポーネントの転送量 ○ ○

TCP/IP 特定インターフェースの転送量 ○ ○

チャネル使用率[リアルタイム] ○ ○ CEC PNCHPTRC

ボリューム毎の最大レスポンス時間(アクセス回数順)[リアルタイム] ○ ○ PNIOSCAN

ボリューム毎の最大レスポンス時間(レスポンス時間順)[リアルタイム] ○ ○  
TS7700 TS7700 仮想マウント時間(FAST READY) ○ ○ ○ ○ TS70 共通

TS7700 仮想マウント時間(CACHE HIT) ○ ○ ○ ○

TS7700 仮想マウント時間(CACHE MISS) ○ ○ ○ ○

TS7700 仮想ドライブ数 ○ ○ ○ ○

TS7700 キャッシュヒット率 ○ ○ ○ ○

TS7700 キャッシュ常駐データサイズ ○ ○ ○ ○

TS7700 キャッシュ常駐データ(PG0/PG1) ○ ○ ○ ○

TS7700 アン・プレマイグレーションサイズ ○ ○ ○ ○

TS7700 キャッシュスループット ○ ○ ○ ○

TS7700 最大 CPU 使用率 ○ ○ ○ ○

TS7700 スロットル率 ○ ○ ○ ○

TS7700 スロットル発生状況 ○ ○ ○ ○

TS7700 HOST I/O 転送速度と据え置きコピースロットル時間 ○ ○ ○ ○

TS7700 物理ドライブ数 ○ ○ ○ ○

TS7700 物理マウント回数 ○ ○ ○ ○

TS7700 物理マウント時間 ○ ○ ○ ○

TS7700 スクラッチ/専用スタックボリューム数 ○ ○ ○ ○

TS7700 アクティブ・データ ○ ○ ○ ○

TS7700 グリッド・データ転送量 ○ ○ ○ ○

TS7700 据え置き/即時コピーキュー内にあった時間とコピー用論理ボリューム数 ○ ○ ○ ○

TS7700 即時コピーで転送されてきたデータ量と回数 ○ ○ ○ ○

TS7700 据え置きコピーで転送されてきたデータ量と回数 ○ ○ ○ ○

TS7700 同期コピーで転送されてきたデータ量と回数 ○ ○ ○ ○

TS7700 キャッシュヒット率(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 コピー用論理ボリューム数(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 据え置きコピーキュー内にあった時間(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 即時コピーキュー内にあった時間(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 仮想マウント回数(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 物理マウント回数(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 最大仮想ドライブ数(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 最大物理ドライブ数(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 平均仮想マウント時間(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 平均物理マウント時間(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 据え置きコピースロットル発生状況(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 ホスト書き込みスロットル発生状況(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 コピースロットル発生状況(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 HOST I/O 転送速度(非圧縮）(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 HOST I/O 転送速度(圧縮）(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○

TS7700 アン・プレマイグレーションサイズ(複数クラスタ) ○ ○ ○ ○  
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資源名 グラフタイトル メーカ 時系列 プロセジャ マクロ

IBM
富士通

(MSP)

富士通

(XSP)
日立 NEC 詳細 時間 月次 年次 非時系列

課金 特定製品の4時間平均MSU使用値 ○ ○ WLC （なし）

製品毎の最大合計MSU使用値 ○ ○

特定製品の最大合計MSU使用値[月次] ○ ○

特定製品の最大合計MSU使用値[年次] ○ ○

特定製品のアクティビティ ○ ○

製品毎の最大MSU使用値 ○ ○

筐体全体のMSU使用値 ○ ○ CEC 共通

特定グループのMSU使用値 ○ ○

MSU使用値 ○ ○

MSU使用値の推移[月次] (詳細) －等高線－ ○ ○

MSU使用値の推移[月次] (時間) －等高線－ ○ ○

4時間平均MSU使用値の推移[月次] (詳細) －等高線－ ○ ○

4時間平均MSU使用値の推移[月次] (時間) －等高線－ ○ ○

MSU使用値内訳 ○ ○

ソフトキャッピングされた割合 ○ ○

ソフトキャッピングされた割合の推移[月次] (詳細) －等高線－ ○ ○

ソフトキャッピングされた割合の推移[月次] (時間) －等高線－ ○ ○

ソフトキャッピングしようとした割合 ○ ○

ソフトキャッピングしようとした割合の推移[月次] (詳細) －等高線－ ○ ○

ソフトキャッピングしようとした割合の推移[月次] (時間) －等高線－ ○ ○

特定製品の4時間平均MSU使用値CMP ○ ○ WLC （なし）

筐体毎特定製品の4時間平均MSU使用値CMP ○ ○

製品毎の最大合計MSU使用値CMP ○ ○

筐体製品毎の最大合計MSU使用値CMP ○ ○

特定製品の最大合計MSU使用値CMP[月次] ○ ○

筐体毎特定製品の最大合計MSU使用値CMP[月次] ○ ○

特定製品の最大合計MSU使用値CMP[年次] ○ ○

筐体毎特定製品の最大合計MSU使用値CMP[年次] ○ ○

筐体全体のMSU使用値[リアルタイム] ○ ○

MSU使用値内訳[リアルタイム] ○ ○

ソフトキャッピングされた割合[リアルタイム] ○ ○

MSU使用予測 DEFINED CAPACITY値削減[詳細] ○ ○ CEC

MSU使用予測 GROUP CAPACITY値削減[詳細] ○ ○ PNOSTYPE  
結合機構 結合機構プロセッサ使用状況 ○ ○ ○ ○ ○ CEC 共通

結合機構ストレージ使用状況 ○ ○ ○ ○ ○

結合機構サブチャネル使用状況 ○ ○ ○ ○ ○

結合機構要求数 ○ ○ ○ ○ ○

結合機構ロックストラクチャの同期要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○ PNSYSPLX

結合機構ロックストラクチャの非同期要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構ロックストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構ロックストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求率 ○ ○ ○ ○ ○

結合機構ロックストラクチャの同期要求サービス時間(平均) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構ロックストラクチャの非同期要求サービス時間(平均) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構リストストラクチャの同期要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構リストストラクチャの非同期要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構リストストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構リストストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求率 ○ ○ ○ ○ ○

結合機構リストストラクチャの同期要求サービス時間(平均) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構リストストラクチャの非同期要求サービス時間(平均) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構キャッシュストラクチャの同期要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構キャッシュストラクチャの非同期要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構キャッシュストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構キャッシュストラクチャの同期要求から非同期要求に変更された要求率 ○ ○ ○ ○ ○

結合機構キャッシュストラクチャの同期要求サービス時間(平均) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構キャッシュストラクチャの非同期要求サービス時間(平均) ○ ○ ○ ○ ○

結合機構ストラクチャの要求数内訳 ○ ○ ○ ○ ○

結合機構ストラクチャの遅延要求数(合計) ○ ○ ○ ○ ○  
 

 
※プロセジャ欄 

CEC：PNAVICEC プロセジャ DB2：PNAVIDB2 プロセジャ IMSL：PNAVIMSL プロセジャ ADT：PNAVIADT プロセジャ   

SAD：PNAVISAD プロセジャ CICS：PNAVCICS プロセジャ IMSFP：PNIMSFP0 プロセジャ VTS：PNAVIVTS プロセジャ 

NEC：PNAVINEC プロセジャ CIST：PNCICSST プロセジャ VSP：PNAVIVSP プロセジャ TS70：PNAVTS70 プロセジャ 

JOB1:PNAVJOB1 プロセジャ IMS：PNAVIIMS プロセジャ VSM：PNAVIVSM プロセジャ WLC：BOXWLC00 プロセジャ 

SRM :PNAVISRM プロセジャ 

 

※マクロ欄 

共通：PNSELDT/PNDEFINE 
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